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学部‐(3) 

 
 

1.1 人間環境学部の理念・目的および教育目標                    
 

人間環境学部の理念・目的および教育目標と、それに基づくカリキュラム・ポリシーは以下のとおり

です。 

 

理念･目的 

人間環境学部は、〈人間」と「環境」が調和・共存する持続可能な社会〉への貢献を教育理念として

1999年に誕生した。本学部は、文系の総合政策学部であり、また現代教養学部として、社会科学・自然

科学・人文科学を融合させた学際的なカリキュラムによる教育を展開し、2017年3月には卒業生が5,000

人を超えた。このような学部の歴史をふまえ、2030年を視野に入れた長期構想「人間環境学部2030 ～

For  Our  Sustainable  Future～」を2016年度に策定し、学部の３つの事業（教育・研究・社会貢献）

に共通する核心的ミッションを以下のように定義した。 

「人間環境学部は、〈モラルサイエンスへの自覚〉とともに、〈人間と環境の共存〉を基底的な価値

としながら、〈人間と人間の共生〉にかかわる諸価値を含む統合的な持続可能性を、学際的かつ総合的

な見地から、教育･研究・社会貢献の各事業を通して探究することにより、学部の社会的責任（Faculty  

Social  Responsibility）を果たす。」 

核心的ミッションに基づく本学部の教育上のミッションは、学際的かつ総合的なＥＳＤ（Education  

for  Sustainable  Development：持続可能な発展のための教育）により、まず第１に、〈サステイナ

ブル・シチズンシップ〉（持続可能性にかかわる権利と責任を自覚し、あるべき社会の担い手にふさわ

しい人間性）を涵養することである。第２に、幅広い視野と、知性と感性が結びついた教養とともに、

１つの専門性を有するＴ字型人材、あるいはメインとサブの複数の専門性を有するＵ字型人材を育成す

ることである。そして第３に、ＥＳＤを基盤とする本学部独自のキャリア教育により、持続可能な社会

への〈実践知〉を有するチェンジメーカーの素養を身につけた多様な人材を輩出することである。 

本学部は、このような教育上のミッションを実現するために、〈人間と文明・文化に関する問題領域〉、

〈科学・科学技術と社会に関する問題領域〉、〈市場経済に関する問題領域〉、〈グローバルなレベル

における諸問題を包括的にとらえた領域〉、〈ローカルなレベルにおける諸問題を包括的にとらえた領

域〉の５つとそれらの複合領域を、本学部の特性を活かした教育上の戦略的なフィールドとして、コー

ス制に基づくカリキュラム体系に反映し、持続可能性に関する21世紀の多様な課題について学生が主体

的に学ぶ教育環境を整備していく。その際、学部の黎明期からの伝統であるフィールド教育や社会と連

携した教育を重視するとともに、法政大学のグローバル化戦略を体現した教育に取り組んでいく。さら

に、一般学生に加え留学生や社会人学生など多様な属性の学生が集う学部のダイバーシティ化と、多層

かつ多様なコミュニティの生成を促すことにより、〈開かれた学部〉づくりを推進していく。 

本学部は、以上のような教育理念・目的に基づく実践を通して、「『持続可能な地球社会の構築』に

貢献する」という法政大学のミッションの実現に向けたフロントランナーの役割を担っていく。 
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貢献する」という法政大学のミッションの実現に向けたフロントランナーの役割を担っていく。 

 

  

1 はじめに 1 はじめに

学部‐(3)



学部‐(4) 

 

教育目標 

人間環境学部人間環境学科は、法政大学の3つのミッションの1つである「激動する21世紀の多様な課

題を解決し、『持続可能な地球社会の構築』に貢献する」役割を、教育面において中心的に担うことが

可能な教育課程の編制により、豊かな人間性と現代人にもとめられる教養を涵養しながら、学際的な専

門性と実践課題に対する政策能力の獲得によって、以下に示すようなＴ字型さらにＵ字型の人材を育成

する。 

 

１．「人間と環境の共存」、「人間と人間の共生」という理念を、持続可能な社会における中心的な価

値規範として理解し、人類の軌跡や現代社会の諸課題についての幅広い知識・思考能力と豊かな感

性をもとにして、持続可能な未来を展望できる教養を有する人材。 

 

２．グローバルかつローカルに、政治・経済・社会・文化・サイエンス（科学及び科学技術）に関わる

諸課題に対して、持続可能性の観点から考察し、適切な解決手段を構想し実行できる政策能力を有

する人材。 

 

３．持続可能な社会の担い手としてのシチズンシップを身につけ、多様な価値観を尊重しながら、社会

に貢献する協働のネットワークの形成に必要なコミュニケーション能力を有する人材。 

 

  

1 はじめに 

学部‐(5) 

カリキュラム・ポリシー 

■初年次教育の仕組み 

初年次教育については、春学期開講の「人間環境学への招待」により、学部教育の全体像を理解し、

人間環境セミナー、フィールドスタディにより、社会から実践的に学ぶ経験を経て、秋学期には基礎演

習によってリテラシー能力を高めながら、自らの専門的な学習の方向性を模索し、2年次からのコース選

択・登録と研究会履修に接続するサイクルを形成する。 

さらに、学部教育と並行して、初年次から4年次まで市ヶ谷基礎（ILAC）科目により、幅広く深い教

養および総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養する。 

 

■教育課程の編制と特色 

持続可能性を包括的に捉えた上で、「人間と環境の共存」、「人間と人間の共生」について専門的に

学習することを目的とする「展開科目」では、社会科学・人文科学・自然科学の科目群を学際的に組み

合わせて、講義科目を体系的に編成する。 

本学部の教育課程の編制は、5つのテーマ領域から成るコース制を中心とする。学生が中心的に学ぶ

コースを自主的に選択し、学際的かつ総合的な教養と専門性を基盤としながら特定のテーマ領域を探究

するカリキュラムにより、Ｔ字型さらにＵ字型の人材を育成することがコース制の目的である。 

 

■学部・学科カリキュラムの構造 

初年次教育を経て、2年次より、5つのコース（サステイナブル経済・経営コース、ローカル・サステ

イナビリティコース、グローバル・サステイナビリティコース、人間文化コース、環境サイエンスコー

ス）から１つのコースを選択・登録し、コースコア科目を履修することで各コースの専門性を深めつつ、

コース共通科目およびコース連環科目により、学際的かつ総合的な教養と専門性を獲得する。 

また、コース制と連動した研究会を設置し、少人数で集中的な学習を積み重ねてゆく。さらに研究会修

了論文とコース修了論文は、卒業に向けて各学生が主体的に研究テーマを探求していく機会とする。 

本学部の特色を反映したフィールドスタディおよび人間環境セミナーは、社会との交流・連携を通し

た最新かつ実践的な知識や、他者に対して共感する力を獲得しながら、自らのキャリア形成のための意

識づけの機会となるキャリア教育科目としても位置づける。 

さらに、グローバル・サステイナビリティコースのコースコア科目、フィールドスタディの海外コー

ス、SA、グローバルオープン科目、英語学位プログラム（SCOPE）との相互乗り入れ科目等の編制により、

グローバルな人材への体系的な教育機会とする。 

 

ディプロマ・ポリシー 

■所定の単位の修得により、以下の水準に達した学生に対して「学士（人間環境学）」を授与する。 

 

１．実践的な語学や情報処理の基礎的な能力、文献購読・文章作成・コミュニケーションの基礎的な能

力を身につけている。 

 

２．持続可能な社会に関する幅広い教養を身につけている。 

 

３．持続可能な社会に関する学際的かつ総合的な専門性を身につけている。 

 

４．持続可能性に関して具体的な課題について考察した上で、適切な判断を導き、それらを文章や対話

を通じて表現することができる。 

 

５．社会の多様な人びとに対して共感する力と、現場（フィールド）から主体的に学ぶ姿勢を身につけ

ている。 

学部‐(4)



学部‐(4) 
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学部‐(5)



 

学部‐(6) 

1.2 学部の窓口取扱い時間ほか                         
 

（1） 学部事務窓口取扱い時間・場所等 

 1)窓口取扱時間 

曜日 授業期間、定期試験期間の取り扱い時間 

月－金曜日 9：00～11：30、12：30～17：00 

土曜日 9：00～12：00 

授業期間、定期試験期間以外についてはその都度、学部掲示板、学部ホームページ等で確認して

ください。最新情報は学部の掲示板になります。 

 2)場所等 

項目 内容 

場所 58年館1階学務部学部事務課内 

電話 03-3264-9327 

E-mail jkankyo@hosei.ac.jp 

学部ホームページアドレス http://www.hosei.ac.jp/ningenkankyo/ 

学部公式twitterアカウント hosei_jinkan 

 

（2） 教授室・研究室・学部資料室・教員掲示板・質問箱の場所 

項目 場所 

教授室＊ 58年館2階と富士見坂校舎1階、富士見ゲート2階の3箇所

教員控室＊ ボアソナード・タワー5階 

研究室＊ ボアソナード・タワー、一口坂校舎 

学部資料室＊ ボアソナード・タワー24階 

教員掲示板 ボアソナード・タワー24階 

質問箱・記入用紙 ボアソナード・タワー24階 

  （注）＊：立ち入りには許可が必要です。 

 
（3） 教員への連絡 

 教員の住所・電話番号等は非公開です。また、事務窓口では教員との連絡依頼は受け付けてい

ません。人間環境学部専任教員のみ、研究室番号、研究室電話番号、皆さんの勉学上の相談を受

けるための「オフィスアワー」の時間帯等を公開していますので、「人間環境学部専任教員紹介」

のページを参照して各自で連絡をとってください。兼任教員については、授業終了後に教室で質

問をしたり、教員から指示がある場合は E-mailなどで連絡してください。 

 

（4） 質問箱 

 人間環境学部では、大学や学部について学生からの質問・要望・意見を受け付けています。カリ

キュラム・時間割・授業・その他本学部での勉強や学生生活にかかわる様々な事柄について、質問

を寄せてください。場所は上記(2)参照。 

質問の受付は基本的に授業期間内とします。回答は、いくつかの質問が集まった段階で、随時掲

示板に掲示します。人間環境学部は、学生の質問に真剣に耳を傾け、よりよい勉学環境を整備して

いきたいと考えています。積極的に利用してください。 

1 はじめに 

学部‐(7) 

1.3 授業に関する通知                             

 

(1)掲示板 

1) 休講情報や試験等、その他種々の通知は、特別な場合を除きすべて掲示板で行います。登下校の

際は必ず掲示板を見るようにしてください。必要に応じて、学部ホームページでも発表します。 

2) 専門科目についての連絡は人間環境学部の掲示板で行います。なお、｢研究会｣、｢フィールドス

タディ｣、「キャリアチャレンジ」、｢インターンシップ」についての掲示は、ボアソナード・タ

ワー24階人間環境学部資料室前の教員ごとあるいは項目ごとに設けてある専用掲示板でも行い

ます。また、一部の専門科目は他学部、SSIが開設しているため、その学部、SSIの掲示板で行わ

れます。 

3) 「ILAC科目」（2017年度以降入学者）／「市ヶ谷基礎科目」（2016年度以前入学者）についての

連絡は「ILAC科目」「市ヶ谷基礎科目」掲示板および保健体育部掲示板で行います。 

4) 教職・資格課程科目についての連絡は、キャリアデザイン学部掲示板および教職・資格課程掲示

板で行います。 

5) 他学部公開科目についての連絡は、授業を開設する学部の掲示板で行います。 

(2)休講 

1) 授業は担当教員の病気や行事等のために休講となることがありますので、掲示板もしくは大学の

ホームページ(情報システム)で確認してください。なお、不可抗力により教員が大学へ連絡でき

ないこともありますので、授業開始時間から30分を経過しても担当教員が出講しない場合は、休

講とします。 

2) 大学のホームページ（情報システム）での休講情報配信は、春学期は5月中旬頃及び秋学期は10

月中旬頃の稼働開始を予定しています。 

3) 交通機関のストライキ、自然災害の際の休校措置については、共通-(33)「Ⅳ緊急時対応」ペー

ジの「3.交通機関のストライキによる休講措置について」「4.台風など自然災害の際の休講措置

について」も参照してください。 

 

(3)情報ポータルサイト・授業支援システム 

1) 授業・時間割の照会や、休講・補講状況照会など授業に関するサービスが利用できます。共通-(24)

「情報ポータルサイトの利用」ページを参照してください。 

2) 授業用資料の印刷やレポート提出等に際して、「授業支援システム」を利用する場合があります。

共通-(30)「授業支援システムの利用」ページを参照してください。 

 

 
 

学部‐(6)
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1 はじめに 
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1.3 授業に関する通知                             

 

(1)掲示板 

1) 休講情報や試験等、その他種々の通知は、特別な場合を除きすべて掲示板で行います。登下校の

際は必ず掲示板を見るようにしてください。必要に応じて、学部ホームページでも発表します。 

2) 専門科目についての連絡は人間環境学部の掲示板で行います。なお、｢研究会｣、｢フィールドス

タディ｣、「キャリアチャレンジ」、｢インターンシップ」についての掲示は、ボアソナード・タ

ワー24階人間環境学部資料室前の教員ごとあるいは項目ごとに設けてある専用掲示板でも行い
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3) 「ILAC科目」（2017年度以降入学者）／「市ヶ谷基礎科目」（2016年度以前入学者）についての

連絡は「ILAC科目」「市ヶ谷基礎科目」掲示板および保健体育部掲示板で行います。 

4) 教職・資格課程科目についての連絡は、キャリアデザイン学部掲示板および教職・資格課程掲示

板で行います。 

5) 他学部公開科目についての連絡は、授業を開設する学部の掲示板で行います。 

(2)休講 

1) 授業は担当教員の病気や行事等のために休講となることがありますので、掲示板もしくは大学の
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月中旬頃の稼働開始を予定しています。 
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(3)情報ポータルサイト・授業支援システム 

1) 授業・時間割の照会や、休講・補講状況照会など授業に関するサービスが利用できます。共通-(24)

「情報ポータルサイトの利用」ページを参照してください。 

2) 授業用資料の印刷やレポート提出等に際して、「授業支援システム」を利用する場合があります。

共通-(30)「授業支援システムの利用」ページを参照してください。 
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日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 *12 3 4 5 6 7 8 9

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 *19 10 11 12 13 14 15 16

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 *26 17 18 19 20 21 22 23

29 30 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 *30

*5/12・19・26（土）5時限目以降補講 *6/30（土）5時限目以降補講

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 *7
サ
1

サ
2

サ
3

サ
4

1

8 9 10 11 12 13 *14
サ
5

サ
6

サ
7

8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

15 16 17 18 19 20
試
21

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13
オ
14

オ
15

試
22

試
23

試
24

試
25

試
26

試
27

試
28

19 20 21 22 23 24 25
オ
16

オ
17

オ
18

オ
19

オ
20

21 22

試
29

試
30

試
31

26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

30

*7/7・14（土）5時限目以降補講 9/15(土）9月卒業学位交付式/秋学期入学式

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 1 2 3 1

7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 *10 2 3 4 5 6 7 8

14 15 16 17 18 19 *20 11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

21 22 23 24 25 26 *27 18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22

28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29

30 31

*10/20・27（土）5時限目以降補講 *11/10（土）5時限目以降補講

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
試
1

試
2

1 2

6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8
ス
9

13 14
補
15

補
16

17 *18 19 10 11 12 13 14 15 16
ス
10

ス
11

ス
12

ス
13

ス
14

ス
15

ス
16

20 21
試
22

試
23

試
24

試
25

試
26

17 18 19 20 21 22 23
ス
17

ス
18

ス
19

ス
20

ス
21

ス
22

23

試
27

試
28

試
29

試
30

試
31

24 25 26 27 28 24 25 26 27 28 29 30

31

授業日

* 授業日（5時限目以降補講）

授業回数 月 火 水 木 土 補講日
春学期 14 14 14 14 14 定期試験日
秋学期 14 14 14 15 14 サマーセッション
（）内は3時限目以降の授業回数 オータムセッション

スプリングセッション
オ
ス

*1/18（金）3時限目以降センター試験準備の
ため休講　　1・2時限目は授業実施

金 補
14 試

15（14） サ

10月 11月 12月

1月 2月 3月

4月 5月 6月

7月 8月 9月

4月下旬 WEB履修登録

5月中旬 履修取消

9月上旬 成績発表

9月下旬 WEB履修登録

10月上旬 履修取消

3月上旬

秋学期成績発表/進級卒業発表

2.1 2018年度予定表

2 学習計画
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2.2 単位制と履修登録 

卒業するためには、4カ年以上（最高8カ年）在学し、科目分野ごとに決められた単位を修得しなけれ

ばなりません。各授業科目の単位数は次の基準で定められています。 

基準 

1単位は、毎週3時間（教室授業時間と自主学習時間の合計）、1セメスターの学習活動が基準です。 

 定められた期間に履修登録を行った科目について、試験・レポートなどで評価を行い、合格すると単

位が付与されます。 

 

2.3 セメスター制 

 人間環境学部では、設立以来セメスター（semester）制（学期制）をとっています。セメスター制と

は、1年を半期（6ヶ月）ずつに分け、半期をひとつの学期として授業を行う方式です。1年は春セメスタ

ー（春学期：4月から9月中旬）と秋セメスター（秋学期：9月中旬から3月）に分けられ、研究会・講義

科目の一部を除き、科目履修（授業と成績評価）はセメスターごとに行われます。 

 

2.4 履修計画 

 人間環境学部の授業科目は、「ILAC科目」（2017年度以降入学者）もしくは「市ヶ谷基礎科目」（2016

年度以前入学者） および「専門科目」からなります。 

 人間環境学士の学位を得るためには、所定の授業科目の単位（卒業所要単位）を修得しなければなり

ません。 

 学位修得に必要な単位数およびその内容に関する規程は、入学年度毎に定められた「3.履修規程」を

それぞれ参照してください。 

 履修登録にあたっては、セメスター・年次別に定められた「履修可能単位数」があり、無制限に単位

修得ができるわけではありません。1年次から4年次の在学期間中に無理なく卒業所要単位を修得できる

よう履修計画を立ててください。 

 また、「専門科目」には「基幹科目」と「政策科目」があります。「基幹科目」は専門分野における

基礎知識を学べる科目であり、科目によっては同じ分野の「政策科目」を履修する前に修得しておくこ

とが望ましい場合があります。履修計画を立てる際は、単位数をそろえるだけでなく、シラバスや、学

部-(105)の「コース制」を読んで、各々がより効果的な順序を考慮することが求められています。 

 

  

2 学習計画 

 

学部‐(11) 

2.5 履修科目の登録 

(1)「履修登録」制度 

 単位を修得するためには、指定の期間内に「履修登録」を行わなければなりません。 

期間内に履修登録しない場合、その科目の受講資格が認められず、留年となるばかりか、新入生は除籍

となることもあります。 

 

(2)履修登録時期 

 履修登録は春学期および秋学期開始時の年2回行います。 

 春学期科目と通年科目は春学期に、秋学期科目は秋学期に履修登録します。通年科目を春学期・秋学

期に分割して履修登録することはできません。また春学期に通年科目の履修登録を忘れた場合、秋学期

に履修登録をすることはできません。通年科目である研究会の履修登録は春学期、研究会修了論文（研究

会A受講者で希望者のみ）・コース修了論文（研究会A受講者以外の希望者のみ）の履修登録は秋学期に行

います。 

また、「フィールドスタディ」「インターンシップ」「キャリアチャレンジ」は、実習を完了した次

のセメスターに履修登録を行います。 

 

(3)履修登録単位制限と重複登録 

 履修登録できる単位数には、セメスター・年次ごとに上限があります。この制限を超えての履修登録

はできません。また、下記のような履修登録はできません。 

 

 ただし、「人間環境セミナー」「研究会」「フィールドスタディ」「インターンシップ」「キャリア

チャレンジ」「SCOPE Seminar」「Field Workshop」は複数回の履修ができます。 

 「人間環境特論」は同一教員かつ同一サブタイトルの科目でなければ、複数回の履修ができます。 

「テーマ別英語」は、担当教員が異なる場合およびテーマが異なる場合のみ重複履修ができます。 

2016年度以降入学者の「研究会」修得上限は20単位です。 

 

(4)留学生の留意点 

 留学ビザ取得の関係上、留学生の方は1～5時限の授業を登録してください。  

履修登録できない重複登録 

・同じ曜日時限に2つ以上の科目を履修登録 

・同一セメスターで同名科目を複数履修登録 

・既に単位修得済の科目を履修登録 

学部‐(10)
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2.2 単位制と履修登録 

卒業するためには、4カ年以上（最高8カ年）在学し、科目分野ごとに決められた単位を修得しなけれ

ばなりません。各授業科目の単位数は次の基準で定められています。 
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1単位は、毎週3時間（教室授業時間と自主学習時間の合計）、1セメスターの学習活動が基準です。 

 定められた期間に履修登録を行った科目について、試験・レポートなどで評価を行い、合格すると単
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 人間環境学部では、設立以来セメスター（semester）制（学期制）をとっています。セメスター制と
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ません。 
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それぞれ参照してください。 

 履修登録にあたっては、セメスター・年次別に定められた「履修可能単位数」があり、無制限に単位

修得ができるわけではありません。1年次から4年次の在学期間中に無理なく卒業所要単位を修得できる

よう履修計画を立ててください。 

 また、「専門科目」には「基幹科目」と「政策科目」があります。「基幹科目」は専門分野における

基礎知識を学べる科目であり、科目によっては同じ分野の「政策科目」を履修する前に修得しておくこ

とが望ましい場合があります。履修計画を立てる際は、単位数をそろえるだけでなく、シラバスや、学

部-(105)の「コース制」を読んで、各々がより効果的な順序を考慮することが求められています。 

 

  

2 学習計画 
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2.5 履修科目の登録 

(1)「履修登録」制度 

 単位を修得するためには、指定の期間内に「履修登録」を行わなければなりません。 
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会A受講者で希望者のみ）・コース修了論文（研究会A受講者以外の希望者のみ）の履修登録は秋学期に行

います。 

また、「フィールドスタディ」「インターンシップ」「キャリアチャレンジ」は、実習を完了した次

のセメスターに履修登録を行います。 

 

(3)履修登録単位制限と重複登録 

 履修登録できる単位数には、セメスター・年次ごとに上限があります。この制限を超えての履修登録

はできません。また、下記のような履修登録はできません。 

 

 ただし、「人間環境セミナー」「研究会」「フィールドスタディ」「インターンシップ」「キャリア

チャレンジ」「SCOPE Seminar」「Field Workshop」は複数回の履修ができます。 

 「人間環境特論」は同一教員かつ同一サブタイトルの科目でなければ、複数回の履修ができます。 

「テーマ別英語」は、担当教員が異なる場合およびテーマが異なる場合のみ重複履修ができます。 

2016年度以降入学者の「研究会」修得上限は20単位です。 

 

(4)留学生の留意点 

 留学ビザ取得の関係上、留学生の方は1～5時限の授業を登録してください。  

履修登録できない重複登録 

・同じ曜日時限に2つ以上の科目を履修登録 

・同一セメスターで同名科目を複数履修登録 

・既に単位修得済の科目を履修登録 
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2.6 クラス指定、抽選等の選抜がある科目 

 履修できるクラスが指定されている科目、また受講者数に定員が設けられている科目、あらかじめ選

抜等を受けて受講の許可を得ることが履修の条件となっている科目があります。受講の許可を受けずに

履修登録した場合は、履修登録は無効となり、単位修得はできません。 
 

(1)クラス指定のある科目 

  以下の科目は受講できるクラスを指定します。自分のクラスの指定された授業を受講してください。 

 クラス指定は時間割表または掲示板でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2)事前の選抜（抽選等）、振り分け等のある科目 

  以下の科目では、授業開始前に選抜（抽選等）、振り分け等を行います。申込の日時・方法等はガ

イダンスまたは掲示板でお知らせします。 

ILAC科目／市ヶ谷基礎科目 専門科目 

５群必修保健体育 

・<2017年度以降入学者> 

「スポーツ総合演習S」（選択科目、集中授業） 

  <2016年度以前入学者> 

「スポーツ総合演習」（選択科目、集中授業） 

 

・「（補講）スポーツ種目」（再履修クラス） 

  

 

リテラシー科目 

・「基礎演習」 

・「情報処理基礎」 

・「ネットワークとマルチメディア」 

・「統計とデータ分析」 

展開科目 

・「研究会」 

・「フィールドスタディ」 

 

(3)初回授業時に選抜等を行う科目 

  以下の科目では、初回授業時に選抜等を行います。受講希望者は必ず掲示板、シラバスを確認し、

初回授業に出席してください。 

ILAC科目／市ヶ谷基礎科目 専門科目 

3群 

・「サイエンス・ラボＡ/Ｂ」 

4群 

・選択外国語 

リテラシー科目 

・「アクティブ語学」 

・「テーマ別英語」 

展開科目 

・「フィールド調査論」 

・「比較演劇論Ⅰ・Ⅱ」 

・「ファシリテーション論」 

・「環境モデル論Ⅱ」          等 

ILAC科目／市ヶ谷基礎科目 専門科目 

４群必修外国語 

・「英語」 

・「諸外国語」 

５群必修保健体育 

・「スポーツ総合演習」（必修科目） 

リテラシー科目 

・「人間環境学への招待」

 

2 学習計画 
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2.7 Web履修登録 

(1)Web履修登録 

1)「Web履修登録」におけるパソコンの操作については「Web履修登録マニュアル」を参照してくださ

い。マニュアルは学部ホームページからダウンロードできます。 

  2)IDに関して不明な点がある場合には市ヶ谷情報センター（BT4F）に問い合わせてください。 

  3)パスワードを忘れた場合は、情報カフェテリア（富士見坂校舎2F）で再発行を受けてください。 

 

(2)期間 

  1)履修登録は所定期間のみ登録可能となっています。 

  2)病気などのやむを得ない理由により期限までに履修登録できないときは、必ず事前に学部窓口に連

絡してください。連絡なく期限に遅れた場合、履修登録は受け付けられません。 

 

(3)科目の登録 

  履修登録期間内であれば、何度でも科目を削除・追加・変更することが可能です。履修登録期間の 

終了後に新たに科目を追加することはできません。  

 

(4)各セメスターで1科目も履修登録しない場合（0科目申請） 

  窓口にて所定の申請を必ず行ってください。 

 

 

2.8 履修登録の確認 

  履修登録科目確認通知書は、原則として配付を行いません。各自Web履修登録の申請完了後に申請画

面からプリントアウトしてください。 

  履修登録期間内にも出力は可能ですので、登録ミスや登録漏れを防ぐためにも、一度入力が終わっ

たら出力して内容を確認しておくことを推奨します。 

 

 

2.9 履修登録の訂正 

  Web履修登録（履修申請）時に「エラー表示」が出た場合は必ず訂正しなければなりません。 

 ただし、｢下限エラー」の場合は、訂正不要の場合もありますので、不明な場合は学部窓口で確認して

ください。 

  履修登録エラーが出ているにもかかわらず訂正を行わずに放置すると、履修登録が正常に完了しません。 

 

 

 

 

 

 

 

2.10 履修登録の取消 

  履修意思がなくなったために登録を取りやめる場合、指定された期間内に限り、取り消しができま

す。学部窓口で手続きをしてください。 

エラーが発生する主な原因 

・履修年次などの履修条件に違反している場合 

・履修単位制限数を超えて登録した場合（各セメスター、年間制限単位数超過） 

・同一科目を同一セメスターで重複登録した場合 

学部‐(12)
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2.6 クラス指定、抽選等の選抜がある科目 

 履修できるクラスが指定されている科目、また受講者数に定員が設けられている科目、あらかじめ選

抜等を受けて受講の許可を得ることが履修の条件となっている科目があります。受講の許可を受けずに

履修登録した場合は、履修登録は無効となり、単位修得はできません。 
 

(1)クラス指定のある科目 

  以下の科目は受講できるクラスを指定します。自分のクラスの指定された授業を受講してください。 

 クラス指定は時間割表または掲示板でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2)事前の選抜（抽選等）、振り分け等のある科目 

  以下の科目では、授業開始前に選抜（抽選等）、振り分け等を行います。申込の日時・方法等はガ

イダンスまたは掲示板でお知らせします。 

ILAC科目／市ヶ谷基礎科目 専門科目 

５群必修保健体育 

・<2017年度以降入学者> 

「スポーツ総合演習S」（選択科目、集中授業） 

  <2016年度以前入学者> 

「スポーツ総合演習」（選択科目、集中授業） 

 

・「（補講）スポーツ種目」（再履修クラス） 

  

 

リテラシー科目 

・「基礎演習」 

・「情報処理基礎」 

・「ネットワークとマルチメディア」 

・「統計とデータ分析」 

展開科目 

・「研究会」 

・「フィールドスタディ」 

 

(3)初回授業時に選抜等を行う科目 

  以下の科目では、初回授業時に選抜等を行います。受講希望者は必ず掲示板、シラバスを確認し、

初回授業に出席してください。 

ILAC科目／市ヶ谷基礎科目 専門科目 

3群 

・「サイエンス・ラボＡ/Ｂ」 

4群 

・選択外国語 

リテラシー科目 

・「アクティブ語学」 

・「テーマ別英語」 

展開科目 

・「フィールド調査論」 

・「比較演劇論Ⅰ・Ⅱ」 

・「ファシリテーション論」 

・「環境モデル論Ⅱ」          等 

ILAC科目／市ヶ谷基礎科目 専門科目 

４群必修外国語 

・「英語」 

・「諸外国語」 

５群必修保健体育 

・「スポーツ総合演習」（必修科目） 

リテラシー科目 

・「人間環境学への招待」

 

2 学習計画 
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2.7 Web履修登録 

(1)Web履修登録 

1)「Web履修登録」におけるパソコンの操作については「Web履修登録マニュアル」を参照してくださ

い。マニュアルは学部ホームページからダウンロードできます。 

  2)IDに関して不明な点がある場合には市ヶ谷情報センター（BT4F）に問い合わせてください。 

  3)パスワードを忘れた場合は、情報カフェテリア（富士見坂校舎2F）で再発行を受けてください。 

 

(2)期間 

  1)履修登録は所定期間のみ登録可能となっています。 

  2)病気などのやむを得ない理由により期限までに履修登録できないときは、必ず事前に学部窓口に連

絡してください。連絡なく期限に遅れた場合、履修登録は受け付けられません。 

 

(3)科目の登録 

  履修登録期間内であれば、何度でも科目を削除・追加・変更することが可能です。履修登録期間の 

終了後に新たに科目を追加することはできません。  

 

(4)各セメスターで1科目も履修登録しない場合（0科目申請） 

  窓口にて所定の申請を必ず行ってください。 

 

 

2.8 履修登録の確認 

  履修登録科目確認通知書は、原則として配付を行いません。各自Web履修登録の申請完了後に申請画

面からプリントアウトしてください。 

  履修登録期間内にも出力は可能ですので、登録ミスや登録漏れを防ぐためにも、一度入力が終わっ

たら出力して内容を確認しておくことを推奨します。 

 

 

2.9 履修登録の訂正 

  Web履修登録（履修申請）時に「エラー表示」が出た場合は必ず訂正しなければなりません。 

 ただし、｢下限エラー」の場合は、訂正不要の場合もありますので、不明な場合は学部窓口で確認して

ください。 

  履修登録エラーが出ているにもかかわらず訂正を行わずに放置すると、履修登録が正常に完了しません。 

 

 

 

 

 

 

 

2.10 履修登録の取消 

  履修意思がなくなったために登録を取りやめる場合、指定された期間内に限り、取り消しができま

す。学部窓口で手続きをしてください。 

エラーが発生する主な原因 

・履修年次などの履修条件に違反している場合 

・履修単位制限数を超えて登録した場合（各セメスター、年間制限単位数超過） 

・同一科目を同一セメスターで重複登録した場合 
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 2017 年度以降入学者用  

（学生証番号の先頭 2桁が「17｣「18」の学生用） 

 
 
 
 
 
 

人間環境学部    

2017 年度以降入学者 
 

履修規程    
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 

 

 

 

 
  



 

 2017 年度以降入学者用  

（学生証番号の先頭 2桁が「17｣「18」の学生用） 

 
 
 
 
 
 

人間環境学部    

2017 年度以降入学者 
 

履修規程    
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 

 

 

 

 
  

3 履修規程
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3.1 2017年度以降入学者の履修規程 

 3.1.1 卒業所要単位 

 

2017年度以降入学者用カリキュラム（一般学生用） 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオー

プン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当します。 

 

 

区分・系列 単位要件 

Ｉ 

Ｌ 

Ａ 

Ｃ
（
ア
イ
ラ
ッ
ク
）
科 

目 

 

１
０
０
番
台 

 

基
盤
科
目 

0 群 選択 

22 
単位
以上

40 
単位
以上

1群 選択必修 4 単位以上 

14 
単位 
以上 

2 群 選択必修 4 単位以上 
3 群 選択必修 4 単位以上 

5 群 
必修 

2 単位 
（スポーツ総合演習） 

選択 修得上限 2単位 

外
国
語 

科
目 4 群 

英語 必修 4 単位 
8 

単位 
諸外国語 必修 4 単位 

２
０
０
番
台 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ 

科
目 

0 群 選択 

6 
単位 
以上 8 

単位
以上

1群 選択必修 2 単位以上 

2 群 選択必修 2 単位以上 

3 群 選択必修 2 単位以上 

4 群 選択 

5 群 選択 

外
国
語

科
目 4 群 

諸外国語 必修 2 単位 2 
単位 
以上 

英語 
諸外国語共通 

選択 

専
 
門
 
科
 
目 

リ
テ
ラ
シ
ー 

科
目 

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 
単位
以上

90 
単位
以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 
情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 
テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 

コース共通科目から 
10 単位以上かつ， 
コースコア科目から 
20 単位以上 学部-(109)

基幹・政策科目ごとおよ  
び科目群ごとの履修制限
はありません 

84 
単位
以上

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「人間環境セミナー」 

選択必修 6単位以上 

修得上限なし 

「フィールドスタディ」 修得上限 8単位 

「キャリアチャレンジ」 修得上限 6単位 

「研究会」 選択(修得上限 20 単位) 

「卒業論文」 
「研究会修了論文」 

選択(修得上限 2単位) 
「コース修了論文」 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE 科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

3 履修規程 
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3.1.2 カリキュラム構成図 

ILAC科目(40単位以上) 

0群 

 

1群 2群 

 

3群 4群 

 

5群 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究LA・LB 

［基盤］ 
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 
 

［基盤］ 
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 

［基盤］
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
 

［選択］
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) スポーツ総合演習 

スポーツ総合演習S
健康の科学LA/LB 

 

●リテラシー科目(6 単位以上) 
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞ 
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

 
●展開科目(コース共通科目から10単位以上かつコースコア科目から20単以上を含む84単位以上)  

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学 

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ 地球環境政
治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障 

      

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ、簿記入門Ⅱ 

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ 

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション 

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 開発教育 文化経営論 
アーティストと社会貢献 国際社会学 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
ー 

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
ド 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 日本環境史論Ⅰ  
ヨーロッパ環境史論Ⅰ 比較演劇論Ⅰ 環境表象論Ⅰ 環境人類学Ⅰ 
現代思想と人間Ⅰ 

 政策科目 環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅱ 比較演劇論Ⅱ
環境表象論Ⅱ  環境人類学Ⅱ 環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ 

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ 
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

選
択
必
修
6
単
位
以
上 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ 

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論
キャリア入門 グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ  

2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 
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3.1 2017年度以降入学者の履修規程 

 3.1.1 卒業所要単位 

 

2017年度以降入学者用カリキュラム（一般学生用） 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオー

プン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当します。 

 

 

区分・系列 単位要件 

Ｉ 

Ｌ 

Ａ 

Ｃ
（
ア
イ
ラ
ッ
ク
）
科 

目 

 

１
０
０
番
台 

 

基
盤
科
目 

0 群 選択 

22 
単位
以上

40 
単位
以上

1群 選択必修 4 単位以上 

14 
単位 
以上 

2 群 選択必修 4 単位以上 
3 群 選択必修 4 単位以上 

5 群 
必修 

2 単位 
（スポーツ総合演習） 

選択 修得上限 2単位 

外
国
語 

科
目 4 群 

英語 必修 4 単位 
8 

単位 
諸外国語 必修 4 単位 

２
０
０
番
台 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ 

科
目 

0 群 選択 

6 
単位 
以上 8 

単位
以上

1群 選択必修 2 単位以上 

2 群 選択必修 2 単位以上 

3 群 選択必修 2 単位以上 

4 群 選択 

5 群 選択 

外
国
語

科
目 4 群 

諸外国語 必修 2 単位 2 
単位 
以上 

英語 
諸外国語共通 

選択 

専
 
門
 
科
 
目 

リ
テ
ラ
シ
ー 

科
目 

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 
単位
以上

90 
単位
以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 
情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 
テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 

コース共通科目から 
10 単位以上かつ， 
コースコア科目から 
20 単位以上 学部-(109)

基幹・政策科目ごとおよ  
び科目群ごとの履修制限
はありません 

84 
単位
以上

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「人間環境セミナー」 

選択必修 6単位以上 

修得上限なし 

「フィールドスタディ」 修得上限 8単位 

「キャリアチャレンジ」 修得上限 6単位 

「研究会」 選択(修得上限 20 単位) 

「卒業論文」 
「研究会修了論文」 

選択(修得上限 2単位) 
「コース修了論文」 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE 科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

3 履修規程 

 

学部‐(21) 
 

3.1.2 カリキュラム構成図 

ILAC科目(40単位以上) 

0群 

 

1群 2群 

 

3群 4群 

 

5群 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究LA・LB 

［基盤］ 
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 
 

［基盤］ 
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 

［基盤］
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
 

［選択］
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) スポーツ総合演習 

スポーツ総合演習S
健康の科学LA/LB 

 

●リテラシー科目(6 単位以上) 
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞ 
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

 
●展開科目(コース共通科目から10単位以上かつコースコア科目から20単以上を含む84単位以上)  

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学 

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ 地球環境政
治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障 

      

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ、簿記入門Ⅱ 

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ 

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション 

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 開発教育 文化経営論 
アーティストと社会貢献 国際社会学 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
ー 

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
ド 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 日本環境史論Ⅰ  
ヨーロッパ環境史論Ⅰ 比較演劇論Ⅰ 環境表象論Ⅰ 環境人類学Ⅰ 
現代思想と人間Ⅰ 

 政策科目 環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅱ 比較演劇論Ⅱ
環境表象論Ⅱ  環境人類学Ⅱ 環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ 

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ 
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

選
択
必
修
6
単
位
以
上 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ 

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論
キャリア入門 グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ  

2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

  

２
０
１
７
年
度
以
降
入
学
者
用

学部‐(17)



3.1.3 卒業所要単位 

 

2017年度以降入学者用カリキュラム（留学生用） 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。 

  

区分・系列 単位要件 

Ｉ 

Ｌ 

Ａ 

Ｃ
（
ア
イ
ラ
ッ
ク
）
科 

目 

 

１
０
０
番
台 

 

基
盤
科
目 

0 群 選択 

20 
単位
以上

40 
単位
以上

1群 選択必修 4 単位以上 

14 
単位 
以上 

2 群 選択必修 4 単位以上 
3 群 選択必修 4 単位以上 

5 群 
必修 

2 単位 
（スポーツ総合演習） 

選択 修得上限 2単位 

外
国
語 

科
目 4 群 

日本語 必修 4 単位 
6 

単位 英語または 
諸外国語 

必修 2 単位 

２
０
０
番
台 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ 

科
目 

0 群 選択 

6 
単位 
以上 10 

単位
以上

1群 選択必修 2 単位以上 

2 群 選択必修 2 単位以上 

3 群 選択必修 2 単位以上 

4 群 選択 

5 群 選択 

外
国
語

科
目 4 群 

日本語 必修 4 単位 4 
単位 
以上 

英語 
諸外国語共通 

選択 

専 

門 
科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー 

科
目 

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 
単位
以上

90 
単位
以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 
情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 
テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 

コース共通科目から 
10 単位以上かつ， 
コースコア科目から 
20 単位以上 学部-(109)

基幹・政策科目ごとおよ 
び科目群ごとの履修制限 
はありません 

84 
単位
以上

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「人間環境セミナー」 

選択必修 6単位以上 

修得上限なし 

「フィールドスタディ」 修得上限 8単位 

「キャリアチャレンジ」 修得上限 6単位 

「研究会」 選択(修得上限 20 単位) 

「卒業論文」 
「研究会修了論文」 

選択(修得上限 2単位) 
「コース修了論文」 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE 科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

3 履修規程 

 

学部‐(23) 
 

3.1.4 カリキュラム構成図 

ILAC科目(40単位以上) 

0群 

 

1群 2群 

 

3群 4群 

 

5群 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究LA・LB 

［基盤］ 
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 
 

［基盤］ 
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 

［基盤］
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
日本語  

［選択］
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) スポーツ総合演習 

スポーツ総合演習S
健康の科学LA/LB 

 

●リテラシー科目(6 単位以上) 
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞ 
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

 
●展開科目(コース共通科目から10単位以上かつコースコア科目から20単以上を含む84単位以上)  

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学 

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ  
地球環境政治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障 

      

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ、簿記入門Ⅱ 

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ 

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション 

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 開発教育 文化経営論 
アーティストと社会貢献 国際社会学 

研
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会
修
了
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科
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
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自 

由 
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目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 日本環境史論Ⅰ  
ヨーロッパ環境史論Ⅰ 比較演劇論Ⅰ 環境表象論Ⅰ 環境人類学Ⅰ 
現代思想と人間Ⅰ 

 政策科目 環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅱ 比較演劇論Ⅱ
環境表象論Ⅱ  環境人類学Ⅱ 環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ 

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ 
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

選
択
必
修
6
単
位
以
上 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ 

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論
キャリア入門 グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ  

2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

  

学部‐(18)



3.1.3 卒業所要単位 

 

2017年度以降入学者用カリキュラム（留学生用） 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。 

  

区分・系列 単位要件 

Ｉ 

Ｌ 

Ａ 

Ｃ
（
ア
イ
ラ
ッ
ク
）
科 

目 

 

１
０
０
番
台 

 

基
盤
科
目 

0 群 選択 

20 
単位
以上

40 
単位
以上

1群 選択必修 4 単位以上 

14 
単位 
以上 

2 群 選択必修 4 単位以上 
3 群 選択必修 4 単位以上 

5 群 
必修 

2 単位 
（スポーツ総合演習） 

選択 修得上限 2単位 

外
国
語 

科
目 4 群 

日本語 必修 4 単位 
6 

単位 英語または 
諸外国語 

必修 2 単位 

２
０
０
番
台 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ 

科
目 

0 群 選択 

6 
単位 
以上 10 

単位
以上

1群 選択必修 2 単位以上 

2 群 選択必修 2 単位以上 

3 群 選択必修 2 単位以上 

4 群 選択 

5 群 選択 

外
国
語

科
目 4 群 

日本語 必修 4 単位 4 
単位 
以上 

英語 
諸外国語共通 

選択 

専 

門 

科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー 

科
目 

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 
単位
以上

90 
単位
以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 
情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 
テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 

コース共通科目から 
10 単位以上かつ， 
コースコア科目から 
20 単位以上 学部-(109)

基幹・政策科目ごとおよ 
び科目群ごとの履修制限 
はありません 

84 
単位
以上

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「人間環境セミナー」 

選択必修 6単位以上 

修得上限なし 

「フィールドスタディ」 修得上限 8単位 

「キャリアチャレンジ」 修得上限 6単位 

「研究会」 選択(修得上限 20 単位) 

「卒業論文」 
「研究会修了論文」 

選択(修得上限 2単位) 
「コース修了論文」 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE 科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

3 履修規程 

 

学部‐(23) 
 

3.1.4 カリキュラム構成図 

ILAC科目(40単位以上) 

0群 

 

1群 2群 

 

3群 4群 

 

5群 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究LA・LB 

［基盤］ 
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 
 

［基盤］ 
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 

［基盤］
［リベラル］ 
 
学部-(56)科目 
一覧表参照 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
日本語  

［選択］
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) スポーツ総合演習 

スポーツ総合演習S
健康の科学LA/LB 

 

●リテラシー科目(6 単位以上) 
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞ 
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

 
●展開科目(コース共通科目から10単位以上かつコースコア科目から20単以上を含む84単位以上)  

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学 

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ  
地球環境政治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障 

      

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ、簿記入門Ⅱ 

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ 

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション 

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 開発教育 文化経営論 
アーティストと社会貢献 国際社会学 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
ー 

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
ド 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 日本環境史論Ⅰ  
ヨーロッパ環境史論Ⅰ 比較演劇論Ⅰ 環境表象論Ⅰ 環境人類学Ⅰ 
現代思想と人間Ⅰ 

 政策科目 環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅱ 比較演劇論Ⅱ
環境表象論Ⅱ  環境人類学Ⅱ 環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ 

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ 
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

選
択
必
修
6
単
位
以
上 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ 

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論
キャリア入門 グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ  

2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

  

２
０
１
７
年
度
以
降
入
学
者
用

学部‐(19)



3.1.5 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

 進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に４単位以上を修得しなければならない。 

ただし，人間環境学への招待及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならない。 

（１）市ケ谷基礎科目※のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８１単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

※2017 年度以降入学者は、「ＩＬＡＣ科目」として履修します。 

 

 

  

3 履修規程 

 

学部‐(25) 
 

3.1.6 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターおよび年間での履修登録単位数に上限を設けています。各自、(3)履修

登録上限単位数計算式により計算してください。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登録

単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式（2012年度以降入学生適応） 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝49単位-春学期履修登録単位数（★）※上限30単位 

   

 

 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

ＩＬＡＣ科目 

＋ 

専門科目 

当該セメスター 

履修登録上限単位数 
30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 30 49-★

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

年間 

履修登録可能単位数 
49 49 49 49 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                ★：春学期履修登録単位数 

 

 

学部‐(20)



3.1.5 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

 進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に４単位以上を修得しなければならない。 

ただし，人間環境学への招待及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならない。 

（１）市ケ谷基礎科目※のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８１単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

※2017 年度以降入学者は、「ＩＬＡＣ科目」として履修します。 

 

 

  

3 履修規程 

 

学部‐(25) 
 

3.1.6 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターおよび年間での履修登録単位数に上限を設けています。各自、(3)履修

登録上限単位数計算式により計算してください。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登録

単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式（2012年度以降入学生適応） 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝49単位-春学期履修登録単位数（★）※上限30単位 

   

 

 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

ＩＬＡＣ科目 

＋ 

専門科目 

当該セメスター 

履修登録上限単位数 
30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 30 49-★

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

年間 

履修登録可能単位数 
49 49 49 49 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                ★：春学期履修登録単位数 
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 2016 年度入学者用  
（学生証番号の先頭 2桁が「16｣の学生用） 
 
 
 
 
 
 

人間環境学部     

2016 年度入学者    
 

履修規程    
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 
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（学生証番号の先頭 2桁が「16｣の学生用） 
 
 
 
 
 
 

人間環境学部     

2016 年度入学者    
 

履修規程    
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 
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学部‐(28) 

3.2 2016年度入学者の履修規程 

 

 3.2.1 卒業所要単位 
 

2016年度入学者用カリキュラム 

区分・系列 単位要件 

市
ヶ
谷
基
礎
科
目 

0 群(導入) 選択 

40単位以上

1 群(人文科学) 選択必修 4 単位以上 
選択必修 

24 単位以上
2 群(社会科学) 選択必修 4 単位以上 

3 群(自然科学) 選択必修 4 単位以上 

4 群(外国語) 
必修 10 単位以上 

必修以外(修得上限なし) 

5 群(保健体育) 
必修 2 単位以上 

選択(修得上限 2 単位) 

専 

門 

科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 単位以上 

90単位以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 

情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 

テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 
コース共通科目から

10 単位以上かつ，

コースコア科目から

20 単位以上 

学部-(109) 

基幹・政策科目

ごとおよび科目

群ごとの履修制

限はありません 

84 単位以上

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「人間環境セミナー」 
選択必修 

6 単位以上 

修得上限なし 

「フィールドスタディ」 修得上限 8 単位 

「キャリアチャレンジ」 修得上限 6 単位 

「研究会」 選択(修得上限 20 単位) 

「卒業論文」 
「研究会修了論文」 

選択(修得上限 2 単位) 
「コース修了論文」 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4 単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。 

 

  

3 履修規程 

学部‐(29) 

3.2.2 カリキュラム構成図 

市ヶ谷基礎科目(40単位以上) 
 (※1、2、3群合計24単位以上)

0群 

 

1群(4単位以上)

 

2群(4単位以上) 3群(4単位以上) 4群(必修外国語10単位) 

 

5群(必修2単位) 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究A・B 

文学Ⅰ・Ⅱ 
哲学Ⅰ・Ⅱ 
倫理学Ⅰ・Ⅱ 
論理学Ⅰ・Ⅱ 
東洋史Ⅰ・Ⅱ 
西洋史Ⅰ・Ⅱ 
日本史Ⅰ・Ⅱ 
宗教論Ⅰ・Ⅱ 
文章論Ⅰ・Ⅱ 
芸術Ⅰ・Ⅱ 

法学Ⅰ・Ⅱ 
法学(日本国憲法)
経済学Ⅰ・Ⅱ 
心理学Ⅰ・Ⅱ 
地理学Ⅰ・Ⅱ 
政治学Ⅰ・Ⅱ 
社会学Ⅰ・Ⅱ 
文化人類学Ⅰ・Ⅱ
社会思想Ⅰ・Ⅱ 

教養数学A・B
基礎数学Ⅰ・Ⅱ 
発展数学Ⅰ・Ⅱ 
原子から宇宙まで 

Ⅰ・Ⅱ
生命科学Ⅰ・Ⅱ 
物質と環境Ⅰ・Ⅱ 
サイエンス・ラボ 

A・B
天文学Ⅰ・Ⅱ 
科学史Ⅰ・Ⅱ 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
日本語 (留学生のみ)

［選択］ 
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) 

スポーツ総合演習
(必修、選択) 

 

●リテラシー科目(6 単位以上)
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

●展開科目(コース共通科目から10単位以上かつコースコア科目から20単以上を含む84単位以上)  

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎 民事
法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学 地方自
治論 国際関係論 平和学  

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ 地球環境政
治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障  

      

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ、簿記入門Ⅱ  

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ  

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション  

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 開発教育 文化経営論 
アーティストと社会貢献 国際社会学 

 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
ー 

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
ド 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 日本環境史論Ⅰ  
ヨーロッパ環境史論Ⅰ 比較演劇論Ⅰ 環境表象論Ⅰ 環境人類学Ⅰ 
現代思想と人間Ⅰ  

 政策科目 環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅱ 比較演劇論Ⅱ
環境表象論Ⅱ  環境人類学Ⅱ 環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ 

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ  
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

 

選
択
必
修
6
単
位
以
上 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ  

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論 
キャリア入門 グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ 

 

2018 年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

学部‐(24)



学部‐(28) 

3.2 2016年度入学者の履修規程 

 

 3.2.1 卒業所要単位 
 

2016年度入学者用カリキュラム 

区分・系列 単位要件 

市
ヶ
谷
基
礎
科
目 

0 群(導入) 選択 

40単位以上

1 群(人文科学) 選択必修 4 単位以上 
選択必修 

24 単位以上
2 群(社会科学) 選択必修 4 単位以上 

3 群(自然科学) 選択必修 4 単位以上 

4 群(外国語) 
必修 10 単位以上 

必修以外(修得上限なし) 

5 群(保健体育) 
必修 2 単位以上 

選択(修得上限 2 単位) 

専 

門 

科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 単位以上 

90単位以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 

情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 

テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 
コース共通科目から

10 単位以上かつ，

コースコア科目から

20 単位以上 

学部-(109) 

基幹・政策科目

ごとおよび科目

群ごとの履修制

限はありません 

84 単位以上

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「人間環境セミナー」 
選択必修 

6 単位以上 

修得上限なし 

「フィールドスタディ」 修得上限 8 単位 

「キャリアチャレンジ」 修得上限 6 単位 

「研究会」 選択(修得上限 20 単位) 

「卒業論文」 
「研究会修了論文」 

選択(修得上限 2 単位) 
「コース修了論文」 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4 単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。 

 

  

3 履修規程 

学部‐(29) 

3.2.2 カリキュラム構成図 

市ヶ谷基礎科目(40単位以上) 
 (※1、2、3群合計24単位以上)

0群 

 

1群(4単位以上)

 

2群(4単位以上) 3群(4単位以上) 4群(必修外国語10単位) 

 

5群(必修2単位) 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究A・B 

文学Ⅰ・Ⅱ 
哲学Ⅰ・Ⅱ 
倫理学Ⅰ・Ⅱ 
論理学Ⅰ・Ⅱ 
東洋史Ⅰ・Ⅱ 
西洋史Ⅰ・Ⅱ 
日本史Ⅰ・Ⅱ 
宗教論Ⅰ・Ⅱ 
文章論Ⅰ・Ⅱ 
芸術Ⅰ・Ⅱ 

法学Ⅰ・Ⅱ 
法学(日本国憲法)
経済学Ⅰ・Ⅱ 
心理学Ⅰ・Ⅱ 
地理学Ⅰ・Ⅱ 
政治学Ⅰ・Ⅱ 
社会学Ⅰ・Ⅱ 
文化人類学Ⅰ・Ⅱ
社会思想Ⅰ・Ⅱ 

教養数学A・B
基礎数学Ⅰ・Ⅱ 
発展数学Ⅰ・Ⅱ 
原子から宇宙まで 

Ⅰ・Ⅱ
生命科学Ⅰ・Ⅱ 
物質と環境Ⅰ・Ⅱ 
サイエンス・ラボ 

A・B
天文学Ⅰ・Ⅱ 
科学史Ⅰ・Ⅱ 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
日本語 (留学生のみ)

［選択］ 
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) 

スポーツ総合演習
(必修、選択) 

 

●リテラシー科目(6 単位以上)
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

●展開科目(コース共通科目から10単位以上かつコースコア科目から20単以上を含む84単位以上)  

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎 民事
法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学 地方自
治論 国際関係論 平和学  

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ 地球環境政
治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障  

      

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ、簿記入門Ⅱ  

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ  

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション  

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 開発教育 文化経営論 
アーティストと社会貢献 国際社会学 

 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
ー 

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
ド 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 日本環境史論Ⅰ  
ヨーロッパ環境史論Ⅰ 比較演劇論Ⅰ 環境表象論Ⅰ 環境人類学Ⅰ 
現代思想と人間Ⅰ  

 政策科目 環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅱ 比較演劇論Ⅱ
環境表象論Ⅱ  環境人類学Ⅱ 環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ 

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ  
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

 

選
択
必
修
6
単
位
以
上 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ  

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論 
キャリア入門 グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ 

 

2018 年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

２
０
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学部‐(25)



学部‐(30) 

3.2.3 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

 進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に４単位以上を修得しなければならない。 

ただし，人間環境学への招待及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならな

い。 

（１）市ケ谷基礎科目のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８１単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

 

 

  

3 履修規程 

学部‐(31) 

3.2.4 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターおよび年間での履修登録単位数に上限を設けています。 

各自、(3)履修登録上限単位数計算式により計算してください。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登

録単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式（2012年度以降入学生適応） 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝49単位-春学期履修登録単位数（★）※上限30単位 

   

 

 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

基礎科目 

＋ 

専門科目 

当該セメスター 

履修登録上限単位数 
30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

年間 

履修登録可能単位数 
49 49 49 49 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                ★：春学期履修登録単位数 

 

学部‐(26)



学部‐(30) 

3.2.3 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

 進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に４単位以上を修得しなければならない。 

ただし，人間環境学への招待及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならな

い。 

（１）市ケ谷基礎科目のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８１単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

 

 

  

3 履修規程 

学部‐(31) 

3.2.4 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターおよび年間での履修登録単位数に上限を設けています。 

各自、(3)履修登録上限単位数計算式により計算してください。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登

録単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式（2012年度以降入学生適応） 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝49単位-春学期履修登録単位数（★）※上限30単位 

   

 

 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

基礎科目 

＋ 

専門科目 

当該セメスター 

履修登録上限単位数 
30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

年間 

履修登録可能単位数 
49 49 49 49 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                ★：春学期履修登録単位数 
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学部‐(27)



 

学部‐(33) 

 2014・2015 年度入学者用  
（学生証番号の先頭 2桁が「14｣「15」の学生用） 
 
 
 
 
 
 

人間環境学部 

2014・2015 年度入学者 
 

履修規程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 

 

 

 

 

 
 
  



 

学部‐(33) 

 2014・2015 年度入学者用  
（学生証番号の先頭 2桁が「14｣「15」の学生用） 
 
 
 
 
 
 

人間環境学部 

2014・2015 年度入学者 
 

履修規程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 

 

 

 

 

 
 
  

学部‐(29)



学部‐(34) 

3.3 2014・2015年度入学者の履修規程 

 

 3.3.1 卒業所要単位 
 

2014・2015年度入学者用カリキュラム 

区分・系列 単位要件 

市
ヶ
谷
基
礎
科
目 

0 群(導入) 選択 

40 単位以上

1 群(人文科学) 選択必修 4 単位以上 
選択必修 

24 単位以上 
2 群(社会科学) 選択必修 4 単位以上 

3 群(自然科学) 選択必修 4 単位以上 

4 群(外国語) 
必修 10 単位以上 

必修以外(修得上限なし) 

5 群(保健体育) 
必修 2 単位以上 

選択(修得上限 2 単位) 

専 

門 

科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 単位以上 

90 単位以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 

情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 

テーマ別英語 

展

開

科

目 

法律・政治関連科目群 

選択 

(基幹・政策科目ごとおよび 

科目群ごとの修得制限なし) 

 

84 単位以上 

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「人間環境セミナー」 
選択必修 

6 単位以上 

修得上限なし 

「フィールドスタディ」 修得上限 8 単位 

「キャリアチャレンジ」 修得上限 6 単位 

「研究会」 選択(修得上限なし) 

「研究会修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「コース修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4 単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。 

 

 

  

3 履修規程 

学部‐(35) 

3.3.2 カリキュラム構成図 

市ヶ谷基礎科目(40単位以上) 
 (※1、2、3群合計24単位以上)

0群 

 

1群(4単位以上)

 

2群(4単位以上) 3群(4単位以上) 4群(必修外国語10単位) 

 

5群(必修2単位) 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究A・B 

文学Ⅰ・Ⅱ 
哲学Ⅰ・Ⅱ 
倫理学Ⅰ・Ⅱ 
論理学Ⅰ・Ⅱ 
東洋史Ⅰ・Ⅱ 
西洋史Ⅰ・Ⅱ 
日本史Ⅰ・Ⅱ 
宗教論Ⅰ・Ⅱ 
文章論Ⅰ・Ⅱ 
芸術Ⅰ・Ⅱ 

法学Ⅰ・Ⅱ 
法学(日本国憲法)
経済学Ⅰ・Ⅱ 
心理学Ⅰ・Ⅱ 
地理学Ⅰ・Ⅱ 
政治学Ⅰ・Ⅱ 
社会学Ⅰ・Ⅱ 
文化人類学Ⅰ・Ⅱ
社会思想Ⅰ・Ⅱ 

教養数学A・B
基礎数学Ⅰ・Ⅱ 
発展数学Ⅰ・Ⅱ 
原子から宇宙まで 

Ⅰ・Ⅱ
生命科学Ⅰ・Ⅱ 
物質と環境Ⅰ・Ⅱ 
サイエンス・ラボA・
B 
天文学Ⅰ・Ⅱ 
科学史Ⅰ・Ⅱ 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
日本語 (留学生のみ)

［選択］ 
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) 

スポーツ総合演習
(必修、選択) 

 

●リテラシー科目(6 単位以上)
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

●展開科目(84単位以上) 

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学  

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ 地球環境政
治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障  

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ・Ⅱ  

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ  

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション  

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 文化経営論 開発教育  
アーティストと社会貢献 国際社会学 

 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
― 

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
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Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 比較演劇論Ⅰ 
比較演劇論Ⅱ 環境人類学Ⅰ 現代思想と人間Ⅰ  

 政策科目 
環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅰ 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅰ
ヨーロッパ環境史論Ⅱ 環境表象論Ⅰ 環境表象論Ⅱ 環境人類学Ⅱ  
環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ  

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ  
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

 

選
択
必
修
６
単
位
以
上 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ  

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論 
キャリア入門 スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ 

 

 
2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

学部‐(30)



学部‐(34) 

3.3 2014・2015年度入学者の履修規程 

 

 3.3.1 卒業所要単位 
 

2014・2015年度入学者用カリキュラム 

区分・系列 単位要件 

市
ヶ
谷
基
礎
科
目 

0 群(導入) 選択 

40 単位以上

1 群(人文科学) 選択必修 4 単位以上 
選択必修 

24 単位以上 
2 群(社会科学) 選択必修 4 単位以上 

3 群(自然科学) 選択必修 4 単位以上 

4 群(外国語) 
必修 10 単位以上 

必修以外(修得上限なし) 

5 群(保健体育) 
必修 2 単位以上 

選択(修得上限 2 単位) 

専 

門 

科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 単位以上 

90 単位以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 

情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 

テーマ別英語 

展

開

科

目 

法律・政治関連科目群 

選択 

(基幹・政策科目ごとおよび 

科目群ごとの修得制限なし) 

 

84 単位以上 

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「人間環境セミナー」 
選択必修 

6 単位以上 

修得上限なし 

「フィールドスタディ」 修得上限 8 単位 

「キャリアチャレンジ」 修得上限 6 単位 

「研究会」 選択(修得上限なし) 

「研究会修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「コース修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4 単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。 

 

 

  

3 履修規程 

学部‐(35) 

3.3.2 カリキュラム構成図 

市ヶ谷基礎科目(40単位以上) 
 (※1、2、3群合計24単位以上)

0群 

 

1群(4単位以上)

 

2群(4単位以上) 3群(4単位以上) 4群(必修外国語10単位) 

 

5群(必修2単位) 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究A・B 

文学Ⅰ・Ⅱ 
哲学Ⅰ・Ⅱ 
倫理学Ⅰ・Ⅱ 
論理学Ⅰ・Ⅱ 
東洋史Ⅰ・Ⅱ 
西洋史Ⅰ・Ⅱ 
日本史Ⅰ・Ⅱ 
宗教論Ⅰ・Ⅱ 
文章論Ⅰ・Ⅱ 
芸術Ⅰ・Ⅱ 

法学Ⅰ・Ⅱ 
法学(日本国憲法)
経済学Ⅰ・Ⅱ 
心理学Ⅰ・Ⅱ 
地理学Ⅰ・Ⅱ 
政治学Ⅰ・Ⅱ 
社会学Ⅰ・Ⅱ 
文化人類学Ⅰ・Ⅱ
社会思想Ⅰ・Ⅱ 

教養数学A・B
基礎数学Ⅰ・Ⅱ 
発展数学Ⅰ・Ⅱ 
原子から宇宙まで 

Ⅰ・Ⅱ
生命科学Ⅰ・Ⅱ 
物質と環境Ⅰ・Ⅱ 
サイエンス・ラボA・
B 
天文学Ⅰ・Ⅱ 
科学史Ⅰ・Ⅱ 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
日本語 (留学生のみ)

［選択］ 
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) 

スポーツ総合演習
(必修、選択) 

 

●リテラシー科目(6 単位以上)
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

●展開科目(84単位以上) 

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学  

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ 地球環境政
治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障  

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ・Ⅱ  

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ  

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション  

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 文化経営論 開発教育  
アーティストと社会貢献 国際社会学 

 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
― 

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
ド 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 比較演劇論Ⅰ 
比較演劇論Ⅱ 環境人類学Ⅰ 現代思想と人間Ⅰ  

 政策科目 
環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅰ 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅰ
ヨーロッパ環境史論Ⅱ 環境表象論Ⅰ 環境表象論Ⅱ 環境人類学Ⅱ  
環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ  

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ  
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

 

選
択
必
修
６
単
位
以
上 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ  

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論 
キャリア入門 スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ 

 

 
2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

２
０
１
４
・２
０
１
５
年
度
入
学
者
用

学部‐(31)



学部‐(36) 

3.3.3 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

 進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に４単位以上を修得しなければならない。 

ただし，人間環境学への招待及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならな

い。 

（１）市ケ谷基礎科目のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８１単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

 

 

 

  

3 履修規程 

学部‐(37) 

3.3.4 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターおよび年間での履修登録単位数に上限を設けています。 

各自、(3)履修登録上限単位数計算式により計算してください。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登

録単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式（2012年度以降入学生適応） 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝49単位-春学期履修登録単位数（★）※上限30単位 

   

 

 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

基礎科目 

＋ 

専門科目 

当該セメスター 

履修登録上限単位数 
30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

年間 

履修登録可能単位数 
49 49 49 49 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                ★：春学期履修登録単位数 

 

  

学部‐(32)



学部‐(36) 

3.3.3 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

 進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に４単位以上を修得しなければならない。 

ただし，人間環境学への招待及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならな

い。 

（１）市ケ谷基礎科目のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８１単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

 

 

 

  

3 履修規程 

学部‐(37) 

3.3.4 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターおよび年間での履修登録単位数に上限を設けています。 

各自、(3)履修登録上限単位数計算式により計算してください。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登

録単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式（2012年度以降入学生適応） 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝49単位-春学期履修登録単位数（★）※上限30単位 

   

 

 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

基礎科目 

＋ 

専門科目 

当該セメスター 

履修登録上限単位数 
30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

年間 

履修登録可能単位数 
49 49 49 49 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                ★：春学期履修登録単位数 
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学部‐(39) 

 2012・2013 年度入学者用  
（学生証番号の先頭 2桁が「12｣「13」の学生用） 
 
 
 
 
 
 

人間環境学部 

2012・2013 年度入学者 
 

履修規程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 

 

 

 

 

 
 
  



 

 

学部‐(39) 

 2012・2013 年度入学者用  
（学生証番号の先頭 2桁が「12｣「13」の学生用） 
 
 
 
 
 
 

人間環境学部 

2012・2013 年度入学者 
 

履修規程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 

 

 

 

 

 
 
  

学部‐(35)
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3.4 2012・2013年度入学者の履修規程 
 
3.4.1 卒業所要単位 

 

2012・2013年度入学者用カリキュラム 

区分・系列 単位要件 

市
ヶ
谷
基
礎
科
目 

0 群(導入) 選択 

40 単位以上

1 群(人文科学) 選択必修 4 単位以上 
選択必修 

24単位以上 
2 群(社会科学) 選択必修 4 単位以上 

3 群(自然科学) 選択必修 4 単位以上 

4 群(外国語) 
必修 10 単位以上 

必修以外(修得上限なし) 

5 群(保健体育) 
必修 2 単位 

選択（修得上限 2 単位） 

専 

門 

科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 単位以上 

90 単位以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 

情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 

テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 

選択 

(基幹・政策科目ごとおよび

科目群ごとの修得制限なし)

 

84単位以上 

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「研究会」 選択(修得上限なし) 

「研究会修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「コース修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「人間環境セミナー」 選択(修得上限なし) 

「フィールドスタディ」 選択(修得上限 8 単位) 

「キャリアチャレンジ」 選択(修得上限 6 単位) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4 単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。 

 

 

 

  

3 履修規程 

 

学部‐(41) 

3.4.2 カリキュラム構成図 

市ヶ谷基礎科目(40単位以上) 
 (※1、2、3群合計24単位以上)

0群 

 

1群(4単位以上)

 

2群(4単位以上) 3群(4単位以上) 4群(必修外国語10単位) 

 

5群(必修2単位) 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究A・B 

文学Ⅰ・Ⅱ 
哲学Ⅰ・Ⅱ 
倫理学Ⅰ・Ⅱ 
論理学Ⅰ・Ⅱ 
東洋史Ⅰ・Ⅱ 
西洋史Ⅰ・Ⅱ 
日本史Ⅰ・Ⅱ 
宗教論Ⅰ・Ⅱ 
文章論Ⅰ・Ⅱ 
芸術Ⅰ・Ⅱ 

法学Ⅰ・Ⅱ 
法学(日本国憲法)
経済学Ⅰ・Ⅱ 
心理学Ⅰ・Ⅱ 
地理学Ⅰ・Ⅱ 
政治学Ⅰ・Ⅱ 
社会学Ⅰ・Ⅱ 
文化人類学Ⅰ・Ⅱ
社会思想Ⅰ・Ⅱ 

教養数学A・B
基礎数学Ⅰ・Ⅱ 
発展数学Ⅰ・Ⅱ 
原子から宇宙まで 

Ⅰ・Ⅱ
生命科学Ⅰ・Ⅱ 
物質と環境Ⅰ・Ⅱ 
サイエンス・ラボ 

A・B
天文学Ⅰ・Ⅱ 
科学史Ⅰ・Ⅱ 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
日本語 (留学生のみ)

［選択］ 
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) 

スポーツ総合演習
(必修、選択) 

 

●リテラシー科目(6 単位以上)
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

●展開科目(84単位以上) 

2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学  

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ  
地球環境政治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障  

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ・Ⅱ  

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ国
際経済協力論Ⅱ  

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション  

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ 
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 文化経営論 開発教育  
アーティストと社会貢献 国際社会学 

 

研
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会
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ー
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Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 比較演劇論Ⅰ  
比較演劇論Ⅱ 環境人類学Ⅰ 現代思想と人間Ⅰ  

 政策科目 
環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅰ 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅰ  
ヨーロッパ環境史論Ⅱ 環境表象論Ⅰ 環境表象論Ⅱ 環境人類学Ⅱ  
環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ  

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ 
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ 
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ  

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論 
キャリア入門 スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ 
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ 
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3.4 2012・2013年度入学者の履修規程 
 
3.4.1 卒業所要単位 

 

2012・2013年度入学者用カリキュラム 

区分・系列 単位要件 

市
ヶ
谷
基
礎
科
目 

0 群(導入) 選択 

40 単位以上

1 群(人文科学) 選択必修 4 単位以上 
選択必修 

24単位以上 
2 群(社会科学) 選択必修 4 単位以上 

3 群(自然科学) 選択必修 4 単位以上 

4 群(外国語) 
必修 10 単位以上 

必修以外(修得上限なし) 

5 群(保健体育) 
必修 2 単位 

選択（修得上限 2 単位） 

専 

門 

科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

フレッシュマン科目 
「人間環境学への招待」 必修 2 単位 

6 単位以上 

90 単位以上

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 

情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 

テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 

選択 

(基幹・政策科目ごとおよび

科目群ごとの修得制限なし)

 

84単位以上 

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「研究会」 選択(修得上限なし) 

「研究会修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「コース修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「人間環境セミナー」 選択(修得上限なし) 

「フィールドスタディ」 選択(修得上限 8 単位) 

「キャリアチャレンジ」 選択(修得上限 6 単位) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4 単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。 

 

 

 

  

3 履修規程 

 

学部‐(41) 

3.4.2 カリキュラム構成図 

市ヶ谷基礎科目(40単位以上) 
 (※1、2、3群合計24単位以上)

0群 

 

1群(4単位以上)

 

2群(4単位以上) 3群(4単位以上) 4群(必修外国語10単位) 

 

5群(必修2単位) 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究A・B 

文学Ⅰ・Ⅱ 
哲学Ⅰ・Ⅱ 
倫理学Ⅰ・Ⅱ 
論理学Ⅰ・Ⅱ 
東洋史Ⅰ・Ⅱ 
西洋史Ⅰ・Ⅱ 
日本史Ⅰ・Ⅱ 
宗教論Ⅰ・Ⅱ 
文章論Ⅰ・Ⅱ 
芸術Ⅰ・Ⅱ 

法学Ⅰ・Ⅱ 
法学(日本国憲法)
経済学Ⅰ・Ⅱ 
心理学Ⅰ・Ⅱ 
地理学Ⅰ・Ⅱ 
政治学Ⅰ・Ⅱ 
社会学Ⅰ・Ⅱ 
文化人類学Ⅰ・Ⅱ
社会思想Ⅰ・Ⅱ 

教養数学A・B
基礎数学Ⅰ・Ⅱ 
発展数学Ⅰ・Ⅱ 
原子から宇宙まで 

Ⅰ・Ⅱ
生命科学Ⅰ・Ⅱ 
物質と環境Ⅰ・Ⅱ 
サイエンス・ラボ 

A・B
天文学Ⅰ・Ⅱ 
科学史Ⅰ・Ⅱ 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
朝鮮語 
日本語 (留学生のみ)

［選択］ 
選択英語 
4群外国語選択 
科目(諸外国) 

スポーツ総合演習
(必修、選択) 

 

●リテラシー科目(6 単位以上)
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(4 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学への招待 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

●展開科目(84単位以上) 

2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学  

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ  
地球環境政治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障  

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ・Ⅱ  

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ国
際経済協力論Ⅱ  

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション  

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ 
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 文化経営論 開発教育  
アーティストと社会貢献 国際社会学 

 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
ー 

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
ド 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 
 基幹科目 

環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 比較演劇論Ⅰ  
比較演劇論Ⅱ 環境人類学Ⅰ 現代思想と人間Ⅰ  

 政策科目 
環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅰ 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅰ  
ヨーロッパ環境史論Ⅱ 環境表象論Ⅰ 環境表象論Ⅱ 環境人類学Ⅱ  
環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ  

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ 
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ 
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ  

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論 
キャリア入門 スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ  
グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ  
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ 
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ 
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学部‐(42) 

3.4.3 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

 進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に４単位以上を修得しなければならない。 

ただし，人間環境学への招待及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならな

い。 

（１）市ケ谷基礎科目のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８１単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

 

 

  

3 履修規程 

 

学部‐(43) 

3.4.4 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターおよび年間での履修登録単位数に上限を設けています。 

各自、(3)履修登録上限単位数計算式により計算してください。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登

録単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式（2012年度以降入学生適応） 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝49単位-春学期履修登録単位数（★）※上限30単位 

   

 

 
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

基礎科目 

＋ 

専門科目 

当該セメスター 

履修登録上限単位数 
30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

年間 

履修登録可能単位数 
49 49 49 49 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                ★：春学期履修登録単位数 

 

 

学部‐(38)



学部‐(42) 

3.4.3 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

 進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に４単位以上を修得しなければならない。 

ただし，人間環境学への招待及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならな

い。 

（１）市ケ谷基礎科目のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８１単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

 

 

  

3 履修規程 

 

学部‐(43) 

3.4.4 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターおよび年間での履修登録単位数に上限を設けています。 

各自、(3)履修登録上限単位数計算式により計算してください。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登

録単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式（2012年度以降入学生適応） 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝49単位-春学期履修登録単位数（★）※上限30単位 

   

 

 
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

基礎科目 

＋ 

専門科目 

当該セメスター 

履修登録上限単位数 
30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 30 49-★ 

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

年間 

履修登録可能単位数 
49 49 49 49 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                ★：春学期履修登録単位数 
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学部‐(45) 

 2009～2011 年度入学者用  
（学生証番号の先頭 2桁が「09｣「10」「11」の学生用） 
 
 
 
 
 
 

人間環境学部 

2009～2011 年度入学者 
 

履修規程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 

 

 

 

 

 
 
  



 

 

学部‐(45) 

 2009～2011 年度入学者用  
（学生証番号の先頭 2桁が「09｣「10」「11」の学生用） 
 
 
 
 
 
 

人間環境学部 

2009～2011 年度入学者 
 

履修規程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 重要！ 卒業要件や履修科目は、入学年度によって異なります。 

     必ず自分が該当するページを見てください。 
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学部‐(46) 

3.5 2009～2011年度入学者の履修規程 
 
3.5.1 卒業所要単位 

  

2009～2011年度入学者用カリキュラム 

区分・系列 単位要件 

市
ヶ
谷
基
礎
科
目 

0 群(導入) 選択 

40単位以上

1 群(人文科学) 選択必修 4 単位以上 
選択必修 

24 単位以上 
2 群(社会科学) 選択必修 4 単位以上 

3 群(自然科学) 選択必修 4 単位以上 

4 群(外国語) 

必修 8 単位 

必修以外 
選択外国語の

修得上限なし 

5 群(保健体育) 
必修 2 単位以上 

選択（修得上限 2 単位） 

専 

門 

科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目 

フレッシュマン科目 

「人間環境学入門」 必修 2 単位 

8 単位以上 

90単位以上

「環境科学入門」 必修 2 単位 

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 

情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 

テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 

選択 

(基幹・政策科目ごとおよび

科目群ごとの修得制限なし)

 

82 単位以上 

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「研究会」 選択(修得上限なし) 

「研究会修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「コース修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「人間環境セミナー」 選択(修得上限なし) 

「フィールドスタディ」 選択(修得上限 8 単位) 

「キャリアチャレンジ」 選択(修得上限 6 単位) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4 単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。  

3 履修規程 

 

学部‐(47) 

3.5.2 カリキュラム構成図 

市ヶ谷基礎科目(40単位以上) 
 (※1、2、3群合計24単位以上)

0群 

 

1群(4単位以上)

 

2群(4単位以上) 3群(4単位以上) 4群(必修外国語8単位) 

 

5群(必修2単位) 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究A・B 

文学Ⅰ・Ⅱ 
哲学Ⅰ・Ⅱ 
倫理学Ⅰ・Ⅱ 
論理学Ⅰ・Ⅱ 
東洋史Ⅰ・Ⅱ 
西洋史Ⅰ・Ⅱ 
日本史Ⅰ・Ⅱ 
宗教論Ⅰ・Ⅱ 
文章論Ⅰ・Ⅱ 
芸術Ⅰ・Ⅱ 

法学Ⅰ・Ⅱ 
法学(日本国憲法)
経済学Ⅰ・Ⅱ 
心理学Ⅰ・Ⅱ 
地理学Ⅰ・Ⅱ 
政治学Ⅰ・Ⅱ 
社会学Ⅰ・Ⅱ 
文化人類学Ⅰ・Ⅱ
社会思想Ⅰ・Ⅱ 

教養数学A・B
基礎数学Ⅰ・Ⅱ 
発展数学Ⅰ・Ⅱ 
原子から宇宙まで 

Ⅰ・Ⅱ
生命科学Ⅰ・Ⅱ 
物質と環境Ⅰ・Ⅱ 
サイエンス・ラボ 

A・B
天文学Ⅰ・Ⅱ 
科学史Ⅰ・Ⅱ 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
日本語 
(留学生のみ) 

［選択］ 
選択英語 
選択ドイツ語 
選択フランス語 
選択ロシア語 
選択中国語 
選択スペイン語 
選択日本語 
選択朝鮮語 

スポーツ総合演習
(必修、選択) 

 

●リテラシー科目(8 単位以上)
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(6 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学入門 
環境科学入門 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

●展開科目(82単位以上) 

2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学  

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ  
地球環境政治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障  

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ・Ⅱ  

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ  

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション  

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ 
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 文化経営論 開発教育  
アーティストと社会貢献 国際社会学 

 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
ー 

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
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ジ 

ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ
ー
ド 

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
科
目 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

自 

由 

科 

目 

人文科学関連 

 基幹科目 
環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想  
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 比較演劇論Ⅰ  
比較演劇論Ⅱ 環境人類学Ⅰ 現代思想と人間Ⅰ  

 政策科目 
環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅰ 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅰ 
ヨーロッパ環境史論Ⅱ 環境表象論Ⅰ 環境表象論Ⅱ 環境人類学Ⅱ  
環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ  

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ 
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ 
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ  

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論 
キャリア入門 スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ 
グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ 
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ 
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3.5 2009～2011年度入学者の履修規程 
 
3.5.1 卒業所要単位 

  

2009～2011年度入学者用カリキュラム 

区分・系列 単位要件 

市
ヶ
谷
基
礎
科
目 

0 群(導入) 選択 

40単位以上

1 群(人文科学) 選択必修 4 単位以上 
選択必修 

24 単位以上 
2 群(社会科学) 選択必修 4 単位以上 

3 群(自然科学) 選択必修 4 単位以上 

4 群(外国語) 

必修 8 単位 

必修以外 
選択外国語の

修得上限なし 

5 群(保健体育) 
必修 2 単位以上 

選択（修得上限 2 単位） 

専 

門 

科 

目 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目 

フレッシュマン科目 

「人間環境学入門」 必修 2 単位 

8 単位以上 

90単位以上

「環境科学入門」 必修 2 単位 

「基礎演習」 必修 2 単位 

スキルアップ科目 

情報処理 

選択必修 2 単位以上 アクティブ語学 

テーマ別英語 

展
開
科
目 

法律・政治関連科目群 

選択 

(基幹・政策科目ごとおよび

科目群ごとの修得制限なし)

 

82 単位以上 

経済・経営関連科目群 

社会・地域関連科目群 

人文科学関連科目群 

自然科学関連科目群 

環境総合科目 

「研究会」 選択(修得上限なし) 

「研究会修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「コース修了論文」 選択(修得上限 2 単位) 

「人間環境特論」 選択(修得上限なし) 

「人間環境セミナー」 選択(修得上限なし) 

「フィールドスタディ」 選択(修得上限 8 単位) 

「キャリアチャレンジ」 選択(修得上限 6 単位) 

「インターンシップ」 選択(修得上限 4 単位) 

「スタディ・アブロード」 選択(修得上限 16 単位) 

「SCOPE科目」 選択(修得上限 12 単位) 

「自由科目」※注 1 選択(修得上限 20 単位) 

卒業所要単位 130 単位以上 

※注1 展開科目の「自由科目」には「他学部公開科目」、「ESOP科目」、「ERP科目」、「グローバルオ

ープン科目」、「短期語学研修」、「国際インターンシップ」、「国際ボランティア」が該当しま

す。  

3 履修規程 

 

学部‐(47) 

3.5.2 カリキュラム構成図 

市ヶ谷基礎科目(40単位以上) 
 (※1、2、3群合計24単位以上)

0群 

 

1群(4単位以上)

 

2群(4単位以上) 3群(4単位以上) 4群(必修外国語8単位) 

 

5群(必修2単位) 

キャリアデザイン入門 
キャリアデザイン演習 
就業基礎力養成Ⅰ・Ⅱ 
法政学への招待 
法政学の探究A・B 

文学Ⅰ・Ⅱ 
哲学Ⅰ・Ⅱ 
倫理学Ⅰ・Ⅱ 
論理学Ⅰ・Ⅱ 
東洋史Ⅰ・Ⅱ 
西洋史Ⅰ・Ⅱ 
日本史Ⅰ・Ⅱ 
宗教論Ⅰ・Ⅱ 
文章論Ⅰ・Ⅱ 
芸術Ⅰ・Ⅱ 

法学Ⅰ・Ⅱ 
法学(日本国憲法)
経済学Ⅰ・Ⅱ 
心理学Ⅰ・Ⅱ 
地理学Ⅰ・Ⅱ 
政治学Ⅰ・Ⅱ 
社会学Ⅰ・Ⅱ 
文化人類学Ⅰ・Ⅱ
社会思想Ⅰ・Ⅱ 

教養数学A・B
基礎数学Ⅰ・Ⅱ 
発展数学Ⅰ・Ⅱ 
原子から宇宙まで 

Ⅰ・Ⅱ
生命科学Ⅰ・Ⅱ 
物質と環境Ⅰ・Ⅱ 
サイエンス・ラボ 

A・B
天文学Ⅰ・Ⅱ 
科学史Ⅰ・Ⅱ 

［必修］
英語 
ドイツ語 
フランス語 
ロシア語 
中国語 
スペイン語 
日本語 
(留学生のみ) 

［選択］ 
選択英語 
選択ドイツ語 
選択フランス語 
選択ロシア語 
選択中国語 
選択スペイン語 
選択日本語 
選択朝鮮語 

スポーツ総合演習
(必修、選択) 

 

●リテラシー科目(8 単位以上)
学部専門科目（90 単位以上）  

フレッシュマン科目(6 単位) 

 

スキルアップ科目(2 単位以上) 

人間環境学入門 
環境科学入門 
基礎演習 

＜情報処理＞
情報処理基礎 
ネットワークとマルチメディア
統計とデータ分析 

＜アクティブ語学＞
英語Ⅰ（初級会話） 
英語Ⅱ（中級会話） 
英語Ⅲ（上級会話） 
英語Ⅳ（ビジネス会話）

＜テーマ別英語＞
テーマ別英語 1 
テーマ別英語 2 
テーマ別英語 3 
テーマ別英語 4 

●展開科目(82単位以上) 

2018年度以降開講していない科目については、掲載していません。 

科目群 展開科目 

法律・政治関連 
 基幹科目 

憲法の基礎 刑法の基礎 行政法Ⅰ 行政法Ⅱ アメリカ法の基礎
民事法Ⅰ 民事法Ⅱ 国際法Ⅰ 国際法Ⅱ 市民社会と政治 行政学  
地方自治論 国際関係論 平和学  

政策科目 

 政策科目 
環境法Ⅰ 環境法Ⅱ 環境法Ⅲ 環境法Ⅳ 労働環境法 国際環境法
アメリカ環境法 自治体環境政策論Ⅰ 自治体環境政策論Ⅱ  
地球環境政治論 地域協力・統合 エネルギー政策論 人間の安全保障  

経済・経営関連 

 基幹科目 
ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅱ
公共経済学 現代企業論 ビジネスヒストリー 経営学入門  
環境経営と会計 簿記入門Ⅰ・Ⅱ  

 政策科目 

環境経済論Ⅰ 環境経済論Ⅱ 環境経営論Ⅰ 環境経営論Ⅱ
ＣＳＲ論Ⅰ ＣＳＲ論Ⅱ 環境ビジネス論 国際環境政策Ⅰ  
国際環境政策Ⅱ 途上国経済論Ⅰ 途上国経済論Ⅱ 国際経済協力論Ⅰ 
国際経済協力論Ⅱ  

社会・地域関連 

 基幹科目 
現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 現代社会論Ⅲ NPO・ボランティア論
社会統計論 フィールド調査論 ファシリテーション論  
グローカル・コミュニケーション  

 政策科目 

地域形成論 地域経済論 地域福祉論 地域コモンズ論 都市環境論Ⅰ 
都市環境論Ⅱ 都市デザイン論 環境社会論Ⅰ 環境社会論Ⅱ  
環境社会論Ⅲ 労働環境論Ⅰ 労働環境論Ⅱ ＮＧＯ活動論 災害政策論 
科学技術社会論 社会開発論 文化経営論 開発教育  
アーティストと社会貢献 国際社会学 

 

研
究
会(

ゼ
ミ
ナ
ー
ル) 

研
究
会
修
了
論
文
／
コ
ー
ス
修
了
論
文 

人
間
環
境
特
論 

人
間
環
境
セ
ミ
ナ
ー 

フ
ィ
ー
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キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
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ス
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・
ア
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ー
ド 
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Ｐ
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科
目 

イ
ン
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ー
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ッ
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自 

由 

科 

目 

人文科学関連 

 基幹科目 
環境倫理学 生命の現在と倫理 西欧近代批判の思想 仏教思想  
日本美術史論 西洋美術史論 日本詩歌の伝統 比較演劇論Ⅰ  
比較演劇論Ⅱ 環境人類学Ⅰ 現代思想と人間Ⅰ  

 政策科目 
環境哲学基礎論 日本環境史論Ⅰ 日本環境史論Ⅱ ヨーロッパ環境史論Ⅰ 
ヨーロッパ環境史論Ⅱ 環境表象論Ⅰ 環境表象論Ⅱ 環境人類学Ⅱ  
環境人類学Ⅲ 現代思想と人間Ⅱ  

自然科学関連 
 基幹科目 

サイエンスカフェⅠ サイエンスカフェⅡ サイエンスカフェⅢ
サイエンスカフェⅣ 自然環境論Ⅰ 自然環境論Ⅱ 自然環境論Ⅲ  
自然災害論 地球科学史Ⅰ 地球科学史Ⅱ 気候変動論Ⅰ 気候変動論Ⅱ 
環境健康論Ⅰ 環境健康論Ⅱ エネルギー論Ⅰ 環境モデル論Ⅰ  
環境モデル論Ⅱ 

 

 政策科目 
環境科学Ⅰ 環境科学Ⅱ 環境科学Ⅲ 自然環境論Ⅳ 自然環境政策論Ⅰ 
自然環境政策論Ⅱ エネルギー論Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅰ  
衛生・公衆衛生学Ⅱ 衛生・公衆衛生学Ⅲ 大気と社会Ⅰ 大気と社会Ⅱ  

環境総合科目  政策科目 

食と農の環境学Ⅰ 食と農の環境学Ⅱ 食と農の環境学Ⅲ
公害防止管理論Ⅰ 公害防止管理論Ⅱ 廃棄物・リサイクル論 環境教育論 
キャリア入門 スポーツビジネス論Ⅰ スポーツビジネス論Ⅱ 
グローバルスタディーズⅠ グローバルスタディーズⅡ 
ローカルスタディーズⅠ ローカルスタディーズⅡ  
環境マネジメントスタディーズⅠ 環境マネジメントスタディーズⅡ 

 

２
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3.5.3 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に年間４単位以上を修得しなければならない。

ただし，人間環境学入門，環境科学入門及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならな

い。 

（１）市ケ谷基礎科目のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目（アクティブ語学，情報処理）

の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８０単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

 

  

3 履修規程 

 

学部‐(49) 

3.5.4 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターでの履修登録単位数に上限を設けています。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登

録単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝上限30単位まで登録可 

   

 

 
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

基礎科目 

+ 

専門科目 

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                 

※ 4年次に留級した場合は、学部-(47)の「3.9 留級した場合に履修登録できる単位数」を参照して下さ

い。 
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3.5.3 進級するためには 

進級するためには、各年次2セメスター在学し、各年次に下記の単位要件を満たさなければなりません。 

1単位でも不足や間違いがあると、進級・卒業できないので注意してください。 

 

進級に関する規定（人間環境学部） 

 

第１条 第１年次より第２年次へ進級する者は，８単位以上を修得しなければならない。 

 

第２条 第２年次から第３年次に進級する者は，第２年次に年間４単位以上を修得しなければならない。

ただし，人間環境学入門，環境科学入門及び基礎演習は修得していなければならない。 

 

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は，第３年次修了までに次の単位を修得しなければならな

い。 

（１）市ケ谷基礎科目のうち４群（必修），５群及びスキルアップ科目（アクティブ語学，情報処理）

の卒業所要単位 

（２）前号の単位を含め８０単位以上 

 

第４条 第４年次においては，４単位以上を修得しなければならない。 

 

第５条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。 

 

※上記単位数には教職および資格課程科目は含みません。 

 

  

3 履修規程 

 

学部‐(49) 

3.5.4 履修可能単位数 

(1)セメスター・年間の履修登録上限単位 

 人間環境学部では、各セメスターでの履修登録単位数に上限を設けています。 

 上限単位数には「教職科目」「資格科目」の単位数は含みません。 

 上限単位数を超えて登録した場合、登録エラーとなり正常に履修登録ができません。 

 

 (2)通年科目について 

 通年科目を履修する場合、必ず春学期に登録してください。その場合、単位計算上は春学期の履修登

録単位数に加算されます。成績発表は秋学期終了時になります。 

 秋学期履修登録時に、春学期に登録した通年科目は削除できません。 

 

 

(3)履修登録上限単位数計算式 

 

 春学期＝上限30単位まで登録可 

秋学期＝上限30単位まで登録可 

   

 

 
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

基礎科目 

+ 

専門科目 

各セメスター 

履修登録上限単位数 
30 30 30 30 30 30 30 30 

教職科目 
年間 

履修登録可能単位数 
16 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

資格科目 
年間 

履修登録可能単位数 
登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 登録上限なし 

                                 

※ 4年次に留級した場合は、学部-(47)の「3.9 留級した場合に履修登録できる単位数」を参照して下さ

い。 
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3.6 早期卒業 2018年度より規定が変更される可能性があります 
以下の要件をすべて満たす者で希望をする者は、早期卒業制度を利用することができます。早期卒業 

を希望する学生は、2年次終了時以降に学部窓口で書類を受け取り、早期卒業申請をしてください。詳細は

学部掲示板で確認してください。 

人間環境学部早期卒業に関する規定 

第２条 早期卒業が認められる学生は，次の全ての要件を満たす者とする。ただし，再入学（復学・復籍），

転・編入学及び転籍した学生は対象としない。 

（１） 本学部に３年以上在学し，卒業の要件として本学部が定める単位を優秀な成績をもって修得した

と認められること。 

（２） ３年次に研究会の単位を修得し，研究会修了論文に相当する論文を作成し，高い評価を得ている

こと。 

２ 前項第１号における「優秀な成績」とは，本学部の定める卒業所要単位のうち，９割以上がＡ評価 

以上であり，かつ入学時から３年次終了までの通算したＧＰＡが３．０以上であることを要する。 

３ 前項の「Ａ評価以上」には「Ｒ評価」，「Ｓ評価」及び「Ｐ評価」は含めない。またＧＰＡの算出 

には教職・資格科目など卒業所要単位外で履修する科目を算入しない。 

 

 

 

3.7 修業年限 

第１３条 本大学の修業年限は，4ヵ年とする。但し，学生は休学期間を除き，本大学に8ヵ年を超 

えて在学することはできない。 

２ 春学期在学し，秋学期に休学，退学及び除籍になった場合，あるいは秋学期に復学及び 

復籍した場合，また，春学期に休学し，秋学期に在学した場合，当該年度の在学期間は0.5 

年として計算する。 

３ 第31条及び第32条によって入学した者は，該当修業年限の2倍に相当する年数を超えて 

在学することはできない。 

（第31条：転・編入学、第32条：転籍） 

3 履修規程 
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3.8 教職課程・資格課程科目を履修する場合 

  教職・資格課程については、必ずそれぞれのガイダンスに出席してください。詳しくはキャリアデザ

イン学部掲示板および教職・資格掲示板や「教職課程履修要綱」・「資格関係科目履修要綱」を確認し

てください。 

(1)教職課程 

  教職科目には下記の通り各学年毎に履修登録単位数に上限があります。これは教職課程科目のみ適用

されるものです。卒業要件、進級要件にこの教職科目の単位数は含まれません。 

  3年次から履修開始の場合、卒業と同時の取得が難しい場合もあるので、教職・資格窓口で確認してく

ださい。 

  1年次 ＝ 年間16単位以内 

  2年次 ＝ 上限なし 

  3年次 ＝ 上限なし 

  4年次 ＝ 上限なし 

  ＊ただし、2011年度以前入学者の4年次留級生(未修得単位24単位以内の方)は、教職科目を含み年間44

単位以内という制限があります。 

  ※教員免許状取得のためには、ILAC科目4群必修（2017年度以降入学者）／市ヶ谷基礎科目4群必修（2016

年度以前入学者）またはスキルアップ科目のアクティブ語学で、「英語」の単位を修得する必要が

あります。従って、2016年度以前入学者のパターン3を選択した方は、アクティブ語学で「英語」の

単位を修得することになります。 

 

(2)資格課程 

  資格課程には以下の種類があります。詳しくは、教職・資格掲示板や「資格関係科目履修要綱」を確

認してください。 

1) 図書館司書 

2) 学校図書館司書教諭 

3) 博物館学芸員 

4) 社会教育主事 

 

3.9 留級した場合に履修登録できる単位数 

  留級した年次の上限単位を適用します。入学年次ごとのページに記載されている履修可能単位数を参

照してください。 

   

 2011年度以前入学者の4年次留級生が履修登録できる単位数は以下のとおりです（2012年度以降入学生に

は適用されません）。 

 

 4年次留級生(未修得単位数が24単位以内の場合) 

   → 年間履修登録可能単位数  ＝ 年間44単位以内(教職科目含む。上記3.8（1）参照) 

     春学期履修登録可能単位数 ＝ 30単位以内 

     秋学期履修登録可能単位数 ＝ 44単位－春学期に修得した単位数(最大30単位) 

 

 4年次留級生(未修得単位数が25単位以上の場合) 

   → 年間履修登録可能単位数  ＝ 年間68単位以内 

     春学期履修登録可能単位数 ＝ 34単位以内 

     秋学期履修登録可能単位数 ＝ 34単位以内 
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3.6 早期卒業 2018年度より規定が変更される可能性があります 
以下の要件をすべて満たす者で希望をする者は、早期卒業制度を利用することができます。早期卒業 

を希望する学生は、2年次終了時以降に学部窓口で書類を受け取り、早期卒業申請をしてください。詳細は

学部掲示板で確認してください。 

人間環境学部早期卒業に関する規定 

第２条 早期卒業が認められる学生は，次の全ての要件を満たす者とする。ただし，再入学（復学・復籍），

転・編入学及び転籍した学生は対象としない。 

（１） 本学部に３年以上在学し，卒業の要件として本学部が定める単位を優秀な成績をもって修得した

と認められること。 

（２） ３年次に研究会の単位を修得し，研究会修了論文に相当する論文を作成し，高い評価を得ている

こと。 

２ 前項第１号における「優秀な成績」とは，本学部の定める卒業所要単位のうち，９割以上がＡ評価 

以上であり，かつ入学時から３年次終了までの通算したＧＰＡが３．０以上であることを要する。 

３ 前項の「Ａ評価以上」には「Ｒ評価」，「Ｓ評価」及び「Ｐ評価」は含めない。またＧＰＡの算出 

には教職・資格科目など卒業所要単位外で履修する科目を算入しない。 

 

 

 

3.7 修業年限 

第１３条 本大学の修業年限は，4ヵ年とする。但し，学生は休学期間を除き，本大学に8ヵ年を超 

えて在学することはできない。 

２ 春学期在学し，秋学期に休学，退学及び除籍になった場合，あるいは秋学期に復学及び 

復籍した場合，また，春学期に休学し，秋学期に在学した場合，当該年度の在学期間は0.5 

年として計算する。 

３ 第31条及び第32条によって入学した者は，該当修業年限の2倍に相当する年数を超えて 

在学することはできない。 

（第31条：転・編入学、第32条：転籍） 

3 履修規程 
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3.8 教職課程・資格課程科目を履修する場合 

  教職・資格課程については、必ずそれぞれのガイダンスに出席してください。詳しくはキャリアデザ

イン学部掲示板および教職・資格掲示板や「教職課程履修要綱」・「資格関係科目履修要綱」を確認し

てください。 

(1)教職課程 

  教職科目には下記の通り各学年毎に履修登録単位数に上限があります。これは教職課程科目のみ適用

されるものです。卒業要件、進級要件にこの教職科目の単位数は含まれません。 

  3年次から履修開始の場合、卒業と同時の取得が難しい場合もあるので、教職・資格窓口で確認してく

ださい。 

  1年次 ＝ 年間16単位以内 

  2年次 ＝ 上限なし 

  3年次 ＝ 上限なし 

  4年次 ＝ 上限なし 

  ＊ただし、2011年度以前入学者の4年次留級生(未修得単位24単位以内の方)は、教職科目を含み年間44

単位以内という制限があります。 

  ※教員免許状取得のためには、ILAC科目4群必修（2017年度以降入学者）／市ヶ谷基礎科目4群必修（2016

年度以前入学者）またはスキルアップ科目のアクティブ語学で、「英語」の単位を修得する必要が

あります。従って、2016年度以前入学者のパターン3を選択した方は、アクティブ語学で「英語」の

単位を修得することになります。 

 

(2)資格課程 

  資格課程には以下の種類があります。詳しくは、教職・資格掲示板や「資格関係科目履修要綱」を確

認してください。 

1) 図書館司書 

2) 学校図書館司書教諭 

3) 博物館学芸員 

4) 社会教育主事 

 

3.9 留級した場合に履修登録できる単位数 

  留級した年次の上限単位を適用します。入学年次ごとのページに記載されている履修可能単位数を参

照してください。 

   

 2011年度以前入学者の4年次留級生が履修登録できる単位数は以下のとおりです（2012年度以降入学生に

は適用されません）。 

 

 4年次留級生(未修得単位数が24単位以内の場合) 

   → 年間履修登録可能単位数  ＝ 年間44単位以内(教職科目含む。上記3.8（1）参照) 

     春学期履修登録可能単位数 ＝ 30単位以内 

     秋学期履修登録可能単位数 ＝ 44単位－春学期に修得した単位数(最大30単位) 

 

 4年次留級生(未修得単位数が25単位以上の場合) 

   → 年間履修登録可能単位数  ＝ 年間68単位以内 

     春学期履修登録可能単位数 ＝ 34単位以内 

     秋学期履修登録可能単位数 ＝ 34単位以内 
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＜ILAC(アイラック)科目の履修（2017年度以降入学者）＞ 

4.1 ILAC（アイラック）科目０群～５群の履修について  

（※科目名については学部-(56)を参照） 
 

ＩＬＡＣ（アイラック）科目は半期（春学期・秋学期）ごとに授業を完結するセメスター制を採用しており、科

目名の後に「Ⅰ/Ⅱ」、「Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ・・・」と表記します。成績評価は半期ごとに出され、単位を修得していき

ます。科目名称によって、以下のような特徴があります。履修計画の参考としてください。 

 

①「Ⅰ/Ⅱ」とは、連続履修することで、より理解が深まるとされる科目を示しています。ⅡについてはⅠを

履修していることが前提となっている科目もあるので、履修登録前に、必ずシラバス・ＷＥＢシラバスで

確認してください。特に語学（必修および外国語選択科目）は、原則としてⅠ/Ⅱを連続履修すること

が前提とされていますので、注意が必要です。 

② 「Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ・・・」とは、「Ⅰ/Ⅱ」のように履修の順次性を問わない科目を示しています。例えば、「○

○学Ａ」と「○○学Ｂ」について、「○○学Ｂ」は必ずしも「○○学Ａ」の履修を前提としていません。「○

○学Ａ」と「○○学Ｂ」とで、異なる分野の学習を通じて、相互の理解を深めることができます。 

  ③リベラルアーツ科目は、科目名の後に「L」が付きます。これは、基盤科目との違いを明示するものです。

（例：□□学 LⅠ/LⅡ、△△論 LA/LB/LC/LD・・・）リベラルアーツ科目には、基盤科目を履修してい

ることが前提になっている科目もあります（例：倫理学 LⅠは、倫理学Ｉの内容をさらに発展させて学ぶ）。

履修登録前に、シラバス・WEB シラバスで必ず確認し、計画的な学習を心掛けてください。 

 

ＷＥＢシラバスでは、授業内容詳細を全て確認できます。履修前にＷＥＢシラバスを確認しましょう。 

 

   同名科目は在学中に 1 回のみ単位を修得できます。ただし、同名でもⅠとⅡ、A と B、A と LA 等はそれ

ぞれ異なる科目です。例えば、○○学Ａと○○学ＬＡは、どちらの単位も修得することができます。 

   科目名称のルールを理解し、計画的に履修してください。 

   なお、以下の記述は特別な場合を除き「Ⅰ」「Ⅱ」（または「Ⅲ」「Ⅳ」）等の記述を省くものとします。 

 

 

（１）ILAC 科目修得により目指すもの 

  ILAC 科目は、人文科学・社会科学・自然科学・情報科学・外国語・保健体育・キャリアデザインなど

の各分野をバランスよく学び、社会や世界で活躍するために必要な、幅広い知識や柔軟な思考法、問題を

発見しそれを解決する力や文章作成能力、他者との円滑なコミュニケーション能力など、真の意味での「教

養」を身につけるために開設されています。これらの基礎となる基盤科目から、応用・発展的なリベラルアー

ツ科目、専門性の高い総合科目（※）など、段階に応じて多様な学修が可能となります。 

 

 

 

4 ILAC(アイラック)科目 

 市ヶ谷基礎科目の履修 



 

 

 

＜ILAC(アイラック)科目の履修（2017年度以降入学者）＞ 

4.1 ILAC（アイラック）科目０群～５群の履修について  

（※科目名については学部-(56)を参照） 
 

ＩＬＡＣ（アイラック）科目は半期（春学期・秋学期）ごとに授業を完結するセメスター制を採用しており、科

目名の後に「Ⅰ/Ⅱ」、「Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ・・・」と表記します。成績評価は半期ごとに出され、単位を修得していき

ます。科目名称によって、以下のような特徴があります。履修計画の参考としてください。 

 

①「Ⅰ/Ⅱ」とは、連続履修することで、より理解が深まるとされる科目を示しています。ⅡについてはⅠを

履修していることが前提となっている科目もあるので、履修登録前に、必ずシラバス・ＷＥＢシラバスで

確認してください。特に語学（必修および外国語選択科目）は、原則としてⅠ/Ⅱを連続履修すること

が前提とされていますので、注意が必要です。 

② 「Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ・・・」とは、「Ⅰ/Ⅱ」のように履修の順次性を問わない科目を示しています。例えば、「○

○学Ａ」と「○○学Ｂ」について、「○○学Ｂ」は必ずしも「○○学Ａ」の履修を前提としていません。「○

○学Ａ」と「○○学Ｂ」とで、異なる分野の学習を通じて、相互の理解を深めることができます。 

  ③リベラルアーツ科目は、科目名の後に「L」が付きます。これは、基盤科目との違いを明示するものです。

（例：□□学 LⅠ/LⅡ、△△論 LA/LB/LC/LD・・・）リベラルアーツ科目には、基盤科目を履修してい

ることが前提になっている科目もあります（例：倫理学 LⅠは、倫理学Ｉの内容をさらに発展させて学ぶ）。

履修登録前に、シラバス・WEB シラバスで必ず確認し、計画的な学習を心掛けてください。 

 

ＷＥＢシラバスでは、授業内容詳細を全て確認できます。履修前にＷＥＢシラバスを確認しましょう。 

 

   同名科目は在学中に 1 回のみ単位を修得できます。ただし、同名でもⅠとⅡ、A と B、A と LA 等はそれ

ぞれ異なる科目です。例えば、○○学Ａと○○学ＬＡは、どちらの単位も修得することができます。 

   科目名称のルールを理解し、計画的に履修してください。 

   なお、以下の記述は特別な場合を除き「Ⅰ」「Ⅱ」（または「Ⅲ」「Ⅳ」）等の記述を省くものとします。 

 

 

（１）ILAC 科目修得により目指すもの 

  ILAC 科目は、人文科学・社会科学・自然科学・情報科学・外国語・保健体育・キャリアデザインなど

の各分野をバランスよく学び、社会や世界で活躍するために必要な、幅広い知識や柔軟な思考法、問題を

発見しそれを解決する力や文章作成能力、他者との円滑なコミュニケーション能力など、真の意味での「教

養」を身につけるために開設されています。これらの基礎となる基盤科目から、応用・発展的なリベラルアー

ツ科目、専門性の高い総合科目（※）など、段階に応じて多様な学修が可能となります。 

 

 

 

4 ILAC(アイラック)科目 

 市ヶ谷基礎科目の履修 
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4 ILAC（アイラック）科目
市ヶ谷基礎科目の履修
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（２）ILAC 科目のカリキュラムについて 

 

※1 100 番台・・・主として基礎的な内容の科目を意味しています。 

※2 200 番台・・・主として応用的な内容の科目を意味しています。 

※3 300 番台・・・主として発展的な内容の科目を意味しています。 

100 番台には、基盤科目・外国語科目・選択基盤科目が設置されています。大学生としての基本

的な学問への臨み方、および各分野の知識・考え方を身につけ、大学４年間の学習の土台づくりを

行うことを目的としています。 
200番台には、リベラルアーツ科目と外国語科目が設置されています。リベラルアーツ科目では、

基盤科目の内容をさらに発展、または専門的にした授業が開講されており、皆さんの興味に応じて、

教養を深め、視野を広げることができます。また、外国語科目では、1 年次に履修した語学のスキ

ルや教養としての外国語をさらに向上させます。 
300 番台には、総合科目（※）が設置されています。100 番台・200 番台の科目の学びをさらに

発展させ、真のリベラルアーツの修得を目的としています。少人数で開講される教養ゼミでは、教

員や受講生との議論・学び合いを行うことができるでしょう。 
移り変わりの激しい時代を生きる私たちには、学問の壁を越えて、柔軟な発想で知識・考え方を

取り入れ、直面する問題を打開し、自由な世界を切り開いていくことが必要です。リベラルアーツ

とは単に教養科目を意味するものではなく、自由な世界を切り開く知識・考え方、それを修得する

力を示します。真のリベラルアーツを、ILAC（アイラック）科目で修得していきましょう。 
 

市ヶ谷リベラルアーツセンターでは、カリキュラム・マップおよびカリキュラム・ツリーを作成

しています。以下から確認することができますので、履修の際には、本冊子、WEB シラバスとあ

わせて、ぜひ参考にしてください。 
 

カリキュラム・マップ 
－ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目・総合科目（※）と学習到達目標の相関関係を表で示したもの 
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カリキュラム・ツリー 
－学習目標を達成するために、ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目・総合科目（※）がどの分野、年

次に配当されているかなどを図で示したもの 
 

http://www.hosei.ac.jp/zaigakusei/oshirase/liber

al/NEWS/20170403_curriculum_map_tree.html 

 
 

 （３）各分野の概要について 

ILAC 科目０群 

ILAC 科目０群を開設する目的は、ILAC 科目の１群から５群までの科目の履修を容易にするため、それ

らの導入部を学び、基本的な知識を備えるためです。 

・「法政学への招待」、「法政学の探究」は法政大学の歴史と現状を知ることで、本学で学ぶことの意義を

考え、より深い理解を得るための科目です。 

・「キャリアデザイン入門」「キャリアデザイン応用」は、「大学生が『就業力』を身につけるために、授業で

何をどのように学ぶべきか」を目的に編成された科目です。卒業後に働くことを考えたとき何を大学時代

に学んでおけばいいのか、深く考える仕組みを授業に取り入れています。 

☆履修上の注意（０群）☆ 

a.「キャリアデザイン入門」は、1 年次のみ履修可能です。 

b.「キャリアデザイン応用」は、2017 年度までに「就業基礎力養成Ⅰ」の単位を修得した方は履修できませ

ん。 

  2017 年度までに 

就業基礎力養成Ⅰの

単位を修得済み 

2017 年度までに 

就業基礎力養成Ⅱの

単位を修得済み 

2017 年度までに 

キャリアデザイン演習の

単位を修得済み 

キャリアデザイン応用 × 履修できません 〇 履修できます 〇 履修できます 

 

ILAC 科目１群（人文科学分野） 

１群の科目は、文化全般をその研究対象とし、さらに、文化を創り出す人間とは何か、という研究課題をもっ

ています。そのため、研究対象と講義内容は、多岐にわたります。 

基本となるのは、「文学」「歴史」「哲学」の３分野といえます。文学では、日本の古典・近現代文学を始め、

中国古典文学や西欧文学の講義を開講しています。哲学や歴史についても同様に、日本・東洋・西洋それ

ぞれの専門の教員による講義が設置されており、さらに論理学・倫理学・言語学・文章論・宗教学・芸術なども

含むさまざまな分野の教員による講座を開講しています。 

以上の科目は「人文科学」と呼ばれ、古来教養の根幹をなす学問分野です。これらの科目を受講すること

を通して、幅広い知見を身につけるとともに、過去を学ぶことによって現在を考察し、さらには未来を展望する

能力をつけることが狙いとなります。 

 

ILAC 科目２群（社会科学分野） 

２群の開講科目は、「法学」「政治学」「経済学」「社会学」「心理学」「地理学」「文化人類学」「社会思想」の８

分野です。 
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（２）ILAC 科目のカリキュラムについて 

 

※1 100 番台・・・主として基礎的な内容の科目を意味しています。 

※2 200 番台・・・主として応用的な内容の科目を意味しています。 

※3 300 番台・・・主として発展的な内容の科目を意味しています。 

100 番台には、基盤科目・外国語科目・選択基盤科目が設置されています。大学生としての基本

的な学問への臨み方、および各分野の知識・考え方を身につけ、大学４年間の学習の土台づくりを

行うことを目的としています。 
200番台には、リベラルアーツ科目と外国語科目が設置されています。リベラルアーツ科目では、

基盤科目の内容をさらに発展、または専門的にした授業が開講されており、皆さんの興味に応じて、

教養を深め、視野を広げることができます。また、外国語科目では、1 年次に履修した語学のスキ

ルや教養としての外国語をさらに向上させます。 
300 番台には、総合科目（※）が設置されています。100 番台・200 番台の科目の学びをさらに

発展させ、真のリベラルアーツの修得を目的としています。少人数で開講される教養ゼミでは、教

員や受講生との議論・学び合いを行うことができるでしょう。 
移り変わりの激しい時代を生きる私たちには、学問の壁を越えて、柔軟な発想で知識・考え方を

取り入れ、直面する問題を打開し、自由な世界を切り開いていくことが必要です。リベラルアーツ

とは単に教養科目を意味するものではなく、自由な世界を切り開く知識・考え方、それを修得する

力を示します。真のリベラルアーツを、ILAC（アイラック）科目で修得していきましょう。 
 

市ヶ谷リベラルアーツセンターでは、カリキュラム・マップおよびカリキュラム・ツリーを作成

しています。以下から確認することができますので、履修の際には、本冊子、WEB シラバスとあ

わせて、ぜひ参考にしてください。 
 

カリキュラム・マップ 
－ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目・総合科目（※）と学習到達目標の相関関係を表で示したもの 
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カリキュラム・ツリー 
－学習目標を達成するために、ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目・総合科目（※）がどの分野、年

次に配当されているかなどを図で示したもの 
 

http://www.hosei.ac.jp/zaigakusei/oshirase/liber

al/NEWS/20170403_curriculum_map_tree.html 

 
 

 （３）各分野の概要について 

ILAC 科目０群 

ILAC 科目０群を開設する目的は、ILAC 科目の１群から５群までの科目の履修を容易にするため、それ

らの導入部を学び、基本的な知識を備えるためです。 

・「法政学への招待」、「法政学の探究」は法政大学の歴史と現状を知ることで、本学で学ぶことの意義を

考え、より深い理解を得るための科目です。 

・「キャリアデザイン入門」「キャリアデザイン応用」は、「大学生が『就業力』を身につけるために、授業で

何をどのように学ぶべきか」を目的に編成された科目です。卒業後に働くことを考えたとき何を大学時代

に学んでおけばいいのか、深く考える仕組みを授業に取り入れています。 

☆履修上の注意（０群）☆ 

a.「キャリアデザイン入門」は、1 年次のみ履修可能です。 

b.「キャリアデザイン応用」は、2017 年度までに「就業基礎力養成Ⅰ」の単位を修得した方は履修できませ

ん。 

  2017 年度までに 

就業基礎力養成Ⅰの

単位を修得済み 

2017 年度までに 

就業基礎力養成Ⅱの

単位を修得済み 

2017 年度までに 

キャリアデザイン演習の

単位を修得済み 

キャリアデザイン応用 × 履修できません 〇 履修できます 〇 履修できます 

 

ILAC 科目１群（人文科学分野） 

１群の科目は、文化全般をその研究対象とし、さらに、文化を創り出す人間とは何か、という研究課題をもっ

ています。そのため、研究対象と講義内容は、多岐にわたります。 

基本となるのは、「文学」「歴史」「哲学」の３分野といえます。文学では、日本の古典・近現代文学を始め、

中国古典文学や西欧文学の講義を開講しています。哲学や歴史についても同様に、日本・東洋・西洋それ

ぞれの専門の教員による講義が設置されており、さらに論理学・倫理学・言語学・文章論・宗教学・芸術なども

含むさまざまな分野の教員による講座を開講しています。 

以上の科目は「人文科学」と呼ばれ、古来教養の根幹をなす学問分野です。これらの科目を受講すること

を通して、幅広い知見を身につけるとともに、過去を学ぶことによって現在を考察し、さらには未来を展望する

能力をつけることが狙いとなります。 

 

ILAC 科目２群（社会科学分野） 

２群の開講科目は、「法学」「政治学」「経済学」「社会学」「心理学」「地理学」「文化人類学」「社会思想」の８

分野です。 
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これらはいずれも、人間と社会のさまざまな側面を、それぞれ独自の視角や方法によって考察するもので

す。各分野の基本的な知識や視点を学ぶことで、人間社会を理解するための基礎的な教養と知見を身につ

けます。それと同時に、特にリベラルアーツ科目を通じてそれぞれの分野に特徴的な理論や議論を学ぶこと

で、専門的・発展的な問いを考えていくための思考力・洞察力を養います。 

学生のみなさんには、それぞれの科目を通じて、自分がその中にいる「社会」についての視野を広げ、理

解を深めて、自らの「社会観」「世界観」を築いてほしいと思います。 

 

ILAC 科目３群（自然科学分野） 

３群は、さまざまな自然科学の授業によって構成されています。 

基盤科目では、自然科学の学習に必要な基礎的知識を習得します。リベラルアーツ科目では、さまざまなテ

ーマを発展的に学習します。さらに、専門科目である総合科目（※）や教養ゼミを通して、それらのテーマを

より深く探求できるようなカリキュラム構成となっています。 

 基盤科目は、「教養数学」「基礎数学」「入門物理学」「入門化学」「入門生物学」「天文学」「科学史」および

「サイエンス・ラボ」からなる選択必修科目です。いずれも、文科系の初学者にもわかりやすく学ぶことができる

よう工夫されています。 

 リベラルアーツ科目は、「数学特講」「発展数学」「教養物理学」「教養化学」および「教養生物学」からなる

選択必修科目です。各自の興味に合わせて発展的な学習を行ってください。 

 なお、基礎数学および発展数学は順次性のある科目です。Ⅰ→Ⅱの順に履修する必要がありますので

注意してください。 

 ３群の履修を通して、学生の皆さんが自然科学そのものに興味を持つだけでなく、自然科学を通したもの

の見方を習得し、各自の専門分野における学習・研究に役立てることが期待されています。 

 

☆履修上の注意（１群～３群）☆ 

a.「教養数学Ａ・Ｂ」は 1 年次から、「基礎数学Ⅰ・Ⅱ」は 2 年次以上が履修可能です。 

b.「サイエンス・ラボＡ」と「サイエンス・ラボＢ」は実験授業のため定員制です。そのため、履修登録前に仮

登録が必要です。仮登録の詳細については、ILAC 科目掲示板等を参照してください。 

 

ILAC 科目４群（外国語科目）  ☆履修上の注意は P60 以降を参照 

４群には英語と諸外国語〔ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・スペイン語・朝鮮語・日本語（留学生の

み）〕があります。 

 ★受講定員のある科目：春学期第１回目の授業に出席し、担当教員の受講許可を得てください。選抜を

行う場合、方法は教員が指示します。許可された学生のみ履修登録できます。 

★春学期のみ、秋学期のみ履修を希望する場合も、必ず春学期の第一回目の授業で教員にその旨を

申し出て、受講の許可を受けてください。 

 選抜結果は市ヶ谷リベラルアーツセンターのウェブサイトで発表します。 

（http://www.hosei.ac.jp/zaigakusei/oshirase/liberal/index.html） 

＜英語＞ 

基礎科目の「英語」は、高校までに身につけた運用能力を発展させると共に、広く英語圏の文化へ

の理解を深めるためのものです。 

＜諸外国語＞ 

「諸外国語」は、それぞれの言語を学びながら、その言語が用いられている地域の歴史・文化・生活
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に接し、理解を深めることを目的に開講されています。 

 外国語科目は、必修諸外国語（１・２年次）と選択外国語（２年次以上）、さらにリベラルアーツ

科目と総合科目（※）から構成されています。 

 必修諸外国語では、大学で新しく出会う外国語の基礎を１年次に学び、その基礎力を用いて２年次

にさらなる学習を続けます。また、学び始めた外国語の能力をより高めたい場合には、選択外国語科

目として各言語それぞれに「〇〇語コミュニケーション」「〇〇語視聴覚」「時事〇〇語」などバラエ

ティ豊かな科目が設置され、さまざまなアプローチから外国語に接し、語学力の修得とともに生きた

外国語の世界に触れながら４年次まで学習を続けることができます。 
 リベラルアーツ科目には、１年次から履修できる「〇〇語の世界 L」という入門のための科目があ

ります。２年次から履修できる「〇〇の文化と社会 L」では、その言語が話される地域の文化や生活

を広く深く学ぶことができます。 
 総合科目（※）では、それまでに学習した外国語の能力を十分に生かしつつ、より高度で専門的な

内容を学んでいきます。また、英語と諸外国語を一つ学んだのちに、さらにもう一つの外国語の世界

に触れてみたいと思うグローバルな関心を抱く学生のために「第三外国語としての〇〇語」という科

目があります。 
 このように、法政大学では、とても多彩な外国語の世界がみなさんを待っています。 
 なお、選択外国語科目のテキストは、担当教員より受講が許可されてから購入してください。 
 
ILAC 科目５群（保健体育分野）  ☆履修上の注意は P66 以降を参照 

スポーツ総合演習は、①クラス指定の週１回半期型、②自由に選択履修できる集中型、③自由に選択履

修できる週１回半期型の 3 つの形式で開講されています。①と③は週 1 回、半期にわたって開講されますが、

②は夏季休暇期間中に 4 日間の集中授業として市ヶ谷キャンパスに加え、多摩キャンパスでも開講されま

す。 

①は必修科目で、原則学部・所属クラスごとに履修する授業の学期・曜日・時限が指定されています。②は

必修科目（①を履修した場合は選択科目としても履修可能）、③は選択科目で、いずれも学部を問わず履修

可能ですが、履修希望者が多数の場合には事前のガイダンスにおいて授業ごとに抽選で履修可能者が決

定されます。卒業のためには、上記の①、②のいずれかの形式で 2 単位を取得することが必須となりますが、

5 群の単位としては①、②、③のうちの 2 つの授業を各 1 回、計 4 単位を上限として履修・取得することが認め

られています。 

授業は数種目のスポーツ実践や講義等から構成され、授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に

加え、試験およびレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授与することになります。 

スポーツ総合演習の詳細については、各学部のガイダンスの際に説明します。また、2 年時以降にも選択

科目の内容を深めた５群科目も用意されています。 

 

4.2 ILAC（アイラック）科目の再履修について（２年次～） 

前年度に不合格または未受験のため単位が修得できなかった場合や、例えば１年次に修得すべき必修科

目の単位を 1 年次に修得できなかった場合等に、不合格となった科目を再び履修したり、下級年次に配当さ

れている科目を履修したりすることを「再履修」といいます。 
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これらはいずれも、人間と社会のさまざまな側面を、それぞれ独自の視角や方法によって考察するもので

す。各分野の基本的な知識や視点を学ぶことで、人間社会を理解するための基礎的な教養と知見を身につ

けます。それと同時に、特にリベラルアーツ科目を通じてそれぞれの分野に特徴的な理論や議論を学ぶこと

で、専門的・発展的な問いを考えていくための思考力・洞察力を養います。 

学生のみなさんには、それぞれの科目を通じて、自分がその中にいる「社会」についての視野を広げ、理

解を深めて、自らの「社会観」「世界観」を築いてほしいと思います。 

 

ILAC 科目３群（自然科学分野） 

３群は、さまざまな自然科学の授業によって構成されています。 

基盤科目では、自然科学の学習に必要な基礎的知識を習得します。リベラルアーツ科目では、さまざまなテ

ーマを発展的に学習します。さらに、専門科目である総合科目（※）や教養ゼミを通して、それらのテーマを

より深く探求できるようなカリキュラム構成となっています。 

 基盤科目は、「教養数学」「基礎数学」「入門物理学」「入門化学」「入門生物学」「天文学」「科学史」および

「サイエンス・ラボ」からなる選択必修科目です。いずれも、文科系の初学者にもわかりやすく学ぶことができる

よう工夫されています。 

 リベラルアーツ科目は、「数学特講」「発展数学」「教養物理学」「教養化学」および「教養生物学」からなる

選択必修科目です。各自の興味に合わせて発展的な学習を行ってください。 

 なお、基礎数学および発展数学は順次性のある科目です。Ⅰ→Ⅱの順に履修する必要がありますので

注意してください。 

 ３群の履修を通して、学生の皆さんが自然科学そのものに興味を持つだけでなく、自然科学を通したもの

の見方を習得し、各自の専門分野における学習・研究に役立てることが期待されています。 

 

☆履修上の注意（１群～３群）☆ 

a.「教養数学Ａ・Ｂ」は 1 年次から、「基礎数学Ⅰ・Ⅱ」は 2 年次以上が履修可能です。 

b.「サイエンス・ラボＡ」と「サイエンス・ラボＢ」は実験授業のため定員制です。そのため、履修登録前に仮

登録が必要です。仮登録の詳細については、ILAC 科目掲示板等を参照してください。 

 

ILAC 科目４群（外国語科目）  ☆履修上の注意は P60 以降を参照 

４群には英語と諸外国語〔ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・スペイン語・朝鮮語・日本語（留学生の

み）〕があります。 

 ★受講定員のある科目：春学期第１回目の授業に出席し、担当教員の受講許可を得てください。選抜を

行う場合、方法は教員が指示します。許可された学生のみ履修登録できます。 

★春学期のみ、秋学期のみ履修を希望する場合も、必ず春学期の第一回目の授業で教員にその旨を

申し出て、受講の許可を受けてください。 

 選抜結果は市ヶ谷リベラルアーツセンターのウェブサイトで発表します。 

（http://www.hosei.ac.jp/zaigakusei/oshirase/liberal/index.html） 

＜英語＞ 

基礎科目の「英語」は、高校までに身につけた運用能力を発展させると共に、広く英語圏の文化へ

の理解を深めるためのものです。 

＜諸外国語＞ 

「諸外国語」は、それぞれの言語を学びながら、その言語が用いられている地域の歴史・文化・生活
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に接し、理解を深めることを目的に開講されています。 

 外国語科目は、必修諸外国語（１・２年次）と選択外国語（２年次以上）、さらにリベラルアーツ

科目と総合科目（※）から構成されています。 

 必修諸外国語では、大学で新しく出会う外国語の基礎を１年次に学び、その基礎力を用いて２年次

にさらなる学習を続けます。また、学び始めた外国語の能力をより高めたい場合には、選択外国語科

目として各言語それぞれに「〇〇語コミュニケーション」「〇〇語視聴覚」「時事〇〇語」などバラエ

ティ豊かな科目が設置され、さまざまなアプローチから外国語に接し、語学力の修得とともに生きた

外国語の世界に触れながら４年次まで学習を続けることができます。 
 リベラルアーツ科目には、１年次から履修できる「〇〇語の世界 L」という入門のための科目があ

ります。２年次から履修できる「〇〇の文化と社会 L」では、その言語が話される地域の文化や生活

を広く深く学ぶことができます。 
 総合科目（※）では、それまでに学習した外国語の能力を十分に生かしつつ、より高度で専門的な

内容を学んでいきます。また、英語と諸外国語を一つ学んだのちに、さらにもう一つの外国語の世界

に触れてみたいと思うグローバルな関心を抱く学生のために「第三外国語としての〇〇語」という科

目があります。 
 このように、法政大学では、とても多彩な外国語の世界がみなさんを待っています。 
 なお、選択外国語科目のテキストは、担当教員より受講が許可されてから購入してください。 
 
ILAC 科目５群（保健体育分野）  ☆履修上の注意は P66 以降を参照 

スポーツ総合演習は、①クラス指定の週１回半期型、②自由に選択履修できる集中型、③自由に選択履

修できる週１回半期型の 3 つの形式で開講されています。①と③は週 1 回、半期にわたって開講されますが、

②は夏季休暇期間中に 4 日間の集中授業として市ヶ谷キャンパスに加え、多摩キャンパスでも開講されま

す。 

①は必修科目で、原則学部・所属クラスごとに履修する授業の学期・曜日・時限が指定されています。②は

必修科目（①を履修した場合は選択科目としても履修可能）、③は選択科目で、いずれも学部を問わず履修

可能ですが、履修希望者が多数の場合には事前のガイダンスにおいて授業ごとに抽選で履修可能者が決

定されます。卒業のためには、上記の①、②のいずれかの形式で 2 単位を取得することが必須となりますが、

5 群の単位としては①、②、③のうちの 2 つの授業を各 1 回、計 4 単位を上限として履修・取得することが認め

られています。 

授業は数種目のスポーツ実践や講義等から構成され、授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に

加え、試験およびレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授与することになります。 

スポーツ総合演習の詳細については、各学部のガイダンスの際に説明します。また、2 年時以降にも選択

科目の内容を深めた５群科目も用意されています。 

 

4.2 ILAC（アイラック）科目の再履修について（２年次～） 

前年度に不合格または未受験のため単位が修得できなかった場合や、例えば１年次に修得すべき必修科

目の単位を 1 年次に修得できなかった場合等に、不合格となった科目を再び履修したり、下級年次に配当さ

れている科目を履修したりすることを「再履修」といいます。 
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（１）ILAC科目０～３群（基盤科目、リベラルアーツ科目） 
「ILAC 科目時間割表」の中から、不足単位を履修してください。クラス指定はありません。なお、再履修単

位分については、前年度に修得できなかった科目（Ｄ評価またはＥ評価を受けた科目）を必ずしも履修する必

要はありません（再度、履修してもよいし、しなくてもよい）。 

１～３群の各群の基盤科目よりそれぞれ４単位以上、１～３群の各群のリベラルアーツ科目よりそれぞれ２

単位以上となるように履修してください。 

（２）ILAC科目４群（外国語科目）：Ｐ63の「（３）必修外国語科目の再履修について」を参照してくだ

さい。 

（３）ILAC科目５群（体育科目） 

保健体育ガイダンス（必修科目の再履修ガイダンス）で時間割の説明・時限・種目の抽選等を行います。 

※再履修者も必ず、４月に大学で実施する健康診断を受けてください。 
 

 

4.3 公開科目（市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目）の履修 

授業内容は、WEB シラバスもしくは「公開科目講義概要（シラバス）」を確認してください。 

総合科目（※）……人間環境学部生は、２年次以上で公開科目として履修します。 
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（１）ILAC科目０～３群（基盤科目、リベラルアーツ科目） 
「ILAC 科目時間割表」の中から、不足単位を履修してください。クラス指定はありません。なお、再履修単

位分については、前年度に修得できなかった科目（Ｄ評価またはＥ評価を受けた科目）を必ずしも履修する必

要はありません（再度、履修してもよいし、しなくてもよい）。 

１～３群の各群の基盤科目よりそれぞれ４単位以上、１～３群の各群のリベラルアーツ科目よりそれぞれ２

単位以上となるように履修してください。 

（２）ILAC科目４群（外国語科目）：Ｐ63の「（３）必修外国語科目の再履修について」を参照してくだ

さい。 

（３）ILAC科目５群（体育科目） 

保健体育ガイダンス（必修科目の再履修ガイダンス）で時間割の説明・時限・種目の抽選等を行います。 

※再履修者も必ず、４月に大学で実施する健康診断を受けてください。 
 

 

4.3 公開科目（市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目）の履修 

授業内容は、WEB シラバスもしくは「公開科目講義概要（シラバス）」を確認してください。 

総合科目（※）……人間環境学部生は、２年次以上で公開科目として履修します。 
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4.4 ILAC（アイラック）科目一覧　★2017年度以降入学者用★
群 必修選択 授　業　科　目 単位 年次 備考

　キャリアデザイン入門 2 1 2018年度新規開講　

　キャリアデザイン応用 2 1～4
2018年度新規開講
注記参照

　法政学への招待 2 1～4
　法政学の探究LA 2 1～4
　法政学の探究LB 2 1～4
　日本古典文学A/B 各2 1～4
　日本近・現代文学A/B 各2 1～4
　日本文学A/B 各2 1～4
　外国文学A/B 各2 1～4
　文章論 2 1～4 定員制
　言語学A/B 各2 1～4 定員制
　哲学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　倫理学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　論理学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　東洋史Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　西洋史Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　日本史Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　宗教論Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　芸術A/B 各2 1～4
　日本文学と文化LA/LB 各2 1～4
　日本文学と文化LC/LD 各2 1～4
　日本文学と文化LE/LF 各2 1～4
　日本文学と文化LG/LH 各2 1～4
　外国文学と文化LA/LB 各2 1～4
　外国文学と文化LC/LD 各2 1～4
　外国文学と文化LE/LF 各2 1～4
　文学と社会LA/LB 各2 1～4
　文学と社会LC/LD 各2 1～4
　文学と社会LE/LF 各2 1～4
　音声学L 2 1～4 定員制
　哲学LⅠ/LⅡ 各2 1～4
　倫理学LⅠ/LⅡ 各2 1～4
　論理学LⅠ/LⅡ 各2 1～4
　東洋史LⅠ/LⅡ 各2 1～4
　西洋史LA/LB 各2 1～4
　日本史LⅠ/LⅡ 各2 1～4
　宗教論LⅠ/LⅡ 各2 1～4
　法学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　法学(日本国憲法) 2 1～4
　経済学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　心理学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　地理学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　政治学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　社会学Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　文化人類学 2 1～4
　社会思想Ⅰ/Ⅱ 各2 1～4
　経済学LA/LB 各2 1～4
　心理学LA/LB 各2 1～4
　地理学LA/LB 各2 1～4
　地理学LC/LD 各2 1～4
　政治学LA/LB 各2 1～4
　社会学LA/LB 各2 1～4
　社会学LC/LD 各2 1～4
　文化人類学L 2 1～4
　社会思想LA/LB 各2 1～4
　教養数学A/B 各2 1～4
　基礎数学Ⅰ/Ⅱ 各2 2～4
　入門物理学A/B 各2 1～4
　入門生物学A/B 各2 1～4
　入門化学A/B 各2 1～4
サイエンス・ラボA/B 各2 1～4 定員：25名
天文学A/B 各2 1～4
科学史A/B 各2 1～4

　数学特講LA/LB 各2 1～4
　発展数学LⅠ/LⅡ 各2 2～4
　教養物理学LA/LB 各2 1～4
　教養生物学LB/LA、LC 各2 1～4
　教養生物学LD、LF/LE 各2 1～4 2018年度休講
　教養化学LA 2 1～4
　教養化学LB 2 1～4

必修 　スポーツ総合演習 2 1
選択 　スポーツ総合演習S 2 1～4
選択 　健康の科学LA/LB 各2 1～4 定員制

0群
基盤 選択

科目配置

リベラル 選択

選択必修

リベラル 選択必修

2群

基盤 選択必修

リベラル 選択必修

5群 基盤

リベラル

1群

基盤

3群

基盤 選択必修

リベラル 選択必修
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群 必修選択 授　業　科　目 単位 年次 備考科目配置

　ドイツの文化と社会LA/LB 各2 2～4 定員：30名
　ドイツ語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：60名
　フランスの文化と社会LA/LB 各2 2～4 定員：30名
　フランス語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：40名
　フランス生活文化論LA/LB 各2 2～4 定員：40名
　ロシアの文化と社会LA/LB 各2 2～4 定員制
　ロシア語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：60名／2018年度休講
　中国の文化と社会LA、LC/LB、LD 各2 2～4 定員：60名
　中国語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：60名
　スペイン語の世界LA/LB 各2 1～4 定員：40名
　朝鮮の文化と社会LA/LB 各2 2～4 定員：30名
　日本の文化と社会LA/LB 各2 2～4 定員：30名
　日本語の世界LA/LB 各2 2～4 定員：30名
　English1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　English2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 SSI生のみ履修可、定員：48名
  Oral CommunicationⅠ/Ⅱ 各1 2～4
  English through Movies and DramaⅠ/Ⅱ 各1 2～4
TOEIC(R)Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4
 英検準備Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4
 Business CommuniationⅠ/Ⅱ 各1 2～4
 Computer Assisted English LearningⅠ/Ⅱ 各1 2～4
　ドイツ語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　ドイツ語3-Ⅰ/Ⅱ 各1 2
　ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ　 各1 2～4 定員：20名
　入門ドイツ語(SSI)Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 SSI生のみ履修可、定員：30名
　検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名
　ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ 各1 2～4 定員：20名
　ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名
　時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名
　フランス語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　フランス語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　フランス語3-Ⅰ/Ⅱ 各1 2
　フランス語視聴覚(入門)Ⅰ/Ⅱ　 各1 1～4 定員：30名
　フランス語視聴覚(初･中級)Ⅰ/Ⅱ　 各1 2～4 定員：30名
　フランス語コミュニケーション(初級)Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名
　時事フランス語Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名
　検定フランス語(初級)Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名
　情報フランス語Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名／2018年度休講

ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
ロシア語3-Ⅰ/Ⅱ 各1 2

　中国語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　中国語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　中国語3-Ⅰ/Ⅱ 各1 2

中国語視聴覚初級Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：35名
中国語作文初級Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：15名

　中国語コミュニケーション基礎Ⅰ/Ⅱ 各1 1～4 定員：20名
中国語コミュニケーション初級Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：20名
資格中国語初級Ⅰ/Ⅱ 各1 2～4 定員：40名

　スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　スペイン語3-Ⅰ/Ⅱ 各1 2
　時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ　 各1 2～4 定員：30名
　スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ 各1 2～4 定員：30名
　朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　朝鮮語3-Ⅰ/Ⅱ 各1 2
　朝鮮語3C-Ⅰ/Ⅱ（コミュニケーション） 各1 2～4 定員：30名
　朝鮮語4B-Ⅰ/Ⅱ（視聴覚） 各1 2～4 定員：30名
　朝鮮語5A-Ⅰ/Ⅱ（講読） 各1 3～4 定員：30名
　朝鮮語5B-Ⅰ/Ⅱ（表現法） 各1 3～4 定員：30名
　日本語1-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　日本語2-Ⅰ/Ⅱ 各1 1
　日本語3-Ⅰ/Ⅱ 各1 2
　日本語4-Ⅰ/Ⅱ 各1 2

科目配置の「基盤」は基盤科目を、「リベラル」はリベラルアーツ科目を指します。
「年次」が3年次生以上の科目については、2018年度は履修できません。
2017年度をもって、「キャリアデザイン演習」、「就業基礎力養成Ⅰ／II」は閉講しました。
（注）2018年度新規科目「キャリアデザイン応用」は、「就業基礎力養成Ⅰ」の単位修得者は履修できません。
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4.5 ILAC（アイラック）科目/市ヶ谷基礎科目　新旧科目対応表
※単位数や履修年次は、科目一覧で確認して下さい。

群 必修選択 授　業　科　目 群 授　業　科　目

　キャリアデザイン入門 キャリアデザイン入門 2018年度新規開講
　キャリアデザイン応用 キャリアデザイン応用 2018年度新規開講
　キャリアデザイン演習 キャリアデザイン演習 2017年度で閉講
　就業基礎力養成Ⅰ/Ⅱ 就業基礎力養成Ⅰ/Ⅱ 2017年度で閉講
　法政学への招待 法政学への招待
　法政学の探究LA　◇ 法政学の探究A
　法政学の探究LB　◇ 法政学の探究B
　日本古典文学A　◇ 文学Ⅰ
  日本古典文学B　◇  文学Ⅱ
　日本近・現代文学A　◇ 文学Ⅰ
　日本近・現代文学B　◇ 文学Ⅱ
　日本文学A　◇ 文学Ⅰ
　日本文学B　◇ 文学Ⅱ
　外国文学A　◇ 文学Ⅰ
　外国文学B　◇ 文学Ⅱ
　文章論　◇ 文章論Ⅰ
　言語学A　◇
　言語学B　◇
　哲学Ⅰ/Ⅱ 哲学Ⅰ/Ⅱ
　倫理学Ⅰ/Ⅱ 倫理学Ⅰ/Ⅱ
　論理学Ⅰ/Ⅱ 論理学Ⅰ/Ⅱ
　東洋史Ⅰ/Ⅱ 東洋史Ⅰ/Ⅱ
　西洋史Ⅰ/Ⅱ 西洋史Ⅰ/Ⅱ
　日本史Ⅰ/Ⅱ 日本史Ⅰ/Ⅱ
　宗教論Ⅰ/Ⅱ 宗教論Ⅰ/Ⅱ
　芸術A 芸術Ⅰ
　芸術B 芸術Ⅱ
　日本文学と文化LA/LC/LE/LG　◇ 文学Ⅰ
　日本文学と文化LB/LD/LF/LH　◇ 文学Ⅱ
　外国文学と文化LA/LC/LE　◇ 文学Ⅰ
　外国文学と文化LB/LD/LF　◇ 文学Ⅱ
　文学と社会LA/LC/LE　◇ 文学Ⅰ
　文学と社会LB/LD/LF　◇ 文学Ⅱ
　音声学L　◇ ※1
　哲学LⅠ/LⅡ　◇ 哲学Ⅰ/Ⅱ
　倫理学LⅠ/LⅡ　◇ 倫理学Ⅰ/Ⅱ
　論理学LⅠ/LⅡ　◇ 論理学Ⅰ/Ⅱ
　東洋史LⅠ/LⅡ　◇ 東洋史Ⅰ/Ⅱ
　西洋史LA　◇ 西洋史Ⅰ
　西洋史LB　◇ 西洋史Ⅱ
　日本史LⅠ/LⅡ　◇ 日本史Ⅰ/Ⅱ
　宗教論LⅠ/LⅡ　◇ 宗教論Ⅰ/Ⅱ
　法学Ⅰ/Ⅱ 法学Ⅰ/Ⅱ
　法学(日本国憲法) 法学(日本国憲法)
　経済学Ⅰ/Ⅱ 経済学Ⅰ/Ⅱ
　心理学Ⅰ/Ⅱ 心理学Ⅰ/Ⅱ
　地理学Ⅰ/Ⅱ 地理学Ⅰ/Ⅱ
　政治学Ⅰ/Ⅱ 政治学Ⅰ/Ⅱ
　社会学Ⅰ/Ⅱ 社会学Ⅰ/Ⅱ
　文化人類学　◇ 文化人類学Ⅰ
　社会思想Ⅰ/Ⅱ 社会思想Ⅰ/Ⅱ
　経済学LA　◇ 経済学Ⅰ
　経済学LB　◇ 経済学Ⅱ
　心理学LA　◇ 心理学Ⅰ
　心理学LB　◇ 心理学Ⅱ
　地理学LA/LC　◇ 地理学Ⅰ
　地理学LB/LD　◇ 地理学Ⅱ
　政治学LA　◇ 政治学Ⅰ
　政治学LB　◇ 政治学Ⅱ
　社会学LA/LC　◇ 社会学Ⅰ
　社会学LB/LD　◇ 社会学Ⅱ
　文化人類学L　◇ 文化人類学Ⅱ
　社会思想LA　◇ 社会思想Ⅰ
　社会思想LB　◇ 社会思想Ⅱ
　教養数学A 教養数学A
  教養数学B 教養数学B
　基礎数学Ⅰ/Ⅱ 基礎数学Ⅰ/Ⅱ
　入門物理学A　◇ 原子から宇宙までＩ
　入門物理学B　◇ 原子から宇宙までⅡ
　入門生物学A　◇ 生命科学Ｉ/Ⅱ
　入門生物学B　◇ 生命科学Ｉ/Ⅱ
　入門化学A　◇ 物質と環境Ｉ
　入門化学B　◇ 物質と環境Ⅱ
　サイエンス・ラボA サイエンス・ラボA
　サイエンス・ラボB サイエンス・ラボB
　天文学A 天文学Ⅰ
　天文学B 天文学Ⅱ
　科学史A 科学史Ⅰ
　科学史B 科学史Ⅱ
　数学特講LA　◇ 教養数学A
　数学特講LB　◇ 教養数学B
　発展数学LⅠ/LⅡ　◇ 発展数学Ⅰ/Ⅱ
　教養物理学LA　◇ 原子から宇宙までＩ
　教養物理学LB　◇ 原子から宇宙までⅡ
　教養生物学LB/LD/LF　◇ 生命科学Ｉ
　教養生物学LA/LC/LE　◇ 生命科学Ⅱ
　教養化学LA　◇ 物質と環境Ｉ
　教養化学LB　◇ 物質と環境Ⅱ

必修 　スポーツ総合演習
選択 　スポーツ総合演習S　◇

　健康の科学LA　◇　
　健康の科学LB　◇

2017年度以降入学生

基盤

2016年度以前入学生
備考

0群

科目配置

※1選択必修

リベラル 選択必修

0群
基盤 選択

リベラル 選択

5群
基盤 5群 　スポーツ総合演習

リベラル 選択 0群 ※1

１群 １群

3群 3群

リベラル 選択必修

2群

リベラル 選択必修

基盤 選択必修

2群

基盤 選択必修
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群 必修選択 授　業　科　目 群 授　業　科　目

2017年度以降入学生 2016年度以前入学生
備考

科目配置

　ドイツの文化と社会LA　◇ ドイツの文化と社会Ⅰ
　ドイツの文化と社会LB　◇ ドイツの文化と社会Ⅱ
　ドイツ語の世界LA　◇
　ドイツ語の世界LB　◇
　フランスの文化と社会LA　◇ フランスの文化と社会Ｉ
　フランスの文化と社会LB　◇ フランスの文化と社会Ⅱ
　フランス語の世界LA　◇
　フランス語の世界LB　◇
　フランス生活文化論LA
　フランス生活文化論LB　
　ロシアの文化と社会LA　◇ ロシアの文化と社会Ｉ
　ロシアの文化と社会LB　◇ ロシアの文化と社会Ⅱ
　ロシア語の世界LA　◇
　ロシア語の世界LB　◇
　中国の文化と社会LA/LC　◇ 中国の文化と社会Ｉ
　中国の文化と社会LB/LD　◇ 中国の文化と社会Ⅱ
　中国語の世界LA　◇
　中国語の世界LB　◇
　スペイン語の世界LA　◇
　スペイン語の世界LB　◇
　朝鮮の文化と社会LA　◇ 朝鮮の文化と社会Ｉ
　朝鮮の文化と社会LB　◇ 朝鮮の文化と社会Ⅱ
　日本の文化と社会LA　◇ 日本の文化と社会Ｉ
　日本の文化と社会LB　◇ 日本の文化と社会Ⅱ
　日本語の世界LA　◇
　日本語の世界LB　◇
　English1－Ⅰ/Ⅱ English1－Ⅰ/Ⅱ
　English2－Ⅰ/Ⅱ English2－Ⅰ/Ⅱ
　入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ 入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ
  Oral CommunicationⅠ/Ⅱ  Oral CommunicationⅠ/Ⅱ
  English through Movies and DramaⅠ/Ⅱ  English through Movies and DramaⅠ/Ⅱ
 TOEIC(R)Ⅰ/Ⅱ TOEIC(R)Ⅰ/Ⅱ
  英検準備Ⅰ/Ⅱ  英検準備Ⅰ/Ⅱ
  Business CommuniationⅠ/Ⅱ  Business CommuniationⅠ/Ⅱ
  Computer Assisted English LearningⅠ/Ⅱ  Computer Assisted English LearningⅠ/Ⅱ
　ドイツ語1-Ⅰ/Ⅱ ドイツ語1-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語3-Ⅰ/Ⅱ ドイツ語3-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ　 ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ
　入門ドイツ語(SSI)Ⅰ/Ⅱ　◇ スポーツ・ドイツ語Ｉ/Ⅱ
　検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ
　ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ
　時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ
　フランス語1-Ⅰ/Ⅱ フランス語1-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語2-Ⅰ/Ⅱ フランス語2-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語3-Ⅰ/Ⅱ フランス語3-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語視聴覚(入門)Ⅰ/Ⅱ　◇ フランス語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　フランス語視聴覚(初･中級)Ⅰ/Ⅱ　◇ フランス語視聴覚Ⅲ/Ⅳ

スポーツ・フランス語I/Ⅱ 2017年度で閉講
観光フランス語I/Ⅱ 2017年度で閉講

　フランス語コミュニケーション(初級)Ⅰ/Ⅱ　◇ フランス語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　時事フランス語Ⅰ/Ⅱ 時事フランス語Ｉ/Ⅱ
　検定フランス語(初級)Ⅰ/Ⅱ　◇ 検定フランス語Ｉ/Ⅱ
　情報フランス語Ⅰ/Ⅱ 情報フランス語Ｉ/Ⅱ
　ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ
　ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ
　ロシア語3-Ⅰ/Ⅱ ロシア語3-Ⅰ/Ⅱ
　中国語1-Ⅰ/Ⅱ 中国語1-Ⅰ/Ⅱ
　中国語2-Ⅰ/Ⅱ 中国語2-Ⅰ/Ⅱ
　中国語3-Ⅰ/Ⅱ 中国語3-Ⅰ/Ⅱ
　中国語視聴覚初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　中国語作文初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語表現法Ｉ/Ⅱ
　中国語コミュニケーション基礎Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　中国語コミュニケーション初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　資格中国語初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 検定中国語Ｉ/Ⅱ
　スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ
　スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ
　スペイン語3-Ⅰ/Ⅱ スペイン語3-Ⅰ/Ⅱ
　時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ　 時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ　

スペイン語講読Ｉ/Ⅱ ※2
　スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ
　朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ 朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ 朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語3-Ⅰ/Ⅱ 朝鮮語3-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語3C（コミュニケーション）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　朝鮮語4B（視聴覚）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　朝鮮語5A（購読）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語講読Ｉ/Ⅱ
　朝鮮語5B（表現法）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語表現法Ｉ/Ⅱ
　日本語1-Ⅰ/Ⅱ 日本語1-Ⅰ/Ⅱ
　日本語2-Ⅰ/Ⅱ 日本語2-Ⅰ/Ⅱ
　日本語3-Ⅰ/Ⅱ 日本語3-Ⅰ/Ⅱ
　日本語4-Ⅰ/Ⅱ 日本語4-Ⅰ/Ⅱ

選択 日本語コミュニケーションＩ/Ⅱ ※2
※1・・・2017年度以降入学生のみ履修可
※2・・・2016年度以前入学生のみ履修可
※3・・・2016年度以前入学生は、0群科目として履修
※4･･･2016年度以前入学生は、総合科目として履修
◇･･･2017年度以降入学生と2016年度以前入学生で科目名が異なるもの。

日
本
語

外
　
国
　
語
　
科
　
目 必修

選択

選択
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フ
ラ
ン
ス
語
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中
国
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シ
ア
語
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ス
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イ
ン
語
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英
語
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４群
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選択必修
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語

必修
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リベラル 選択

※4

※1
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※1
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4.6 ILAC（アイラック）科目４群（外国語）（2017 年度以降入学者） 
4 群には、(1)必修外国語と、(2)4 群選択科目があります。 

 
（１）－１ 必修外国語 

必修外国語は以下のとおり履修します。入学時に選択した諸外国語を変更することはできません。 
  

 1 年 2 年 合計 
英語 4 単位 0 単位 4 単位 

諸外国語 4 単位 2 単位 6 単位 
合計 8 単位 2 単位 10 単位

 
履修するクラスは以下の通りです。 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
英語 English1-I/II 月曜１時限 英語１～６組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
月曜２時限 英語７～12 組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
English2-I/II 木曜１時限 英語７～12 組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
木曜２時限 英語１～６組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
諸外国語 ○○語 1-I/II 月曜１時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 

月曜２時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 
○○語 2-I/II 木曜１時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 

木曜２時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明します。 
 
２年 

  

英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
 
諸外国語 

 
○○語 3-I/II 

 
水曜５限 

 
全クラス 

 
春学期・秋学期 

※朝鮮語選択の学生は、「朝鮮語 3-Ⅰ」と「朝鮮語 3-Ⅱ」または、「朝鮮語 3Ｃ-Ⅰ」と「朝鮮語 3Ｃ-Ⅱ」を履修してください。 

 

 

（１）－２ 留学生の必修外国語 

留学生入試で入学した留学生は、以下のパターンになります。入学時に選択した諸外国語および履修パターンを変

更することはできません。 
 
 

留学生非英語圏パターン    留学生英語圏パターン   

 1 年 2 年 合計 1 年 2 年 合計  
日本語 4 単位 4 単位 8 単位 4 単位 4 単位 8 単位  
英語 2 単位 0 単位 2 単位 0 単位 0 単位 0 単位  

諸外国語 0 単位 0 単位 0 単位 2 単位 0 単位 2 単位  
合計 6 単位 4 単位 10 単位 6 単位 4 単位 10 単位  

            ※英語を母語とする国からの留学生は、「留学生英語圏パターン」で履修。 
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＜留学生非英語圏パターン＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
日本語 日本語 1-I・II 火曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 2-I・II 火曜４時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語 English1-I 月曜１時限または月曜２時限 全クラス 春学期のみ 

English2-I 木曜１時限または木曜２時限 全クラス 春学期のみ 
諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます（一部科目を除き、２年次以上）。 
２年     
日本語 日本語 3-I・II 水曜１時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 4-I・II 木曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語・諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明いたします。 
＜留学生英語圏パターン＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
日本語 日本語 1-I・II 火曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 2-I・II 火曜４時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます（２年次以上）。 
諸外国語 ○○語 1-I 月曜１時限または月曜２時限 全クラス 春学期のみ 

○○語 2-I 木曜１時限または木曜２時限 全クラス 春学期のみ 
２年     
日本語 日本語 3-I・II 水曜１時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 4-I・II 木曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語・諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
 
（２）－１ ４群「選択英語」について 

２年次以降で、より特化した内容で英語を勉強したい学生のために、次の「選択英語」の各科目が設けられていま

す。 
① 「選択英語」は、履修登録時に指定すれば、必修英語科目の単位に代替することができます。 

（必修英語科目の再履修の場合のみ） 

② 履修希望者は、最初の授業に出席し、担当教員より履修の許可を受けてください。 
③ テキストは、担当教員より履修の許可を得てから購入してください。 

科目 種目 単位
履修 

年次 
開講数 開講セメスター 連続 重複

選
択
英
語 

Oral Communication Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

Oral Communication Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

English through Movies and Drama Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

English through Movies and Drama Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

TOEIC(R) Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

TOEIC(R) Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

英検準備 Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

英検準備 Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

Business Communication Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

Business Communication Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

Computer Assisted English Learning Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

Computer Assisted English Learning Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

＜用語説明＞ 
【連続】：前年度までに履修して、単位を修得した科目をもう一度履修すること。 
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。 
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4.6 ILAC（アイラック）科目４群（外国語）（2017 年度以降入学者） 
4 群には、(1)必修外国語と、(2)4 群選択科目があります。 

 
（１）－１ 必修外国語 

必修外国語は以下のとおり履修します。入学時に選択した諸外国語を変更することはできません。 
  

 1 年 2 年 合計 
英語 4 単位 0 単位 4 単位 

諸外国語 4 単位 2 単位 6 単位 
合計 8 単位 2 単位 10 単位

 
履修するクラスは以下の通りです。 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
英語 English1-I/II 月曜１時限 英語１～６組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
月曜２時限 英語７～12 組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
English2-I/II 木曜１時限 英語７～12 組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
木曜２時限 英語１～６組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
諸外国語 ○○語 1-I/II 月曜１時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 

月曜２時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 
○○語 2-I/II 木曜１時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 

木曜２時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明します。 
 
２年 

  

英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
 
諸外国語 

 
○○語 3-I/II 

 
水曜５限 

 
全クラス 

 
春学期・秋学期 

※朝鮮語選択の学生は、「朝鮮語 3-Ⅰ」と「朝鮮語 3-Ⅱ」または、「朝鮮語 3Ｃ-Ⅰ」と「朝鮮語 3Ｃ-Ⅱ」を履修してください。 

 

 

（１）－２ 留学生の必修外国語 

留学生入試で入学した留学生は、以下のパターンになります。入学時に選択した諸外国語および履修パターンを変

更することはできません。 
 
 

留学生非英語圏パターン    留学生英語圏パターン   

 1 年 2 年 合計 1 年 2 年 合計  
日本語 4 単位 4 単位 8 単位 4 単位 4 単位 8 単位  
英語 2 単位 0 単位 2 単位 0 単位 0 単位 0 単位  

諸外国語 0 単位 0 単位 0 単位 2 単位 0 単位 2 単位  
合計 6 単位 4 単位 10 単位 6 単位 4 単位 10 単位  

            ※英語を母語とする国からの留学生は、「留学生英語圏パターン」で履修。 
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＜留学生非英語圏パターン＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
日本語 日本語 1-I・II 火曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 2-I・II 火曜４時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語 English1-I 月曜１時限または月曜２時限 全クラス 春学期のみ 

English2-I 木曜１時限または木曜２時限 全クラス 春学期のみ 
諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます（一部科目を除き、２年次以上）。 
２年     
日本語 日本語 3-I・II 水曜１時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 4-I・II 木曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語・諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明いたします。 
＜留学生英語圏パターン＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
日本語 日本語 1-I・II 火曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 2-I・II 火曜４時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます（２年次以上）。 
諸外国語 ○○語 1-I 月曜１時限または月曜２時限 全クラス 春学期のみ 

○○語 2-I 木曜１時限または木曜２時限 全クラス 春学期のみ 
２年     
日本語 日本語 3-I・II 水曜１時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 4-I・II 木曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語・諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
 
（２）－１ ４群「選択英語」について 

２年次以降で、より特化した内容で英語を勉強したい学生のために、次の「選択英語」の各科目が設けられていま

す。 
① 「選択英語」は、履修登録時に指定すれば、必修英語科目の単位に代替することができます。 

（必修英語科目の再履修の場合のみ） 

② 履修希望者は、最初の授業に出席し、担当教員より履修の許可を受けてください。 
③ テキストは、担当教員より履修の許可を得てから購入してください。 

科目 種目 単位
履修 

年次 
開講数 開講セメスター 連続 重複

選
択
英
語 

Oral Communication Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

Oral Communication Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

English through Movies and Drama Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

English through Movies and Drama Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

TOEIC(R) Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

TOEIC(R) Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

英検準備 Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

英検準備 Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

Business Communication Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

Business Communication Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

Computer Assisted English Learning Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

Computer Assisted English Learning Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

＜用語説明＞ 
【連続】：前年度までに履修して、単位を修得した科目をもう一度履修すること。 
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。 
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（２）－２ ４群「諸外国語」選択科目 

 必修の授業以外にＩＬＡＣ科目 4 群の中から以下の外国語選択科目が履修可能です。 

＜履修上の注意：諸外国語共通＞ 
春学期、秋学期を合わせて通年で履修（同一科目のⅠとⅡを連続して履修）することが原則となります。 

各科目（秋学期科目含む）とも、４月の春学期第１回目の授業に出席し、担当教員から受講許可を得てください。

選抜を行う場合もあります。受講が許可された場合のみ履修登録が可能です。Ⅱ（秋学期）のみを履修する授業

であっても、そのⅡに対応するⅠの科目の４月の春学期第１回目の授業に出席し、受講許可を得て、９月に履修

登録を行ってください。受講許可を得る時には、必ず同一科目をⅠ･Ⅱ（春学期＋秋学期）とも履修するのか、

それともⅠ（春学期）あるいはⅡ（秋学期）のみ履修するのかを、４月の春学期第１回目の授業に出席し、担当

教員に申し出てください。 

 

 
科目名 単位 定員 履修年次 備考 

ド
イ
ツ
語 

ドイツ語コミュニケーション I/II 各 1 20 2～4 
 

ドイツ語表現法 I/II 各 1 20 2～4 

ドイツ語視聴覚 I/II 各 1 30 2～4 

時事ドイツ語 I/II 各 1 30 2～4 

検定ドイツ語 I/II 各 1 30 2～4 

入門ドイツ語（SSI）I/II 各 1 30 1～4 
※SSI 所属学生のみ 
履修可 

フ
ラ
ン
ス
語 

フランス語コミュニケーション（初級）I/II 各 1 30 2～4 
 

フランス語視聴覚（入門）I/II 各 1 30 1～4 

フランス語視聴覚（初・中級）I/II 各 1 30 2～4 

時事フランス語 I/II 各 1 30 2～4 

検定フランス語（初級）I/II 各 1 30 2～4 

情報フランス語 I/II ※2018 年度休講 各 1 30 2～4 

中
国
語 

中国語作文初級 I/II 各 1 15 2～4 
 

中国語視聴覚初級 I/II 各 1 35 2～4 

中国語コミュニケーション基礎 I/II 各 1 20 1～4 

中国語コミュニケーション初級 I/II 各 1 20 2～4 

資格中国語初級 I/II 各 1 40 2～4 
 

ス
ペ
イ
ン
語

スペイン語コミュニケーション I/II 各 1 30 2～4 
 

時事スペイン語 I/II 各 1 30 2～4 

朝
鮮
語 

朝鮮語 4B-Ⅰ/Ⅱ（視聴覚） 各 1 30 2～4 
 

朝鮮語 5A-Ⅰ/Ⅱ（講読） 各 1 30 3～4 

朝鮮語 5B-Ⅰ/Ⅱ（表現法） 各 1 30 3～4 
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（３）必修外国語科目の再履修について 

必修外国語の再履修方法は以下のとおりです。前年度までに、春学期科目（○○語 1-I）を修得できなかった場合

は春学期科目を、秋学期科目（○○語 1- II）を修得できなかった場合は秋学期科目を再履修してください。 

 

＜用語説明＞ 
【代替】：特定の科目の代わりとして履修すること。 

必修科目の代替として履修した場合、各種証明書・通知書では、「○○語４－Ⅰ」のように必修科目の科目名で表示
されます。 

（例）英検準備Ⅰを履修し、English1-I に代替した場合 

  →各種証明書・通知書では、「English1-I」と記載され４群必修の単位となります。 

 
   英検準備Ⅰを履修し、English1-I に代替しない場合 

  →各種証明書・通知書では、「英検準備Ⅰ」と記載され４群選択の単位となります。 
 
 

１年次科目 再履修する科目名 再履修方法

英語 English1-I/II 
English2-I/II 

１つの科目につき、下記を選択。 
・４群「選択英語」（P.61参照）を英語必修科目の代替として履修。 

諸外国語 ドイツ語 1-I/II 
ドイツ語 2-I/II 
フランス語 1-I/II 
フランス語 2-I/II 
ロシア語 1-I/II 
ロシア語 2-I/II 
スペイン語 1-I/II 
スペイン語 2-I/II 

１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・1 年次のクラス授業を履修。 
・○○語補講１-I・II、○○語補講 2-I・II を履修。 
 
※いずれの場合も春学期科目（○○語 1-I または 2-I）を修得できなかった場

合は春学期科目を、秋学期科目（○○語 1- II または 2-II）を修得できなか

った場合は秋学期科目を履修すること。 

中国語 1-I/II 
中国語 2-I/II P.64「中国語１－Ⅰ/Ⅱ、中国語２－Ⅰ/Ⅱの再履修の方法について」を参照。

朝鮮語 1-I/II 
朝鮮語 2-I/II 
日本語 1-I/II 
日本語 2-I/II 

1 年次のクラス授業を履修。 

 
 
２年次科目 

 
 
再履修する科目名 

 
 

再履修方法 
英語 必修科目はありません。 
諸外国語 ○○語 3-I/II １つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 

・ 2年次のクラス授業を履修（自分のクラスでなくても可）。 
・ 「○○語補講」で履修する場合（フランス語・中国語・スペイン語のみ） 

ＩＬＡＣ科目時間割表より「フランス語３-Ⅰ／Ⅱ（補講）」、「中国語３-
Ⅰ／Ⅱ（補講）」、「スペイン語３-Ⅰ／Ⅱ（補講）」を探して履修してくだ

さい。 
 

※補講クラスの 2019 年度の開講は、変更になる場合もあります。必ず 2019
年度履修の手引きを確認してください。 
◇◆注意「中国語３Ⅰ/Ⅱ」について◆◇ 
2019 年度より、「中国語３Ⅰ/Ⅱ」の再履修⽅法は、 
「補講クラス受講」のみ（「中国語３Ⅰ／Ⅱ（補講）」を受講）となります。 
2019 年度より、「クラス授業で再履修する」⽅法をとることはできません。 
⼗分注意してください。 
※春学期科目（○○語 3-I）を修得できなかった場合は春学期科目を、秋学期

科目（○○語 3- II）を修得できなかった場合は秋学期科目を履修すること。

※朝鮮語は、「朝鮮語 3Ｃ-Ⅰ」と「朝鮮語 3Ｃ-Ⅱ」も履修可。 
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（２）－２ ４群「諸外国語」選択科目 

 必修の授業以外にＩＬＡＣ科目 4 群の中から以下の外国語選択科目が履修可能です。 

＜履修上の注意：諸外国語共通＞ 
春学期、秋学期を合わせて通年で履修（同一科目のⅠとⅡを連続して履修）することが原則となります。 

各科目（秋学期科目含む）とも、４月の春学期第１回目の授業に出席し、担当教員から受講許可を得てください。

選抜を行う場合もあります。受講が許可された場合のみ履修登録が可能です。Ⅱ（秋学期）のみを履修する授業

であっても、そのⅡに対応するⅠの科目の４月の春学期第１回目の授業に出席し、受講許可を得て、９月に履修

登録を行ってください。受講許可を得る時には、必ず同一科目をⅠ･Ⅱ（春学期＋秋学期）とも履修するのか、

それともⅠ（春学期）あるいはⅡ（秋学期）のみ履修するのかを、４月の春学期第１回目の授業に出席し、担当

教員に申し出てください。 

 

 
科目名 単位 定員 履修年次 備考 

ド
イ
ツ
語 

ドイツ語コミュニケーション I/II 各 1 20 2～4 
 

ドイツ語表現法 I/II 各 1 20 2～4 

ドイツ語視聴覚 I/II 各 1 30 2～4 

時事ドイツ語 I/II 各 1 30 2～4 

検定ドイツ語 I/II 各 1 30 2～4 

入門ドイツ語（SSI）I/II 各 1 30 1～4 
※SSI 所属学生のみ 
履修可 

フ
ラ
ン
ス
語 

フランス語コミュニケーション（初級）I/II 各 1 30 2～4 
 

フランス語視聴覚（入門）I/II 各 1 30 1～4 

フランス語視聴覚（初・中級）I/II 各 1 30 2～4 

時事フランス語 I/II 各 1 30 2～4 

検定フランス語（初級）I/II 各 1 30 2～4 

情報フランス語 I/II ※2018 年度休講 各 1 30 2～4 

中
国
語 

中国語作文初級 I/II 各 1 15 2～4 
 

中国語視聴覚初級 I/II 各 1 35 2～4 

中国語コミュニケーション基礎 I/II 各 1 20 1～4 

中国語コミュニケーション初級 I/II 各 1 20 2～4 

資格中国語初級 I/II 各 1 40 2～4 
 

ス
ペ
イ
ン
語

スペイン語コミュニケーション I/II 各 1 30 2～4 
 

時事スペイン語 I/II 各 1 30 2～4 

朝
鮮
語 

朝鮮語 4B-Ⅰ/Ⅱ（視聴覚） 各 1 30 2～4 
 

朝鮮語 5A-Ⅰ/Ⅱ（講読） 各 1 30 3～4 

朝鮮語 5B-Ⅰ/Ⅱ（表現法） 各 1 30 3～4 
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（３）必修外国語科目の再履修について 

必修外国語の再履修方法は以下のとおりです。前年度までに、春学期科目（○○語 1-I）を修得できなかった場合

は春学期科目を、秋学期科目（○○語 1- II）を修得できなかった場合は秋学期科目を再履修してください。 

 

＜用語説明＞ 
【代替】：特定の科目の代わりとして履修すること。 

必修科目の代替として履修した場合、各種証明書・通知書では、「○○語４－Ⅰ」のように必修科目の科目名で表示
されます。 

（例）英検準備Ⅰを履修し、English1-I に代替した場合 

  →各種証明書・通知書では、「English1-I」と記載され４群必修の単位となります。 

 
   英検準備Ⅰを履修し、English1-I に代替しない場合 

  →各種証明書・通知書では、「英検準備Ⅰ」と記載され４群選択の単位となります。 
 
 

１年次科目 再履修する科目名 再履修方法

英語 English1-I/II 
English2-I/II 

１つの科目につき、下記を選択。 
・４群「選択英語」（P.61参照）を英語必修科目の代替として履修。 

諸外国語 ドイツ語 1-I/II 
ドイツ語 2-I/II 
フランス語 1-I/II 
フランス語 2-I/II 
ロシア語 1-I/II 
ロシア語 2-I/II 
スペイン語 1-I/II 
スペイン語 2-I/II 

１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・1 年次のクラス授業を履修。 
・○○語補講１-I・II、○○語補講 2-I・II を履修。 
 
※いずれの場合も春学期科目（○○語 1-I または 2-I）を修得できなかった場

合は春学期科目を、秋学期科目（○○語 1- II または 2-II）を修得できなか

った場合は秋学期科目を履修すること。 

中国語 1-I/II 
中国語 2-I/II P.64「中国語１－Ⅰ/Ⅱ、中国語２－Ⅰ/Ⅱの再履修の方法について」を参照。

朝鮮語 1-I/II 
朝鮮語 2-I/II 
日本語 1-I/II 
日本語 2-I/II 

1 年次のクラス授業を履修。 

 
 
２年次科目 

 
 
再履修する科目名 

 
 

再履修方法 
英語 必修科目はありません。 
諸外国語 ○○語 3-I/II １つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 

・ 2年次のクラス授業を履修（自分のクラスでなくても可）。 
・ 「○○語補講」で履修する場合（フランス語・中国語・スペイン語のみ） 

ＩＬＡＣ科目時間割表より「フランス語３-Ⅰ／Ⅱ（補講）」、「中国語３-
Ⅰ／Ⅱ（補講）」、「スペイン語３-Ⅰ／Ⅱ（補講）」を探して履修してくだ

さい。 
 

※補講クラスの 2019 年度の開講は、変更になる場合もあります。必ず 2019
年度履修の手引きを確認してください。 
◇◆注意「中国語３Ⅰ/Ⅱ」について◆◇ 
2019 年度より、「中国語３Ⅰ/Ⅱ」の再履修⽅法は、 
「補講クラス受講」のみ（「中国語３Ⅰ／Ⅱ（補講）」を受講）となります。 
2019 年度より、「クラス授業で再履修する」⽅法をとることはできません。 
⼗分注意してください。 
※春学期科目（○○語 3-I）を修得できなかった場合は春学期科目を、秋学期

科目（○○語 3- II）を修得できなかった場合は秋学期科目を履修すること。

※朝鮮語は、「朝鮮語 3Ｃ-Ⅰ」と「朝鮮語 3Ｃ-Ⅱ」も履修可。 
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学部‐(63)



 
 
＜中国語１・２の再履修の方法について＞ 

「中国語１-Ⅰ」「中国語１-Ⅱ」「中国語２-Ⅰ」「中国語２-Ⅱ」のいずれかを再履修する場合は、以下のパターンにしたがって受

講してください。中国語１と中国語２はリレー方式で授業を行うため、このパターンに合わない方法で受講すると、試験などで不

利になることがあります。 

■中国語の単位修得状況と再履修パターンの対照表 

自分の単位修得状況が以下のどれに当てはまるかをよく確認して、Ａ～Ｈのうち該当するパターンで受講してください。 

↓たて方向に見て、自分がどのパターンなのか確認してください。↓ 

「－」は単位修得済み（合格）、「再履」は単位未修得（不合格＝再履修） 

中国語１-Ⅰ（春学期） 再履 - - - 再履 - - 再履 再履 - 再履 再履 再履 - 再履

中国語１-Ⅱ（秋学期） - 再履 - - 再履 - 再履 - - 再履 再履 再履 - 再履 再履

中国語２-Ⅰ（春学期） - - 再履 - - 再履 再履 - 再履 - 再履 - 再履 再履 再履

中国語２-Ⅱ（秋学期） - - - 再履 - 再履 - 再履 - 再履 - 再履 再履 再履 再履

 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

再履修のパターン→ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｆ Ｇ Ｈ

 

 

 

学部‐(75) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

■再履修の方法（Ａ～Ｈパターン） 

「中国語 1-Ⅰ/Ⅱ（補講）」、「中国語２-Ⅰ/Ⅱ（補講）」は、以下のとおり、開講学期、科目名称に注意して受講して
ください。 

Ａ 

【春学期】 「中国語１-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅰ（補講）」、 

「中国語２-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅰ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｂ 

【秋学期】 「中国語１-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅱ（補講）」、 

「中国語２-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅱ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｃ 

【春学期】 「中国語１-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅰ（補講）」、 

「中国語２-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅰ（補講）」を履修すること  

【秋学期】 「中国語１-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅱ（補講）」、 

「中国語２-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅱ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。  

Ｄ 

【春学期】 クラス授業を受講すること 

クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わせを選び、受講する（自分のクラ

スでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

Ｅ 

 

【秋学期】 クラス授業を受講すること 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」の組み合わせを選び、受講する（自分クラス

でなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

Ｆ 

【春学期】 クラス授業を受講すること 

クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わせを選び、受講する（自分のクラ

スでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

【秋学期】 「中国語１-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅱ（補講）」、 

「中国語２-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅱ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｇ 

【春学期】 「中国語１-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅰ（補講）」、 

「中国語２-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅰ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

【秋学期】 クラス授業を受講すること 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」の組み合わせを選び、受講する（自分のクラ

スでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

Ｈ 

【春学期】 クラス授業を受講すること 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わせを選び、受講する（自分のクラ

スでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

【秋学期】 クラス授業を受講すること 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」を選び、受講する（自分のクラスでなくても

可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

 
 
 

学部‐(64)



 
 
＜中国語１・２の再履修の方法について＞ 

「中国語１-Ⅰ」「中国語１-Ⅱ」「中国語２-Ⅰ」「中国語２-Ⅱ」のいずれかを再履修する場合は、以下のパターンにしたがって受

講してください。中国語１と中国語２はリレー方式で授業を行うため、このパターンに合わない方法で受講すると、試験などで不

利になることがあります。 

■中国語の単位修得状況と再履修パターンの対照表 

自分の単位修得状況が以下のどれに当てはまるかをよく確認して、Ａ～Ｈのうち該当するパターンで受講してください。 

↓たて方向に見て、自分がどのパターンなのか確認してください。↓ 

「－」は単位修得済み（合格）、「再履」は単位未修得（不合格＝再履修） 

中国語１-Ⅰ（春学期） 再履 - - - 再履 - - 再履 再履 - 再履 再履 再履 - 再履

中国語１-Ⅱ（秋学期） - 再履 - - 再履 - 再履 - - 再履 再履 再履 - 再履 再履

中国語２-Ⅰ（春学期） - - 再履 - - 再履 再履 - 再履 - 再履 - 再履 再履 再履

中国語２-Ⅱ（秋学期） - - - 再履 - 再履 - 再履 - 再履 - 再履 再履 再履 再履

 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

再履修のパターン→ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｆ Ｇ Ｈ

 

 

 

学部‐(75) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

■再履修の方法（Ａ～Ｈパターン） 

「中国語 1-Ⅰ/Ⅱ（補講）」、「中国語２-Ⅰ/Ⅱ（補講）」は、以下のとおり、開講学期、科目名称に注意して受講して
ください。 

Ａ 

【春学期】 「中国語１-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅰ（補講）」、 

「中国語２-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅰ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｂ 

【秋学期】 「中国語１-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅱ（補講）」、 

「中国語２-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅱ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｃ 

【春学期】 「中国語１-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅰ（補講）」、 

「中国語２-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅰ（補講）」を履修すること  

【秋学期】 「中国語１-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅱ（補講）」、 

「中国語２-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅱ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。  

Ｄ 

【春学期】 クラス授業を受講すること 

クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わせを選び、受講する（自分のクラ

スでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

Ｅ 

 

【秋学期】 クラス授業を受講すること 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」の組み合わせを選び、受講する（自分クラス

でなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

Ｆ 

【春学期】 クラス授業を受講すること 

クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わせを選び、受講する（自分のクラ

スでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

【秋学期】 「中国語１-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅱ（補講）」、 

「中国語２-Ⅱ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅱ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｇ 

【春学期】 「中国語１-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語１-Ⅰ（補講）」、 

「中国語２-Ⅰ」を再履修する場合は「中国語２-Ⅰ（補講）」を履修すること 

履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

【秋学期】 クラス授業を受講すること 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」の組み合わせを選び、受講する（自分のクラ

スでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

Ｈ 

【春学期】 クラス授業を受講すること 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わせを選び、受講する（自分のクラ

スでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 

【秋学期】 クラス授業を受講すること 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」を選び、受講する（自分のクラスでなくても

可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 

例）１年 A～Ｃ組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～Ｃ組の授業を受講する。 
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4.7 ILAC（アイラック）科目５群（体育科目）の履修について 

 

a. 科目名・履修年次・単位 

科目名（系列） 履修年次 単位  

（必修科目） 

スポーツ総合演習 

原則として

1 年次に履修
２単位 ３年次修了までに必ず修得する必要があります。

（選択科目） 

＜2017 年度以降入学生＞ 

スポーツ総合演習Ｓ 

＜2016 年度以前入学生＞ 

スポーツ総合演習 

1～4 年次 ２単位

必修ではありません。２単位まで履修できます。 

修得した単位は ILAC 科目／基礎科目の単位とし

て卒業所要単位に計上されます。 

b. 内容 

体育についての演習（講義および実技） 

c. 授業形態・実施場所・期間 

通常授業か集中授業のいずれかで受講します。詳細を保健体育ガイダンスで説明します。 

授業形態 授業期間 種目 場所 

通常授業 春学期または秋学期 複数の種目の複合
①市ケ谷総合体育館 

②富士見坂体育館 

集中授業 夏季休業期間中の４日間 複数の種目の複合

①市ケ谷総合体育館 

②富士見坂体育館 

③多摩体育施設（法学部生以外の

再履修クラスのみ） 

 

d. 保健体育ガイダンス（保健体育時間割の説明・受講授業の決定・仮登録） 

対象 内容 日時 場所 

２０１８年度 

入学生 
体育についての全体ガイダンス 
★全員必ず参加する 

学部ガイダンスで説明 
（日時・場所は入学時配布の「新入生諸連絡事項」を参照） 

２００８～２０１７年度

入学生 

必修科目の再履修ガイダンス 
★必修単位未修得者は必ず参加する

★再履修で集中授業を希望する者もこ

こに参加する 

３月２８日（水）１０時～ 
富士見ゲート 

G４０３ 

全入学年度 

共通 

選択科目のガイダンス 
★希望者のみ参加する 

４月５日(木)１７時３０分～ 
富士見ゲート 

G４０３ 

集中授業のガイダンス 
★希望者のみ参加する（再履修で集中

授業を希望する者は対象としない） 
４月６日（金）９時３０分～ 

富士見ゲート 

G４０３ 

 

 

 

 

 

学部‐(77) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

e. 履修登録(日時等詳細は学部ガイダンスで説明) 

①新入生の必修科目 

Webの申請画面に事前登録されるので各自でWeb履修登録を完了してください。 

 

②選択科目希望者と再履修対象者 

ガイダンスに参加して受講希望票を提出し、受講許可を得てから各自でWeb履修登録を完了してください。 

再履修で集中授業を希望する場合は、３月２８日（水）のガイダンスに参加の上、この②の方法でWeb履修登録を完

了してください。 

 

③集中授業希望者 

ガイダンスに参加して受講希望票を提出してください。事務処理が済み次第、Webの申請画面に事前登録されるの

で、各自でWeb履修登録を完了してください。 

f. 健康診断等 

大学実施の健康診断を必ず受けてください。 

g. 体育会入部者 

授業の受講に代えて、体育会の活動により、５群科目の必修単位を修得することができます。 

体育会活動による単位の修得は体育会での１年間の活動で２単位です。 

在学中に体育会活動によって修得できる単位の上限は２単位です。 

この制度を実施していない学部もあるので注意してください。 

春学期履修登録期間内（部員本人の所属学部の指示する日）に申請手続きが必要となりますので、

所属学部窓口に用意してある所定用紙に記入の上、提出してください。 

h. 連絡 

体育科目に関わる連絡は、市ヶ谷リベラルアーツセンター（ILAC）掲示板、保健体育センター掲示

板で行います。 

 

i.  心身の状態についての相談 

   体育の授業を履修するにあたり、心身の状態について心配があり、相談したいという場合は、保健体

育センターに問い合わせてください。 

 

※問い合わせ先 保健体育センター市ケ谷体育課：電話０３－３２６４－９５００ 

 

学部‐(66)



 

4.7 ILAC（アイラック）科目５群（体育科目）の履修について 

 

a. 科目名・履修年次・単位 

科目名（系列） 履修年次 単位  

（必修科目） 

スポーツ総合演習 

原則として

1 年次に履修
２単位 ３年次修了までに必ず修得する必要があります。

（選択科目） 

＜2017 年度以降入学生＞ 

スポーツ総合演習Ｓ 

＜2016 年度以前入学生＞ 

スポーツ総合演習 

1～4 年次 ２単位

必修ではありません。２単位まで履修できます。 

修得した単位は ILAC 科目／基礎科目の単位とし

て卒業所要単位に計上されます。 

b. 内容 

体育についての演習（講義および実技） 

c. 授業形態・実施場所・期間 

通常授業か集中授業のいずれかで受講します。詳細を保健体育ガイダンスで説明します。 

授業形態 授業期間 種目 場所 

通常授業 春学期または秋学期 複数の種目の複合
①市ケ谷総合体育館 

②富士見坂体育館 

集中授業 夏季休業期間中の４日間 複数の種目の複合

①市ケ谷総合体育館 

②富士見坂体育館 

③多摩体育施設（法学部生以外の

再履修クラスのみ） 

 

d. 保健体育ガイダンス（保健体育時間割の説明・受講授業の決定・仮登録） 

対象 内容 日時 場所 

２０１８年度 

入学生 
体育についての全体ガイダンス 
★全員必ず参加する 

学部ガイダンスで説明 
（日時・場所は入学時配布の「新入生諸連絡事項」を参照） 

２００８～２０１７年度

入学生 

必修科目の再履修ガイダンス 
★必修単位未修得者は必ず参加する

★再履修で集中授業を希望する者もこ

こに参加する 

３月２８日（水）１０時～ 
富士見ゲート 

G４０３ 

全入学年度 

共通 

選択科目のガイダンス 
★希望者のみ参加する 

４月５日(木)１７時３０分～ 
富士見ゲート 

G４０３ 

集中授業のガイダンス 
★希望者のみ参加する（再履修で集中

授業を希望する者は対象としない） 
４月６日（金）９時３０分～ 

富士見ゲート 

G４０３ 

 

 

 

 

 

学部‐(77) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

e. 履修登録(日時等詳細は学部ガイダンスで説明) 

①新入生の必修科目 

Webの申請画面に事前登録されるので各自でWeb履修登録を完了してください。 

 

②選択科目希望者と再履修対象者 

ガイダンスに参加して受講希望票を提出し、受講許可を得てから各自でWeb履修登録を完了してください。 

再履修で集中授業を希望する場合は、３月２８日（水）のガイダンスに参加の上、この②の方法でWeb履修登録を完

了してください。 

 

③集中授業希望者 

ガイダンスに参加して受講希望票を提出してください。事務処理が済み次第、Webの申請画面に事前登録されるの

で、各自でWeb履修登録を完了してください。 

f. 健康診断等 

大学実施の健康診断を必ず受けてください。 

g. 体育会入部者 

授業の受講に代えて、体育会の活動により、５群科目の必修単位を修得することができます。 

体育会活動による単位の修得は体育会での１年間の活動で２単位です。 

在学中に体育会活動によって修得できる単位の上限は２単位です。 

この制度を実施していない学部もあるので注意してください。 

春学期履修登録期間内（部員本人の所属学部の指示する日）に申請手続きが必要となりますので、

所属学部窓口に用意してある所定用紙に記入の上、提出してください。 

h. 連絡 

体育科目に関わる連絡は、市ヶ谷リベラルアーツセンター（ILAC）掲示板、保健体育センター掲示

板で行います。 

 

i.  心身の状態についての相談 

   体育の授業を履修するにあたり、心身の状態について心配があり、相談したいという場合は、保健体

育センターに問い合わせてください。 

 

※問い合わせ先 保健体育センター市ケ谷体育課：電話０３－３２６４－９５００ 
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4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

＜市ヶ谷基礎科目の履修（2016年度以前入学者）＞ 

4.1 市ヶ谷基礎科目の構成  

 市ヶ谷基礎科目は、0群～5群の科目群から構成されています。 

市ヶ谷基礎科目の授業の連絡等は、「市ヶ谷基礎科目掲示板」および「保健体育掲示板」で行なわれます。 

 

０群（導入） 

市ヶ谷基礎科目０群を開設する目的は、市ヶ谷基礎科目の１群から５群までの科目の履修を容易にするため、それ

らの導入部を学び、基本的な知識を備えるためです。 

「法政学への招待」、「法政学の探究Ａ・Ｂ」は法政大学の歴史と現状を知ることで、本学で学ぶことの意義を考え、

より深い理解を得るための科目です。 

「キャリアデザイン入門」「キャリアデザイン応用」は、「大学生が『就業力』を身につけるために、授業で何をど

のように学ぶべきか」を目的に編成された科目です。卒業後に働くことを考えたとき何を大学時代に学んでおけばい

いのか、深く考える仕組みを授業に取り入れています。 

＜履修上の注意（０群）について＞  

・2017 年度までに「就業基礎力養成Ⅰ」の単位を修得した方は、「キャリアデザイン応用」を履修できません。 

 

  

2017 年度までに 

就業基礎力養成Ⅰ

の単位を修得済み 

2017 年度までに 

就業基礎力養成Ⅱ

の単位を修得済み 

2017 年度までに 

キャリアデザイン演習

の単位を修得済み 

キャリアデザイン応用 × 履修できません 〇 履修できます 〇 履修できます 

 

１群（人文科学） 

１群の科目は、文化全般をその研究対象とし、さらに、文化を創り出す人間とは何か、という研究課題をもってい

ます。そのため、研究対象と講義内容は、多岐にわたります。 

基本となるのは、「文学」「歴史」「哲学」の３分野といえます。文学では、日本の古典・近現代文学を始め、中国古

典文学や西欧文学の講義を開講しています。哲学や歴史についても同様に、日本・東洋・西洋それぞれの専門の教員

による講義が設置されており、さらに論理学・倫理学・言語学・文章論・宗教学・芸術なども含むさまざまな分野の

教員による講座を開講しています。 

以上の科目は「人文科学」と呼ばれ、古来教養の根幹をなす学問分野です。これらの科目を受講することを通して、

幅広い知見を身につけるとともに、過去を学ぶことによって現在を考察し、さらには未来を展望する能力をつけるこ

とが狙いとなります。 
 

２群（社会科学） 

２群の開講科目は、「法学」「政治学」「経済学」「社会学」「心理学」「地理学」「文化人類学」「社会思想」の８分野

です。 

これらはいずれも、人間と社会のさまざまな側面を、それぞれ独自の視角や方法によって考察するものです。各分

野の基本的な知識や視点を学ぶことで、人間社会を理解するための基礎的な教養と知見を身につけます。それと同時

に、それぞれの分野に特徴的な理論や議論を学ぶことで、専門的・発展的な問いを考えていくための思考力・洞察力

を養います。 

学生のみなさんには、それぞれの科目を通じて、自分がその中にいる「社会」についての視野を広げ、理解を深め

て、自らの「社会観」「世界観」を築いてほしいと思います。 



 
4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

＜市ヶ谷基礎科目の履修（2016年度以前入学者）＞ 

4.1 市ヶ谷基礎科目の構成  

 市ヶ谷基礎科目は、0群～5群の科目群から構成されています。 

市ヶ谷基礎科目の授業の連絡等は、「市ヶ谷基礎科目掲示板」および「保健体育掲示板」で行なわれます。 

 

０群（導入） 

市ヶ谷基礎科目０群を開設する目的は、市ヶ谷基礎科目の１群から５群までの科目の履修を容易にするため、それ

らの導入部を学び、基本的な知識を備えるためです。 

「法政学への招待」、「法政学の探究Ａ・Ｂ」は法政大学の歴史と現状を知ることで、本学で学ぶことの意義を考え、

より深い理解を得るための科目です。 

「キャリアデザイン入門」「キャリアデザイン応用」は、「大学生が『就業力』を身につけるために、授業で何をど

のように学ぶべきか」を目的に編成された科目です。卒業後に働くことを考えたとき何を大学時代に学んでおけばい

いのか、深く考える仕組みを授業に取り入れています。 

＜履修上の注意（０群）について＞  

・2017 年度までに「就業基礎力養成Ⅰ」の単位を修得した方は、「キャリアデザイン応用」を履修できません。 

 

  

2017 年度までに 

就業基礎力養成Ⅰ

の単位を修得済み 

2017 年度までに 

就業基礎力養成Ⅱ

の単位を修得済み 

2017 年度までに 

キャリアデザイン演習

の単位を修得済み 

キャリアデザイン応用 × 履修できません 〇 履修できます 〇 履修できます 

 

１群（人文科学） 

１群の科目は、文化全般をその研究対象とし、さらに、文化を創り出す人間とは何か、という研究課題をもってい

ます。そのため、研究対象と講義内容は、多岐にわたります。 

基本となるのは、「文学」「歴史」「哲学」の３分野といえます。文学では、日本の古典・近現代文学を始め、中国古

典文学や西欧文学の講義を開講しています。哲学や歴史についても同様に、日本・東洋・西洋それぞれの専門の教員

による講義が設置されており、さらに論理学・倫理学・言語学・文章論・宗教学・芸術なども含むさまざまな分野の

教員による講座を開講しています。 

以上の科目は「人文科学」と呼ばれ、古来教養の根幹をなす学問分野です。これらの科目を受講することを通して、

幅広い知見を身につけるとともに、過去を学ぶことによって現在を考察し、さらには未来を展望する能力をつけるこ

とが狙いとなります。 
 

２群（社会科学） 

２群の開講科目は、「法学」「政治学」「経済学」「社会学」「心理学」「地理学」「文化人類学」「社会思想」の８分野

です。 

これらはいずれも、人間と社会のさまざまな側面を、それぞれ独自の視角や方法によって考察するものです。各分

野の基本的な知識や視点を学ぶことで、人間社会を理解するための基礎的な教養と知見を身につけます。それと同時

に、それぞれの分野に特徴的な理論や議論を学ぶことで、専門的・発展的な問いを考えていくための思考力・洞察力

を養います。 

学生のみなさんには、それぞれの科目を通じて、自分がその中にいる「社会」についての視野を広げ、理解を深め

て、自らの「社会観」「世界観」を築いてほしいと思います。 
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学部‐(79) 
 

３群（自然科学） 

宇宙空間のようなマクロの世界から微粒子のようなミクロの世界までを含む自然を、自然科学は研究対象とします。

ここでは、自然科学の基礎的な学問から、人文科学や社会科学とも関連して学際性をもつ学問まで、「教養数学」、「基

礎数学」、「発展数学」、「原子から宇宙まで」、「生命科学」、「物質と環境」、「サイエンス・ラボ」、「天文学」、「科学史」、

の９科目が開講されています。 

 

＜履修上の注意（０群～３群）について＞ 

・ ０群は、科目によって履修できる年次が異なります。 

・ 市ヶ谷基礎科目は半期Ⅰ（春学期セメスター）・Ⅱ（秋学期セメスター）ごとに授業を完結するセメスター制を採

用しており、科目名の後にⅠまたはⅡと表示されます。成績評価は半期（セメスター）ごとに出され、単位を修

得していくことになりますが、科目の性質、または特殊性によってⅠ、Ⅱを連続履修することで、より理解が深

まるとされる科目もあります。各群の説明、およびシラバスをよく読み確認してください。 

・ １・２・３群の必修単位は、各群２科目４単位以上、合計 24 単位以上です。１～４年次で履修することができま

す。ただし、「基礎数学」は２～４年次で履修可能です。 

・ 同名科目（ただし同名でもⅠとⅡ、AとBでは異なる科目です）は在学中に１回しか履修できません。ただし、単

位を修得できなかった同名科目は、次セメスター以降にもう一度履修することも可能です。 

・ 同名科目のⅠとⅡ、AとBの科目のほとんどが、春学期セメスターと秋学期セメスターで同一曜日の同一時限に開

講されています（時間割参照）。ⅡについてはⅠを履修していることが前提となっている科目もあるので、必ずシ

ラバス等で確認し、間違いのないように登録することが必要です。同名のⅠとⅡの科目を継続して受講すること

が望まれます。 

・ 別冊の「講義概要（シラバス）」をよく読んだうえで履修登録してください。 

・ 「サイエンス・ラボＡ」と「サイエンス・ラボＢ」は生物学・物理学・化学という基本的な３分野の実験を通して科学

的なものの見方を養うことを目的としています。実験室での履修のため、定員制で履修登録前に仮登録が必要で

す。仮登録の詳細については、基礎科目・総合科目（※）掲示板等を参照してください。 

・ 2015 年度までに、「自然総合講座Ａ」または「自然総合講座Ｂ」（あるいは両方）を履修して単位を修得したもの

は「サイエンス・ラボＡ」と「サイエンス・ラボＢ」のどちらも履修できません。 

 

 
 

 

 

 

・ 2015 年度までに、「数学、情報を読むためにⅠ」を履修して単位を修得したものは「教養数学Ａ」を、また「数

学、情報を読むためにⅡ」を履修して単位を修得したものは「教養数学Ｂ」を履修できません。 

なお、単位を取得していない場合は履修が可能です。 

   

 

 

 

 

 

  

2015 年度までに 

自然総合講座 A 

の単位を修得済み 

2015 年度までに 

自然総合講座 B 

の単位を修得済み 

2015 年度までに 

自然総合講座 A・B ともに 

単位を修得済み 

サイエンス・ラボ A ×履修できません ×履修できません ×履修できません 

サイエンス・ラボ B ×履修できません ×履修できません ×履修できません 

  

2015 年度までに 

数学・情報を読むためにⅠ 

の単位を修得済み 

2015 年度までに 

数学・情報を読むためにⅡ 

の単位を修得済み 

教養数学 A ×履修できません 〇履修できます 

教養数学 B 〇履修できます ×履修できません 

 
4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

４群（外国語） 

４群には英語と英語以外の諸外国語があります。英語と、入学時に希望した英語以外の諸外国語のドイツ語、フラ

ンス語、ロシア語、中国語、スペイン語、朝鮮語、日本語（留学生のみ）のうちから１言語の合計２言語を履修しま

す。履修上の注意等詳細はＰ76 を参照してください。 
＜英語＞ 

基礎科目の「英語」は、高校までに身につけた運用能力を発展させると共に、広く英語圏の文化への理解を深める

ためのものです。 

＜諸外国語＞ 

 「諸外国語」は、それぞれの言語を学びながら、その言語が用いられている地域の歴史・文化・生活に接し、理解

を深めることを目的に開講されています。 

 

５群（保健体育） 

スポーツ総合演習は、①クラス指定の週 1 回半期型、②自由に選択履修できる集中型、③自由に選択履修できる週

１回半期型の 3 つの形式で開講されています。①と③は週 1 回、半期にわたって開講されますが、②は夏季休暇期間

中に 4日間の集中授業として市ヶ谷キャンパスに加え、多摩キャンパスでも開講されます。 

①は必修科目で、原則学部・所属クラスごとに履修する授業の学期・曜日・時限が指定されています。②は必修科

目（①を履修した場合は選択科目としても履修可能）、③は選択科目で、いずれも学部を問わず履修可能ですが、履修

希望者が多数の場合には事前のガイダンスにおいて授業ごとに抽選で履修可能者が決定されます。 

 卒業のためには、上記の①、②のいずれかの形式で 2単位を取得することが必須となりますが、5群の単位としては

①、②、③のうちの 2つの授業を各 1回、計 4単位を上限として履修・取得することが認められています。 

授業は数種目のスポーツ実践や講義等から構成され、授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え、試験お

よびレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授与することになります。 

スポーツ総合演習の詳細については、各学部のガイダンスの際に説明します。 

履修上の注意等詳細はＰ88 を参照してください。 

  

学部‐(70)



 

学部‐(79) 
 

３群（自然科学） 

宇宙空間のようなマクロの世界から微粒子のようなミクロの世界までを含む自然を、自然科学は研究対象とします。

ここでは、自然科学の基礎的な学問から、人文科学や社会科学とも関連して学際性をもつ学問まで、「教養数学」、「基

礎数学」、「発展数学」、「原子から宇宙まで」、「生命科学」、「物質と環境」、「サイエンス・ラボ」、「天文学」、「科学史」、

の９科目が開講されています。 

 

＜履修上の注意（０群～３群）について＞ 

・ ０群は、科目によって履修できる年次が異なります。 

・ 市ヶ谷基礎科目は半期Ⅰ（春学期セメスター）・Ⅱ（秋学期セメスター）ごとに授業を完結するセメスター制を採

用しており、科目名の後にⅠまたはⅡと表示されます。成績評価は半期（セメスター）ごとに出され、単位を修

得していくことになりますが、科目の性質、または特殊性によってⅠ、Ⅱを連続履修することで、より理解が深

まるとされる科目もあります。各群の説明、およびシラバスをよく読み確認してください。 

・ １・２・３群の必修単位は、各群２科目４単位以上、合計 24 単位以上です。１～４年次で履修することができま

す。ただし、「基礎数学」は２～４年次で履修可能です。 

・ 同名科目（ただし同名でもⅠとⅡ、AとBでは異なる科目です）は在学中に１回しか履修できません。ただし、単

位を修得できなかった同名科目は、次セメスター以降にもう一度履修することも可能です。 

・ 同名科目のⅠとⅡ、AとBの科目のほとんどが、春学期セメスターと秋学期セメスターで同一曜日の同一時限に開

講されています（時間割参照）。ⅡについてはⅠを履修していることが前提となっている科目もあるので、必ずシ

ラバス等で確認し、間違いのないように登録することが必要です。同名のⅠとⅡの科目を継続して受講すること

が望まれます。 

・ 別冊の「講義概要（シラバス）」をよく読んだうえで履修登録してください。 

・ 「サイエンス・ラボＡ」と「サイエンス・ラボＢ」は生物学・物理学・化学という基本的な３分野の実験を通して科学

的なものの見方を養うことを目的としています。実験室での履修のため、定員制で履修登録前に仮登録が必要で

す。仮登録の詳細については、基礎科目・総合科目（※）掲示板等を参照してください。 

・ 2015 年度までに、「自然総合講座Ａ」または「自然総合講座Ｂ」（あるいは両方）を履修して単位を修得したもの

は「サイエンス・ラボＡ」と「サイエンス・ラボＢ」のどちらも履修できません。 

 

 
 

 

 

 

・ 2015 年度までに、「数学、情報を読むためにⅠ」を履修して単位を修得したものは「教養数学Ａ」を、また「数

学、情報を読むためにⅡ」を履修して単位を修得したものは「教養数学Ｂ」を履修できません。 

なお、単位を取得していない場合は履修が可能です。 

   

 

 

 

 

 

  

2015 年度までに 

自然総合講座 A 

の単位を修得済み 

2015 年度までに 

自然総合講座 B 

の単位を修得済み 

2015 年度までに 

自然総合講座 A・B ともに 

単位を修得済み 

サイエンス・ラボ A ×履修できません ×履修できません ×履修できません 

サイエンス・ラボ B ×履修できません ×履修できません ×履修できません 

  

2015 年度までに 

数学・情報を読むためにⅠ 

の単位を修得済み 

2015 年度までに 

数学・情報を読むためにⅡ 

の単位を修得済み 

教養数学 A ×履修できません 〇履修できます 

教養数学 B 〇履修できます ×履修できません 

 
4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

４群（外国語） 

４群には英語と英語以外の諸外国語があります。英語と、入学時に希望した英語以外の諸外国語のドイツ語、フラ

ンス語、ロシア語、中国語、スペイン語、朝鮮語、日本語（留学生のみ）のうちから１言語の合計２言語を履修しま

す。履修上の注意等詳細はＰ76 を参照してください。 
＜英語＞ 

基礎科目の「英語」は、高校までに身につけた運用能力を発展させると共に、広く英語圏の文化への理解を深める

ためのものです。 

＜諸外国語＞ 

 「諸外国語」は、それぞれの言語を学びながら、その言語が用いられている地域の歴史・文化・生活に接し、理解

を深めることを目的に開講されています。 

 

５群（保健体育） 

スポーツ総合演習は、①クラス指定の週 1 回半期型、②自由に選択履修できる集中型、③自由に選択履修できる週

１回半期型の 3 つの形式で開講されています。①と③は週 1 回、半期にわたって開講されますが、②は夏季休暇期間

中に 4日間の集中授業として市ヶ谷キャンパスに加え、多摩キャンパスでも開講されます。 

①は必修科目で、原則学部・所属クラスごとに履修する授業の学期・曜日・時限が指定されています。②は必修科

目（①を履修した場合は選択科目としても履修可能）、③は選択科目で、いずれも学部を問わず履修可能ですが、履修

希望者が多数の場合には事前のガイダンスにおいて授業ごとに抽選で履修可能者が決定されます。 

 卒業のためには、上記の①、②のいずれかの形式で 2単位を取得することが必須となりますが、5群の単位としては

①、②、③のうちの 2つの授業を各 1回、計 4単位を上限として履修・取得することが認められています。 

授業は数種目のスポーツ実践や講義等から構成され、授業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え、試験お

よびレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授与することになります。 

スポーツ総合演習の詳細については、各学部のガイダンスの際に説明します。 

履修上の注意等詳細はＰ88 を参照してください。 

  

２
０
１
６
年
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前
入
学
者
用

学部‐(71)



 

学部‐(81) 
 

4.2 公開科目（市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目）の履修 

授業内容は、WEB シラバスもしくは「公開科目講義概要（シラバス）」を確認してください。 

総合科目（※）……人間環境学部生は、２年次以上で公開科目として履修します。 

 

 

市ヶ谷基礎科目の授業の連絡等は、「市ヶ谷リベラルアーツセンター

（ILAC）掲示板」および「保健体育センター掲示板」で行いますので、十

分注意してください。 

 
 

市ヶ谷リベラルアーツセンターでは、カリキュラム・マップおよびカリキュラム・ツリーを作成しています。 

以下から確認することができますので、履修の際には、本冊子、WEB シラバスとあわせて、ぜひ参考にして

ください。 

 
カリキュラム・マップ 

－ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目・総合科目（※）と学習到達目標の相関関係を表で示したもの 
 
カリキュラム・ツリー 

－学習目標を達成するために、ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目・総合科目（※）がどの分野、 
年次に配当されているかなどを図で示したもの 

 
http://www.hosei.ac.jp/zaigakusei/oshirase/liberal/NEWS/201704
03_curriculum_map_tree.html 

 

 

 
  

 
4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

4.3 市ヶ谷基礎科目 0・1・2・3 群科目一覧表 

 
 科目 定員制 履修年次 備考 

0 群 

キャリアデザイン入門 - 1
キャリアデザイン演習 - 1 2017 年度で閉講
就業基礎力養成Ⅰ - 1～4 2017 年度で閉講
就業基礎力養成Ⅱ - 1～4 2017 年度で閉講
法政学への招待 - 1～4
法政学の探求Ａ - 1～4 ※A は秋学期開講
法政学の探求Ｂ - 1～4 ※B は春学期開講

1 群 

文学Ⅰ - 1～4
文学Ⅱ - 1～4
哲学Ⅰ - 1～4
哲学Ⅱ - 1～4
論理学Ⅰ - 1～4
論理学Ⅱ - 1～4
倫理学Ⅰ - 1～4
倫理学Ⅱ - 1～4
東洋史Ⅰ - 1～4
東洋史Ⅱ - 1～4
西洋史Ⅰ - 1～4
西洋史Ⅱ - 1～4
日本史Ⅰ - 1～4
日本史Ⅱ - 1～4
宗教論Ⅰ - 1～4
宗教論Ⅱ - 1～4
文章論Ⅰ 定員制 1～4
文章論Ⅱ 定員制 1～4 2016 年度で閉講
芸術Ⅰ - 1～4
芸術Ⅱ - 1～4

2 群 

法学Ⅰ - 1～4
法学Ⅱ - 1～4
法学（日本国憲法） - 1～4 ※春学期・秋学期とも開講／1 回（2 単位）のみの修得とする
経済学Ⅰ - 1～4
経済学Ⅱ - 1～4
心理学Ⅰ - 1～4
心理学Ⅱ - 1～4
地理学Ⅰ - 1～4
地理学Ⅱ - 1～4
政治学Ⅰ - 1～4
政治学Ⅱ - 1～4
社会学Ⅰ - 1～4
社会学Ⅱ - 1～4
文化人類学Ⅰ - 1～4
文化人類学Ⅱ - 1～4
社会思想Ⅰ - 1～4
社会思想Ⅱ - 1～4

3 群 

教養数学Ａ - 1～4
教養数学Ｂ - 1～4
原子から宇宙までⅠ - 1～4
原子から宇宙までⅡ - 1～4
生命科学Ⅰ - 1～4
生命科学Ⅱ - 1～4
物質と環境Ⅰ - 1～4
物質と環境Ⅱ - 1～4
サイエンス・ラボＡ 25 1～4 ※A/B はそれぞれ春学期・秋学期とも開講 
サイエンス・ラボＢ 25 1～4 ※A/B はそれぞれ春学期・秋学期とも開講 
天文学Ⅰ - 1～4
天文学Ⅱ - 1～4
科学史Ⅰ - 1～4
科学史Ⅱ - 1～4
基礎数学Ⅰ - 2～4
基礎数学Ⅱ - 2～4
発展数学Ⅰ - 2～4
発展数学Ⅱ - 2～4

  

学部‐(72)



 

学部‐(81) 
 

4.2 公開科目（市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目）の履修 

授業内容は、WEB シラバスもしくは「公開科目講義概要（シラバス）」を確認してください。 

総合科目（※）……人間環境学部生は、２年次以上で公開科目として履修します。 

 

 

市ヶ谷基礎科目の授業の連絡等は、「市ヶ谷リベラルアーツセンター

（ILAC）掲示板」および「保健体育センター掲示板」で行いますので、十

分注意してください。 

 
 

市ヶ谷リベラルアーツセンターでは、カリキュラム・マップおよびカリキュラム・ツリーを作成しています。 

以下から確認することができますので、履修の際には、本冊子、WEB シラバスとあわせて、ぜひ参考にして

ください。 

 
カリキュラム・マップ 

－ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目・総合科目（※）と学習到達目標の相関関係を表で示したもの 
 
カリキュラム・ツリー 

－学習目標を達成するために、ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目・総合科目（※）がどの分野、 
年次に配当されているかなどを図で示したもの 

 
http://www.hosei.ac.jp/zaigakusei/oshirase/liberal/NEWS/201704
03_curriculum_map_tree.html 

 

 

 
  

 
4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

4.3 市ヶ谷基礎科目 0・1・2・3 群科目一覧表 

 
 科目 定員制 履修年次 備考 

0 群 

キャリアデザイン入門 - 1
キャリアデザイン演習 - 1 2017 年度で閉講
就業基礎力養成Ⅰ - 1～4 2017 年度で閉講
就業基礎力養成Ⅱ - 1～4 2017 年度で閉講
法政学への招待 - 1～4
法政学の探求Ａ - 1～4 ※A は秋学期開講
法政学の探求Ｂ - 1～4 ※B は春学期開講

1 群 

文学Ⅰ - 1～4
文学Ⅱ - 1～4
哲学Ⅰ - 1～4
哲学Ⅱ - 1～4
論理学Ⅰ - 1～4
論理学Ⅱ - 1～4
倫理学Ⅰ - 1～4
倫理学Ⅱ - 1～4
東洋史Ⅰ - 1～4
東洋史Ⅱ - 1～4
西洋史Ⅰ - 1～4
西洋史Ⅱ - 1～4
日本史Ⅰ - 1～4
日本史Ⅱ - 1～4
宗教論Ⅰ - 1～4
宗教論Ⅱ - 1～4
文章論Ⅰ 定員制 1～4
文章論Ⅱ 定員制 1～4 2016 年度で閉講
芸術Ⅰ - 1～4
芸術Ⅱ - 1～4

2 群 

法学Ⅰ - 1～4
法学Ⅱ - 1～4
法学（日本国憲法） - 1～4 ※春学期・秋学期とも開講／1 回（2 単位）のみの修得とする
経済学Ⅰ - 1～4
経済学Ⅱ - 1～4
心理学Ⅰ - 1～4
心理学Ⅱ - 1～4
地理学Ⅰ - 1～4
地理学Ⅱ - 1～4
政治学Ⅰ - 1～4
政治学Ⅱ - 1～4
社会学Ⅰ - 1～4
社会学Ⅱ - 1～4
文化人類学Ⅰ - 1～4
文化人類学Ⅱ - 1～4
社会思想Ⅰ - 1～4
社会思想Ⅱ - 1～4

3 群 

教養数学Ａ - 1～4
教養数学Ｂ - 1～4
原子から宇宙までⅠ - 1～4
原子から宇宙までⅡ - 1～4
生命科学Ⅰ - 1～4
生命科学Ⅱ - 1～4
物質と環境Ⅰ - 1～4
物質と環境Ⅱ - 1～4
サイエンス・ラボＡ 25 1～4 ※A/B はそれぞれ春学期・秋学期とも開講 
サイエンス・ラボＢ 25 1～4 ※A/B はそれぞれ春学期・秋学期とも開講 
天文学Ⅰ - 1～4
天文学Ⅱ - 1～4
科学史Ⅰ - 1～4
科学史Ⅱ - 1～4
基礎数学Ⅰ - 2～4
基礎数学Ⅱ - 2～4
発展数学Ⅰ - 2～4
発展数学Ⅱ - 2～4
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学部‐(73)



4.4 ILAC（アイラック）科目/市ヶ谷基礎科目　新旧科目対応表
※単位数や履修年次は、科目一覧で確認して下さい。

群 必修選択 授　業　科　目 群 授　業　科　目

　キャリアデザイン入門 キャリアデザイン入門 2018年度新規開講
　キャリアデザイン応用 キャリアデザイン応用 2018年度新規開講
　キャリアデザイン演習 キャリアデザイン演習 2017年度で閉講
　就業基礎力養成Ⅰ/Ⅱ 就業基礎力養成Ⅰ/Ⅱ 2017年度で閉講
　法政学への招待 法政学への招待
　法政学の探究LA　◇ 法政学の探究A
　法政学の探究LB　◇ 法政学の探究B
　日本古典文学A　◇ 文学Ⅰ
  日本古典文学B　◇  文学Ⅱ
　日本近・現代文学A　◇ 文学Ⅰ
　日本近・現代文学B　◇ 文学Ⅱ
　日本文学A　◇ 文学Ⅰ
　日本文学B　◇ 文学Ⅱ
　外国文学A　◇ 文学Ⅰ
　外国文学B　◇ 文学Ⅱ
　文章論　◇ 文章論Ⅰ
　言語学A　◇
　言語学B　◇
　哲学Ⅰ/Ⅱ 哲学Ⅰ/Ⅱ
　倫理学Ⅰ/Ⅱ 倫理学Ⅰ/Ⅱ
　論理学Ⅰ/Ⅱ 論理学Ⅰ/Ⅱ
　東洋史Ⅰ/Ⅱ 東洋史Ⅰ/Ⅱ
　西洋史Ⅰ/Ⅱ 西洋史Ⅰ/Ⅱ
　日本史Ⅰ/Ⅱ 日本史Ⅰ/Ⅱ
　宗教論Ⅰ/Ⅱ 宗教論Ⅰ/Ⅱ
　芸術A 芸術Ⅰ
　芸術B 芸術Ⅱ
　日本文学と文化LA/LC/LE/LG　◇ 文学Ⅰ
　日本文学と文化LB/LD/LF/LH　◇ 文学Ⅱ
　外国文学と文化LA/LC/LE　◇ 文学Ⅰ
　外国文学と文化LB/LD/LF　◇ 文学Ⅱ
　文学と社会LA/LC/LE　◇ 文学Ⅰ
　文学と社会LB/LD/LF　◇ 文学Ⅱ
　音声学L　◇ ※1
　哲学LⅠ/LⅡ　◇ 哲学Ⅰ/Ⅱ
　倫理学LⅠ/LⅡ　◇ 倫理学Ⅰ/Ⅱ
　論理学LⅠ/LⅡ　◇ 論理学Ⅰ/Ⅱ
　東洋史LⅠ/LⅡ　◇ 東洋史Ⅰ/Ⅱ
　西洋史LA　◇ 西洋史Ⅰ
　西洋史LB　◇ 西洋史Ⅱ
　日本史LⅠ/LⅡ　◇ 日本史Ⅰ/Ⅱ
　宗教論LⅠ/LⅡ　◇ 宗教論Ⅰ/Ⅱ
　法学Ⅰ/Ⅱ 法学Ⅰ/Ⅱ
　法学(日本国憲法) 法学(日本国憲法)
　経済学Ⅰ/Ⅱ 経済学Ⅰ/Ⅱ
　心理学Ⅰ/Ⅱ 心理学Ⅰ/Ⅱ
　地理学Ⅰ/Ⅱ 地理学Ⅰ/Ⅱ
　政治学Ⅰ/Ⅱ 政治学Ⅰ/Ⅱ
　社会学Ⅰ/Ⅱ 社会学Ⅰ/Ⅱ
　文化人類学　◇ 文化人類学Ⅰ
　社会思想Ⅰ/Ⅱ 社会思想Ⅰ/Ⅱ
　経済学LA　◇ 経済学Ⅰ
　経済学LB　◇ 経済学Ⅱ
　心理学LA　◇ 心理学Ⅰ
　心理学LB　◇ 心理学Ⅱ
　地理学LA/LC　◇ 地理学Ⅰ
　地理学LB/LD　◇ 地理学Ⅱ
　政治学LA　◇ 政治学Ⅰ
　政治学LB　◇ 政治学Ⅱ
　社会学LA/LC　◇ 社会学Ⅰ
　社会学LB/LD　◇ 社会学Ⅱ
　文化人類学L　◇ 文化人類学Ⅱ
　社会思想LA　◇ 社会思想Ⅰ
　社会思想LB　◇ 社会思想Ⅱ
　教養数学A 教養数学A
  教養数学B 教養数学B
　基礎数学Ⅰ/Ⅱ 基礎数学Ⅰ/Ⅱ
　入門物理学A　◇ 原子から宇宙までＩ
　入門物理学B　◇ 原子から宇宙までⅡ
　入門生物学A　◇ 生命科学Ｉ/Ⅱ
　入門生物学B　◇ 生命科学Ｉ/Ⅱ
　入門化学A　◇ 物質と環境Ｉ
　入門化学B　◇ 物質と環境Ⅱ
　サイエンス・ラボA サイエンス・ラボA
　サイエンス・ラボB サイエンス・ラボB
　天文学A 天文学Ⅰ
　天文学B 天文学Ⅱ
　科学史A 科学史Ⅰ
　科学史B 科学史Ⅱ
　数学特講LA　◇ 教養数学A
　数学特講LB　◇ 教養数学B
　発展数学LⅠ/LⅡ　◇ 発展数学Ⅰ/Ⅱ
　教養物理学LA　◇ 原子から宇宙までＩ
　教養物理学LB　◇ 原子から宇宙までⅡ
　教養生物学LB/LD/LF　◇ 生命科学Ｉ
　教養生物学LA/LC/LE　◇ 生命科学Ⅱ
　教養化学LA　◇ 物質と環境Ｉ
　教養化学LB　◇ 物質と環境Ⅱ

必修 　スポーツ総合演習
選択 　スポーツ総合演習S　◇

　健康の科学LA　◇　
　健康の科学LB　◇

１群 １群

3群 3群

リベラル 選択必修

2群

リベラル 選択必修

基盤 選択必修

2群

基盤 選択必修

5群
基盤 5群 　スポーツ総合演習

リベラル 選択 0群 ※1

0群
基盤 選択

リベラル 選択

選択必修

リベラル 選択必修

2016年度以前入学生
備考

0群

科目配置

※1

2017年度以降入学生

基盤

群 必修選択 授　業　科　目 群 授　業　科　目

2016年度以前入学生
備考

科目配置

2017年度以降入学生

　ドイツの文化と社会LA　◇ ドイツの文化と社会Ⅰ
　ドイツの文化と社会LB　◇ ドイツの文化と社会Ⅱ
　ドイツ語の世界LA　◇
　ドイツ語の世界LB　◇
　フランスの文化と社会LA　◇ フランスの文化と社会Ｉ
　フランスの文化と社会LB　◇ フランスの文化と社会Ⅱ
　フランス語の世界LA　◇
　フランス語の世界LB　◇
　フランス生活文化論LA
　フランス生活文化論LB　
　ロシアの文化と社会LA　◇ ロシアの文化と社会Ｉ
　ロシアの文化と社会LB　◇ ロシアの文化と社会Ⅱ
　ロシア語の世界LA　◇
　ロシア語の世界LB　◇
　中国の文化と社会LA/LC　◇ 中国の文化と社会Ｉ
　中国の文化と社会LB/LD　◇ 中国の文化と社会Ⅱ
　中国語の世界LA　◇
　中国語の世界LB　◇
　スペイン語の世界LA　◇
　スペイン語の世界LB　◇
　朝鮮の文化と社会LA　◇ 朝鮮の文化と社会Ｉ
　朝鮮の文化と社会LB　◇ 朝鮮の文化と社会Ⅱ
　日本の文化と社会LA　◇ 日本の文化と社会Ｉ
　日本の文化と社会LB　◇ 日本の文化と社会Ⅱ
　日本語の世界LA　◇
　日本語の世界LB　◇
　English1－Ⅰ/Ⅱ English1－Ⅰ/Ⅱ
　English2－Ⅰ/Ⅱ English2－Ⅰ/Ⅱ
　入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ 入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ
  Oral CommunicationⅠ/Ⅱ  Oral CommunicationⅠ/Ⅱ
  English through Movies and DramaⅠ/Ⅱ  English through Movies and DramaⅠ/Ⅱ
 TOEIC(R)Ⅰ/Ⅱ TOEIC(R)Ⅰ/Ⅱ
  英検準備Ⅰ/Ⅱ  英検準備Ⅰ/Ⅱ
  Business CommuniationⅠ/Ⅱ  Business CommuniationⅠ/Ⅱ
  Computer Assisted English LearningⅠ/Ⅱ  Computer Assisted English LearningⅠ/Ⅱ
　ドイツ語1-Ⅰ/Ⅱ ドイツ語1-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語3-Ⅰ/Ⅱ ドイツ語3-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ　 ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ
　入門ドイツ語(SSI)Ⅰ/Ⅱ　◇ スポーツ・ドイツ語Ｉ/Ⅱ
　検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ
　ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ
　時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ
　フランス語1-Ⅰ/Ⅱ フランス語1-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語2-Ⅰ/Ⅱ フランス語2-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語3-Ⅰ/Ⅱ フランス語3-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語視聴覚(入門)Ⅰ/Ⅱ　◇ フランス語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　フランス語視聴覚(初･中級)Ⅰ/Ⅱ　◇ フランス語視聴覚Ⅲ/Ⅳ

スポーツ・フランス語I/Ⅱ 2017年度で閉講
観光フランス語I/Ⅱ 2017年度で閉講

　フランス語コミュニケーション(初級)Ⅰ/Ⅱ　◇ フランス語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　時事フランス語Ⅰ/Ⅱ 時事フランス語Ｉ/Ⅱ
　検定フランス語(初級)Ⅰ/Ⅱ　◇ 検定フランス語Ｉ/Ⅱ
　情報フランス語Ⅰ/Ⅱ 情報フランス語Ｉ/Ⅱ
　ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ
　ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ
　ロシア語3-Ⅰ/Ⅱ ロシア語3-Ⅰ/Ⅱ
　中国語1-Ⅰ/Ⅱ 中国語1-Ⅰ/Ⅱ
　中国語2-Ⅰ/Ⅱ 中国語2-Ⅰ/Ⅱ
　中国語3-Ⅰ/Ⅱ 中国語3-Ⅰ/Ⅱ
　中国語視聴覚初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　中国語作文初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語表現法Ｉ/Ⅱ
　中国語コミュニケーション基礎Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　中国語コミュニケーション初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　資格中国語初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 検定中国語Ｉ/Ⅱ
　スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ
　スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ
　スペイン語3-Ⅰ/Ⅱ スペイン語3-Ⅰ/Ⅱ
　時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ　 時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ　

スペイン語講読Ｉ/Ⅱ ※2
　スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ
　朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ 朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ 朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語3-Ⅰ/Ⅱ 朝鮮語3-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語3C（コミュニケーション）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　朝鮮語4B（視聴覚）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　朝鮮語5A（購読）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語講読Ｉ/Ⅱ
　朝鮮語5B（表現法）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語表現法Ｉ/Ⅱ
　日本語1-Ⅰ/Ⅱ 日本語1-Ⅰ/Ⅱ
　日本語2-Ⅰ/Ⅱ 日本語2-Ⅰ/Ⅱ
　日本語3-Ⅰ/Ⅱ 日本語3-Ⅰ/Ⅱ
　日本語4-Ⅰ/Ⅱ 日本語4-Ⅰ/Ⅱ

選択 日本語コミュニケーションＩ/Ⅱ ※2
※1・・・2017年度以降入学生のみ履修可
※2・・・2016年度以前入学生のみ履修可
※3・・・2016年度以前入学生は、0群科目として履修
※4･･･2016年度以前入学生は、総合科目として履修
◇･･･2017年度以降入学生と2016年度以前入学生で科目名が異なるもの。

４群

朝
鮮
語

※4

※1

※1

※1

※4

※1

※4

※1

※1

※4

※1

※4

総合
科目

※4

リベラル 選択

英
語

必修

選択

４群

必修

選択必修

選択

ド
イ
ツ
語

必修

選択

日
本
語

外
　
国
　
語
　
科
　
目 必修

選択

選択

必修

フ
ラ
ン
ス
語

必修

中
国
語

ロ
シ
ア
語

必修

ス
ペ
イ
ン
語

必修

選択

学部‐(74)



4.4 ILAC（アイラック）科目/市ヶ谷基礎科目　新旧科目対応表
※単位数や履修年次は、科目一覧で確認して下さい。

群 必修選択 授　業　科　目 群 授　業　科　目

　キャリアデザイン入門 キャリアデザイン入門 2018年度新規開講
　キャリアデザイン応用 キャリアデザイン応用 2018年度新規開講
　キャリアデザイン演習 キャリアデザイン演習 2017年度で閉講
　就業基礎力養成Ⅰ/Ⅱ 就業基礎力養成Ⅰ/Ⅱ 2017年度で閉講
　法政学への招待 法政学への招待
　法政学の探究LA　◇ 法政学の探究A
　法政学の探究LB　◇ 法政学の探究B
　日本古典文学A　◇ 文学Ⅰ
  日本古典文学B　◇  文学Ⅱ
　日本近・現代文学A　◇ 文学Ⅰ
　日本近・現代文学B　◇ 文学Ⅱ
　日本文学A　◇ 文学Ⅰ
　日本文学B　◇ 文学Ⅱ
　外国文学A　◇ 文学Ⅰ
　外国文学B　◇ 文学Ⅱ
　文章論　◇ 文章論Ⅰ
　言語学A　◇
　言語学B　◇
　哲学Ⅰ/Ⅱ 哲学Ⅰ/Ⅱ
　倫理学Ⅰ/Ⅱ 倫理学Ⅰ/Ⅱ
　論理学Ⅰ/Ⅱ 論理学Ⅰ/Ⅱ
　東洋史Ⅰ/Ⅱ 東洋史Ⅰ/Ⅱ
　西洋史Ⅰ/Ⅱ 西洋史Ⅰ/Ⅱ
　日本史Ⅰ/Ⅱ 日本史Ⅰ/Ⅱ
　宗教論Ⅰ/Ⅱ 宗教論Ⅰ/Ⅱ
　芸術A 芸術Ⅰ
　芸術B 芸術Ⅱ
　日本文学と文化LA/LC/LE/LG　◇ 文学Ⅰ
　日本文学と文化LB/LD/LF/LH　◇ 文学Ⅱ
　外国文学と文化LA/LC/LE　◇ 文学Ⅰ
　外国文学と文化LB/LD/LF　◇ 文学Ⅱ
　文学と社会LA/LC/LE　◇ 文学Ⅰ
　文学と社会LB/LD/LF　◇ 文学Ⅱ
　音声学L　◇ ※1
　哲学LⅠ/LⅡ　◇ 哲学Ⅰ/Ⅱ
　倫理学LⅠ/LⅡ　◇ 倫理学Ⅰ/Ⅱ
　論理学LⅠ/LⅡ　◇ 論理学Ⅰ/Ⅱ
　東洋史LⅠ/LⅡ　◇ 東洋史Ⅰ/Ⅱ
　西洋史LA　◇ 西洋史Ⅰ
　西洋史LB　◇ 西洋史Ⅱ
　日本史LⅠ/LⅡ　◇ 日本史Ⅰ/Ⅱ
　宗教論LⅠ/LⅡ　◇ 宗教論Ⅰ/Ⅱ
　法学Ⅰ/Ⅱ 法学Ⅰ/Ⅱ
　法学(日本国憲法) 法学(日本国憲法)
　経済学Ⅰ/Ⅱ 経済学Ⅰ/Ⅱ
　心理学Ⅰ/Ⅱ 心理学Ⅰ/Ⅱ
　地理学Ⅰ/Ⅱ 地理学Ⅰ/Ⅱ
　政治学Ⅰ/Ⅱ 政治学Ⅰ/Ⅱ
　社会学Ⅰ/Ⅱ 社会学Ⅰ/Ⅱ
　文化人類学　◇ 文化人類学Ⅰ
　社会思想Ⅰ/Ⅱ 社会思想Ⅰ/Ⅱ
　経済学LA　◇ 経済学Ⅰ
　経済学LB　◇ 経済学Ⅱ
　心理学LA　◇ 心理学Ⅰ
　心理学LB　◇ 心理学Ⅱ
　地理学LA/LC　◇ 地理学Ⅰ
　地理学LB/LD　◇ 地理学Ⅱ
　政治学LA　◇ 政治学Ⅰ
　政治学LB　◇ 政治学Ⅱ
　社会学LA/LC　◇ 社会学Ⅰ
　社会学LB/LD　◇ 社会学Ⅱ
　文化人類学L　◇ 文化人類学Ⅱ
　社会思想LA　◇ 社会思想Ⅰ
　社会思想LB　◇ 社会思想Ⅱ
　教養数学A 教養数学A
  教養数学B 教養数学B
　基礎数学Ⅰ/Ⅱ 基礎数学Ⅰ/Ⅱ
　入門物理学A　◇ 原子から宇宙までＩ
　入門物理学B　◇ 原子から宇宙までⅡ
　入門生物学A　◇ 生命科学Ｉ/Ⅱ
　入門生物学B　◇ 生命科学Ｉ/Ⅱ
　入門化学A　◇ 物質と環境Ｉ
　入門化学B　◇ 物質と環境Ⅱ
　サイエンス・ラボA サイエンス・ラボA
　サイエンス・ラボB サイエンス・ラボB
　天文学A 天文学Ⅰ
　天文学B 天文学Ⅱ
　科学史A 科学史Ⅰ
　科学史B 科学史Ⅱ
　数学特講LA　◇ 教養数学A
　数学特講LB　◇ 教養数学B
　発展数学LⅠ/LⅡ　◇ 発展数学Ⅰ/Ⅱ
　教養物理学LA　◇ 原子から宇宙までＩ
　教養物理学LB　◇ 原子から宇宙までⅡ
　教養生物学LB/LD/LF　◇ 生命科学Ｉ
　教養生物学LA/LC/LE　◇ 生命科学Ⅱ
　教養化学LA　◇ 物質と環境Ｉ
　教養化学LB　◇ 物質と環境Ⅱ

必修 　スポーツ総合演習
選択 　スポーツ総合演習S　◇

　健康の科学LA　◇　
　健康の科学LB　◇

１群 １群

3群 3群

リベラル 選択必修

2群

リベラル 選択必修

基盤 選択必修

2群

基盤 選択必修

5群
基盤 5群 　スポーツ総合演習

リベラル 選択 0群 ※1

0群
基盤 選択

リベラル 選択

選択必修

リベラル 選択必修

2016年度以前入学生
備考

0群

科目配置

※1

2017年度以降入学生

基盤

群 必修選択 授　業　科　目 群 授　業　科　目

2016年度以前入学生
備考

科目配置

2017年度以降入学生

　ドイツの文化と社会LA　◇ ドイツの文化と社会Ⅰ
　ドイツの文化と社会LB　◇ ドイツの文化と社会Ⅱ
　ドイツ語の世界LA　◇
　ドイツ語の世界LB　◇
　フランスの文化と社会LA　◇ フランスの文化と社会Ｉ
　フランスの文化と社会LB　◇ フランスの文化と社会Ⅱ
　フランス語の世界LA　◇
　フランス語の世界LB　◇
　フランス生活文化論LA
　フランス生活文化論LB　
　ロシアの文化と社会LA　◇ ロシアの文化と社会Ｉ
　ロシアの文化と社会LB　◇ ロシアの文化と社会Ⅱ
　ロシア語の世界LA　◇
　ロシア語の世界LB　◇
　中国の文化と社会LA/LC　◇ 中国の文化と社会Ｉ
　中国の文化と社会LB/LD　◇ 中国の文化と社会Ⅱ
　中国語の世界LA　◇
　中国語の世界LB　◇
　スペイン語の世界LA　◇
　スペイン語の世界LB　◇
　朝鮮の文化と社会LA　◇ 朝鮮の文化と社会Ｉ
　朝鮮の文化と社会LB　◇ 朝鮮の文化と社会Ⅱ
　日本の文化と社会LA　◇ 日本の文化と社会Ｉ
　日本の文化と社会LB　◇ 日本の文化と社会Ⅱ
　日本語の世界LA　◇
　日本語の世界LB　◇
　English1－Ⅰ/Ⅱ English1－Ⅰ/Ⅱ
　English2－Ⅰ/Ⅱ English2－Ⅰ/Ⅱ
　入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ 入門英語(SSI)Ⅰ/Ⅱ
  Oral CommunicationⅠ/Ⅱ  Oral CommunicationⅠ/Ⅱ
  English through Movies and DramaⅠ/Ⅱ  English through Movies and DramaⅠ/Ⅱ
 TOEIC(R)Ⅰ/Ⅱ TOEIC(R)Ⅰ/Ⅱ
  英検準備Ⅰ/Ⅱ  英検準備Ⅰ/Ⅱ
  Business CommuniationⅠ/Ⅱ  Business CommuniationⅠ/Ⅱ
  Computer Assisted English LearningⅠ/Ⅱ  Computer Assisted English LearningⅠ/Ⅱ
　ドイツ語1-Ⅰ/Ⅱ ドイツ語1-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ ドイツ語2-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語3-Ⅰ/Ⅱ ドイツ語3-Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ　 ドイツ語表現法Ⅰ/Ⅱ
　入門ドイツ語(SSI)Ⅰ/Ⅱ　◇ スポーツ・ドイツ語Ｉ/Ⅱ
　検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 検定ドイツ語Ⅰ/Ⅱ
　ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ ドイツ語コミュニケーションⅠ/Ⅱ
　ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ ドイツ語視聴覚Ⅰ/Ⅱ
　時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ 時事ドイツ語Ⅰ/Ⅱ
　フランス語1-Ⅰ/Ⅱ フランス語1-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語2-Ⅰ/Ⅱ フランス語2-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語3-Ⅰ/Ⅱ フランス語3-Ⅰ/Ⅱ
　フランス語視聴覚(入門)Ⅰ/Ⅱ　◇ フランス語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　フランス語視聴覚(初･中級)Ⅰ/Ⅱ　◇ フランス語視聴覚Ⅲ/Ⅳ

スポーツ・フランス語I/Ⅱ 2017年度で閉講
観光フランス語I/Ⅱ 2017年度で閉講

　フランス語コミュニケーション(初級)Ⅰ/Ⅱ　◇ フランス語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　時事フランス語Ⅰ/Ⅱ 時事フランス語Ｉ/Ⅱ
　検定フランス語(初級)Ⅰ/Ⅱ　◇ 検定フランス語Ｉ/Ⅱ
　情報フランス語Ⅰ/Ⅱ 情報フランス語Ｉ/Ⅱ
　ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ ロシア語1-Ⅰ/Ⅱ
　ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ ロシア語2-Ⅰ/Ⅱ
　ロシア語3-Ⅰ/Ⅱ ロシア語3-Ⅰ/Ⅱ
　中国語1-Ⅰ/Ⅱ 中国語1-Ⅰ/Ⅱ
　中国語2-Ⅰ/Ⅱ 中国語2-Ⅰ/Ⅱ
　中国語3-Ⅰ/Ⅱ 中国語3-Ⅰ/Ⅱ
　中国語視聴覚初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　中国語作文初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語表現法Ｉ/Ⅱ
　中国語コミュニケーション基礎Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　中国語コミュニケーション初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 中国語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　資格中国語初級Ⅰ/Ⅱ　◇ 検定中国語Ｉ/Ⅱ
　スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ スペイン語1-Ⅰ/Ⅱ
　スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ スペイン語2-Ⅰ/Ⅱ
　スペイン語3-Ⅰ/Ⅱ スペイン語3-Ⅰ/Ⅱ
　時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ　 時事スペイン語Ⅰ/Ⅱ　

スペイン語講読Ｉ/Ⅱ ※2
　スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ スペイン語コミュニケーションⅠ/Ⅱ
　朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ 朝鮮語1-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ 朝鮮語2-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語3-Ⅰ/Ⅱ 朝鮮語3-Ⅰ/Ⅱ
　朝鮮語3C（コミュニケーション）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語コミュニケーションＩ/Ⅱ
　朝鮮語4B（視聴覚）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語視聴覚Ｉ/Ⅱ
　朝鮮語5A（購読）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語講読Ｉ/Ⅱ
　朝鮮語5B（表現法）-Ⅰ/Ⅱ　◇ 朝鮮語表現法Ｉ/Ⅱ
　日本語1-Ⅰ/Ⅱ 日本語1-Ⅰ/Ⅱ
　日本語2-Ⅰ/Ⅱ 日本語2-Ⅰ/Ⅱ
　日本語3-Ⅰ/Ⅱ 日本語3-Ⅰ/Ⅱ
　日本語4-Ⅰ/Ⅱ 日本語4-Ⅰ/Ⅱ

選択 日本語コミュニケーションＩ/Ⅱ ※2
※1・・・2017年度以降入学生のみ履修可
※2・・・2016年度以前入学生のみ履修可
※3・・・2016年度以前入学生は、0群科目として履修
※4･･･2016年度以前入学生は、総合科目として履修
◇･･･2017年度以降入学生と2016年度以前入学生で科目名が異なるもの。

４群
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語

※4

※1

※1

※1

※4

※1

※4

※1

※1

※4

※1

※4
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ン
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選択

4 ILAC（アイラック）科目　市ヶ谷基礎科目の履修
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4.5  市ヶ谷基礎科目 4 群（外国語）（2012 年度～2016 年度入学者） 
4 群には、(1)必修外国語と、(2)4 群選択科目があります。 

 
（１）－１ 必修外国語 

必修外国語の履修パターンは以下の 3 つがあります。入学時に選択した諸外国語および履修パターンを変更するこ

とはできません。 
パターン１   パターン２        パターン３ 

 1 年 2 年 合計 1 年 2 年 合計 1 年 2 年 合計 
英語 4 単位 0 単位 4 単位 2 単位 0 単位 2 単位 0 単位 0 単位 0 単位 

諸外国語 4 単位 2 単位 6 単位 4 単位 4 単位 8 単位 4 単位 6 単位 10 単位

合計 8 単位 2 単位 10 単位 6 単位 4 単位 10 単位 4 単位 6 単位 10 単位

 
 
各パターンで履修するクラスは以下の通りです。 
＜パターン１＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
英語 English1-I・II 月曜１時限 英語１～５組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
月曜２時限 英語７～１１組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
English2-I・II 木曜１時限 英語７～１１組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
木曜２時限 英語１～５組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
諸外国語 ○○語 1-I・II 月曜１時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 

月曜２時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 
○○語 2-I・II 木曜１時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 

木曜２時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明します。 
 
２年 

  

英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
諸外国語 ○○語 3-I・II 水曜５限 全クラス 春学期・秋学期 

 
  

 

学部‐(89) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

＜パターン２＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
英語 English1-I 

 
月曜１時限 英語６組 春学期のみ 

英語上級クラス 
月曜２時限 英語 12 組 春学期のみ 

英語上級クラス 
English2-I 木曜１時限 英語 12 組 春学期のみ 

英語上級クラス 
木曜２時限 英語６組 春学期のみ 

英語上級クラス 
諸外国語 ○○語 1-I・II 月曜１時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 

月曜２時限 Ａ～Ｆ組 
○○語 2-I・II 木曜１時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 

木曜２時限 Ｇ～Ｌ組 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明します。 
 
２年 

  

英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
諸外国語 ○○語 3-I・II ドイツ語 水曜５時限 

人間環境学部のクラスを履修 
（パターン１選択者と共通） 

春学期・秋学期 

中国語 
スペイン語 

○○語 3-I・II 重点 フランス語 法・文・経営学部生と共通のクラ

スを履修 
（パターン３選択者と共通） 

ロシア語 
朝鮮語 

○○語 4-I・II 重点 法・文・経営学部生と共通のクラスを履修 
（パターン３選択者と共通） 

 

＜パターン３＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。（２年次以上） 
諸外国語 ○○語 1-I・II 月曜１時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 

月曜２時限 Ａ～Ｆ組 
○○語 2-I・II 木曜１時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 

木曜２時限 Ｇ～Ｌ組 
 
２年 

  

英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
諸外国語 ○○語 3-I・II ドイツ語 水曜５時限 

人間環境学部のクラスを履修 
（パターン１選択者と共通） 

春学期・秋学期

中国語 
スペイン語 

○○語 3-I・II 重点 フランス語 法・文・経営学部生と共通のクラス

を履修 
（パターン２選択者と共通） 

ロシア語 
朝鮮語 

○○語 4-I・II 重点 法・文・経営学部生と共通のクラスを履修 
（パターン２選択者と共通） 
※ドイツ・中国語・スペイン語・朝鮮語5-I・II は

４群「諸外国語」選択科目を代替してください。 

○○語 5-I・II 重点 

 
  

学部‐(76)



 

4.5  市ヶ谷基礎科目 4 群（外国語）（2012 年度～2016 年度入学者） 
4 群には、(1)必修外国語と、(2)4 群選択科目があります。 

 
（１）－１ 必修外国語 

必修外国語の履修パターンは以下の 3 つがあります。入学時に選択した諸外国語および履修パターンを変更するこ

とはできません。 
パターン１   パターン２        パターン３ 

 1 年 2 年 合計 1 年 2 年 合計 1 年 2 年 合計 
英語 4 単位 0 単位 4 単位 2 単位 0 単位 2 単位 0 単位 0 単位 0 単位 

諸外国語 4 単位 2 単位 6 単位 4 単位 4 単位 8 単位 4 単位 6 単位 10 単位

合計 8 単位 2 単位 10 単位 6 単位 4 単位 10 単位 4 単位 6 単位 10 単位

 
 
各パターンで履修するクラスは以下の通りです。 
＜パターン１＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
英語 English1-I・II 月曜１時限 英語１～５組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
月曜２時限 英語７～１１組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
English2-I・II 木曜１時限 英語７～１１組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
木曜２時限 英語１～５組 春学期・秋学期 

英語上級クラス 
諸外国語 ○○語 1-I・II 月曜１時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 

月曜２時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 
○○語 2-I・II 木曜１時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 

木曜２時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明します。 
 
２年 

  

英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
諸外国語 ○○語 3-I・II 水曜５限 全クラス 春学期・秋学期 

 
  

 

学部‐(89) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

＜パターン２＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
英語 English1-I 

 
月曜１時限 英語６組 春学期のみ 

英語上級クラス 
月曜２時限 英語 12 組 春学期のみ 

英語上級クラス 
English2-I 木曜１時限 英語 12 組 春学期のみ 

英語上級クラス 
木曜２時限 英語６組 春学期のみ 

英語上級クラス 
諸外国語 ○○語 1-I・II 月曜１時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 

月曜２時限 Ａ～Ｆ組 
○○語 2-I・II 木曜１時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 

木曜２時限 Ｇ～Ｌ組 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明します。 
 
２年 

  

英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
諸外国語 ○○語 3-I・II ドイツ語 水曜５時限 

人間環境学部のクラスを履修 
（パターン１選択者と共通） 

春学期・秋学期 

中国語 
スペイン語 

○○語 3-I・II 重点 フランス語 法・文・経営学部生と共通のクラ

スを履修 
（パターン３選択者と共通） 

ロシア語 
朝鮮語 

○○語 4-I・II 重点 法・文・経営学部生と共通のクラスを履修 
（パターン３選択者と共通） 

 

＜パターン３＞ 
１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。（２年次以上） 
諸外国語 ○○語 1-I・II 月曜１時限 Ｇ～Ｌ組 春学期・秋学期 

月曜２時限 Ａ～Ｆ組 
○○語 2-I・II 木曜１時限 Ａ～Ｆ組 春学期・秋学期 

木曜２時限 Ｇ～Ｌ組 
 
２年 

  

英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
諸外国語 ○○語 3-I・II ドイツ語 水曜５時限 

人間環境学部のクラスを履修 
（パターン１選択者と共通） 

春学期・秋学期

中国語 
スペイン語 

○○語 3-I・II 重点 フランス語 法・文・経営学部生と共通のクラス

を履修 
（パターン２選択者と共通） 

ロシア語 
朝鮮語 

○○語 4-I・II 重点 法・文・経営学部生と共通のクラスを履修 
（パターン２選択者と共通） 
※ドイツ・中国語・スペイン語・朝鮮語5-I・II は

４群「諸外国語」選択科目を代替してください。 

○○語 5-I・II 重点 
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（１）－２ 留学生の必修外国語 

留学生入試で入学した留学生は、以下のパターンになります。入学時に選択した諸外国語および履修パターンを変

更することはできません。 
※ 英語を母語とする国からの留学生は、「留学生パターン２」で履修することとなります。 

 
留学生パターン１         留学生パターン２   

 1 年 2 年 合計  1 年 2 年 合計  
日本語 4 単位 4 単位 8 単位  4 単位 4 単位 8 単位  

英語 2 単位 0 単位 2 単位  0 単位 0 単位 0 単位  

諸外国語 0 単位 0 単位 0 単位  2 単位 0 単位 2 単位  

合計 6 単位 4 単位 10 単位  6 単位 4 単位 10 単位  

 
＜留学生パターン１＞ 

１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
日本語 日本語 1-I・II 火曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 2-I・II 火曜４時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語 English1-I 月曜１時限または月曜２時限 全クラス 春学期のみ 

English2-I 木曜１時限または木曜２時限 全クラス 春学期のみ 
諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます（一部科目を除き、２年次以上）。 
 

２年 

    

日本語 日本語 3-I・II 水曜１時限 全クラス 春学期・秋学期 
日本語 4-I・II 木曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

英語・諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明いたします。 
 
＜留学生パターン２＞ 

１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
日本語 日本語 1-I・II 火曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 2-I・II 火曜４時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます（２年次以上）。 
諸外国語 ○○語 1-I 月曜１時限または月曜２時限 全クラス 春学期のみ 

○○語 2-I 木曜１時限または木曜２時限 全クラス 春学期のみ 
２年     
日本語 日本語 3-I・II 水曜１時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 4-I・II 木曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語・諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
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（１）－２ 留学生の必修外国語 

留学生入試で入学した留学生は、以下のパターンになります。入学時に選択した諸外国語および履修パターンを変

更することはできません。 
※ 英語を母語とする国からの留学生は、「留学生パターン２」で履修することとなります。 

 
留学生パターン１         留学生パターン２   

 1 年 2 年 合計  1 年 2 年 合計  
日本語 4 単位 4 単位 8 単位  4 単位 4 単位 8 単位  

英語 2 単位 0 単位 2 単位  0 単位 0 単位 0 単位  

諸外国語 0 単位 0 単位 0 単位  2 単位 0 単位 2 単位  

合計 6 単位 4 単位 10 単位  6 単位 4 単位 10 単位  

 
＜留学生パターン１＞ 

１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
日本語 日本語 1-I・II 火曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 2-I・II 火曜４時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語 English1-I 月曜１時限または月曜２時限 全クラス 春学期のみ 

English2-I 木曜１時限または木曜２時限 全クラス 春学期のみ 
諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます（一部科目を除き、２年次以上）。 
 

２年 

    

日本語 日本語 3-I・II 水曜１時限 全クラス 春学期・秋学期 
日本語 4-I・II 木曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

英語・諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
※英語のクラスは、後日掲示板にて発表します。詳細は、新入生ガイダンス時に説明いたします。 
 
＜留学生パターン２＞ 

１年 科目名 曜日・時限 クラス 開講期 
日本語 日本語 1-I・II 火曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 2-I・II 火曜４時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます（２年次以上）。 
諸外国語 ○○語 1-I 月曜１時限または月曜２時限 全クラス 春学期のみ 

○○語 2-I 木曜１時限または木曜２時限 全クラス 春学期のみ 
２年     
日本語 日本語 3-I・II 水曜１時限 全クラス 春学期・秋学期 

日本語 4-I・II 木曜３時限 全クラス 春学期・秋学期 
英語・諸外国語 必修科目はありません。※選択科目は履修できます。 
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（２）－１ ４群「選択英語」について 

２年次以降で、より特化した内容で英語を勉強したい学生のために、次の「選択英語」の各科目が設けられていま

す。 
① 「選択英語」は、市ヶ谷基礎科目４群（必修外国語）のいずれの履修パターンの場合でも、履修することができ

ます。 
② 「選択英語」は、履修登録時に指定すれば、必修英語科目の単位に代替することができます。 

（必修英語科目の再履修の場合のみ） 

③ 履修希望者は、最初の授業に出席し、担当教員より履修の許可を受けてください。 
④ テキストは、担当教員より履修の許可を得てから購入してください。 
  

科目 種目 単位
履修 

年次 
開講数 開講セメスター 連続 重複

選
択
英
語 

Oral Communication Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

Oral Communication Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

English through Movies and Drama Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

English through Movies and Drama Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

TOEIC(R) Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

TOEIC(R) Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

英検準備 Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

英検準備 Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

Business Communication Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

Business Communication Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

Computer Assisted English Learning Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

Computer Assisted English Learning Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

 

＜用語説明＞ 
【連続】：前年度までに履修して、単位を修得した科目をもう一度履修すること。 
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。 
 
 
 

（２）－２ ４群「諸外国語」選択科目 

 必修の授業以外に基礎科目 4 群の中から右記の外国語選択科目が履修可能です。 

＜履修上の注意：諸外国語共通＞ 
春学期、秋学期を合わせて通年で履修（同一科目のⅠとⅡを連続して履修）することが原則となります。 

各科目（秋学期科目含む）とも、４月の春学期第１回目の授業に出席し、担当教員から受講許可を得てください。

選抜を行う場合もあります。受講が許可された場合のみ履修登録が可能です。Ⅱ（秋学期）のみを履修する授業

であっても、そのⅡに対応するⅠの科目の４月の春学期第１回目の授業に出席し、受講許可を得て、９月に履修

登録を行ってください。受講許可を得る時には、必ず同一科目をⅠ･Ⅱ（春学期＋秋学期）とも履修するのか、

それともⅠ（春学期）あるいはⅡ（秋学期）のみ履修するのかを、４月の春学期第１回目の授業に出席し、担当

教員に申し出てください。 

 

 

学部‐(93) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

※定員は目安です。受講許可は教員の判断によります。定員に満たない場合でも選抜を行う可能性があります。 

 科目名 単位 定員 履修年次 連続 重複 備考 

ド
イ
ツ
語 

ドイツ語コミュニケーション I／II 各 1 20 2～4 ○ × ドイツ語 3-I・II，ドイツ語

4-I・II 重点，ドイツ語 5-I・

II 重点に代替可 

ドイツ語表現法 I／II 各 1 20 2～4 ○ × 

ドイツ語視聴覚 I／II 各 1 30 2～4 ○ × 

時事ドイツ語 I／II 各 1 30 2～4 ○ ○ 

検定ドイツ語 I／II 各 1 30 2～4 ○ × 

スポーツ・ドイツ語 I／II 

※SSI 所属学生のみ履修可 

各 1 30 1～3 ○ ○ ドイツ語 1-I・II～4-I・II の

いずれかに代替しなければ

ならない 

フ
ラ
ン
ス
語 

フランス語コミュニケーション I／II 各 1 30 2～4 ○ × フランス語 3-I・II，フラン

ス語 3-I・II 重点，フランス

語 4-I・II 重点，フランス語

5-I・II 重点に代替可 

フランス語視聴覚 I／II 各 1 30 1～4 × × フランス語 2-I・II に代替可

フランス語視聴覚 III／IV 各 1 30 2 × × フランス語 3-I・II，フラン

ス語 3-I・II 重点，フランス

語 4-I・II 重点，フランス語

5-I・II 重点に代替可 

時事フランス語 I／II 各 1 30 2 × × 

検定フランス語 I／II 各 1 30 2～4 ○ ○ 

情報フランス語 I／II 

※2018 年度休講 

各 1 30 2 × × 

中
国
語 

中国語コミュニケーション I／II 各 1 20 2～4 ○ × 中国語 3-I・II，中国語 4-I・

II 重点，中国語 5-I・II 重点，

に代替可 

中国語表現法 I／II 各 1 15 2～4 ○ × 

中国語視聴覚 I／II 各 1 35 2～4 × × 

検定中国語 I／II 各 1 40 2～4 × × 

ス
ペ
イ
ン
語 

スペイン語コミュニケーション I／II 各 1 30 2～4 × × スペイン語 3-I・II，スペイ

ン語 4-I・II 重点，スペイン

語 5-I・II 重点に代替可 

スペイン語講読 I／II 

※2018 年度をもって休講 

各 1 30 2～4 × × 

時事スペイン語 I／II 各 1 30 2～4 × × 

朝
鮮
語 

朝鮮語コミュニケーション I／II 各 1 30 2～4 × × 朝鮮語 3-I・II，朝鮮語 3-I・

II 重点，朝鮮語 4-I・II 重点，

朝鮮語 5-I・II 重点に代替可朝鮮語視聴覚 I／II 各 1 30 2～4 × × 

朝鮮語講読 I／II 各 1 30 3～4 × × 代替不可 

朝鮮語表現法 I／II 各 1 30 3～4 × × 

＜用語説明＞ 
【連続】：前年度までに履修して、単位を修得した科目をもう一度履修すること。 
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。 
【代替】：特定の科目の代わりとして履修すること。 
必修科目の代替として履修した場合、各種証明書・通知書では、「○○語４－Ⅰ」のように必修科

目の科目名で表示されます。 

例）・スペイン語講読Ⅰを履修し、スペイン語４－Ⅰに代替した場合 
   →各種証明書・通知書では、「スペイン語４－Ⅰ」と記載され４群必修の単位となります。 

・スペイン語講読Ⅰを履修し、スペイン語４－Ⅰに代替しない場合 
   →各種証明書・通知書では、「スペイン語講読Ⅰ」と記載され４群選択の単位となります。 

学部‐(80)



 

（２）－１ ４群「選択英語」について 

２年次以降で、より特化した内容で英語を勉強したい学生のために、次の「選択英語」の各科目が設けられていま

す。 
① 「選択英語」は、市ヶ谷基礎科目４群（必修外国語）のいずれの履修パターンの場合でも、履修することができ

ます。 
② 「選択英語」は、履修登録時に指定すれば、必修英語科目の単位に代替することができます。 

（必修英語科目の再履修の場合のみ） 

③ 履修希望者は、最初の授業に出席し、担当教員より履修の許可を受けてください。 
④ テキストは、担当教員より履修の許可を得てから購入してください。 
  

科目 種目 単位
履修 

年次 
開講数 開講セメスター 連続 重複

選
択
英
語 

Oral Communication Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

Oral Communication Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

English through Movies and Drama Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

English through Movies and Drama Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

TOEIC(R) Ⅰ 1 ２～４ ２ ３，５，７ × × 

TOEIC(R) Ⅱ 1 ２～４ ２ ４，６，８ × × 

英検準備 Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

英検準備 Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

Business Communication Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

Business Communication Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

Computer Assisted English Learning Ⅰ 1 ２～４ １ ３，５，７ × × 

Computer Assisted English Learning Ⅱ 1 ２～４ １ ４，６，８ × × 

 

＜用語説明＞ 
【連続】：前年度までに履修して、単位を修得した科目をもう一度履修すること。 
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。 
 
 
 

（２）－２ ４群「諸外国語」選択科目 

 必修の授業以外に基礎科目 4 群の中から右記の外国語選択科目が履修可能です。 

＜履修上の注意：諸外国語共通＞ 
春学期、秋学期を合わせて通年で履修（同一科目のⅠとⅡを連続して履修）することが原則となります。 

各科目（秋学期科目含む）とも、４月の春学期第１回目の授業に出席し、担当教員から受講許可を得てください。

選抜を行う場合もあります。受講が許可された場合のみ履修登録が可能です。Ⅱ（秋学期）のみを履修する授業

であっても、そのⅡに対応するⅠの科目の４月の春学期第１回目の授業に出席し、受講許可を得て、９月に履修

登録を行ってください。受講許可を得る時には、必ず同一科目をⅠ･Ⅱ（春学期＋秋学期）とも履修するのか、

それともⅠ（春学期）あるいはⅡ（秋学期）のみ履修するのかを、４月の春学期第１回目の授業に出席し、担当

教員に申し出てください。 

 

 

学部‐(93) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

※定員は目安です。受講許可は教員の判断によります。定員に満たない場合でも選抜を行う可能性があります。 

 科目名 単位 定員 履修年次 連続 重複 備考 

ド
イ
ツ
語 

ドイツ語コミュニケーション I／II 各 1 20 2～4 ○ × ドイツ語 3-I・II，ドイツ語

4-I・II 重点，ドイツ語 5-I・

II 重点に代替可 

ドイツ語表現法 I／II 各 1 20 2～4 ○ × 

ドイツ語視聴覚 I／II 各 1 30 2～4 ○ × 

時事ドイツ語 I／II 各 1 30 2～4 ○ ○ 

検定ドイツ語 I／II 各 1 30 2～4 ○ × 

スポーツ・ドイツ語 I／II 

※SSI 所属学生のみ履修可 

各 1 30 1～3 ○ ○ ドイツ語 1-I・II～4-I・II の

いずれかに代替しなければ

ならない 

フ
ラ
ン
ス
語 

フランス語コミュニケーション I／II 各 1 30 2～4 ○ × フランス語 3-I・II，フラン

ス語 3-I・II 重点，フランス

語 4-I・II 重点，フランス語

5-I・II 重点に代替可 

フランス語視聴覚 I／II 各 1 30 1～4 × × フランス語 2-I・II に代替可

フランス語視聴覚 III／IV 各 1 30 2 × × フランス語 3-I・II，フラン

ス語 3-I・II 重点，フランス

語 4-I・II 重点，フランス語

5-I・II 重点に代替可 

時事フランス語 I／II 各 1 30 2 × × 

検定フランス語 I／II 各 1 30 2～4 ○ ○ 

情報フランス語 I／II 

※2018 年度休講 

各 1 30 2 × × 

中
国
語 

中国語コミュニケーション I／II 各 1 20 2～4 ○ × 中国語 3-I・II，中国語 4-I・

II 重点，中国語 5-I・II 重点，

に代替可 

中国語表現法 I／II 各 1 15 2～4 ○ × 

中国語視聴覚 I／II 各 1 35 2～4 × × 

検定中国語 I／II 各 1 40 2～4 × × 

ス
ペ
イ
ン
語 

スペイン語コミュニケーション I／II 各 1 30 2～4 × × スペイン語 3-I・II，スペイ

ン語 4-I・II 重点，スペイン

語 5-I・II 重点に代替可 

スペイン語講読 I／II 

※2018 年度をもって休講 

各 1 30 2～4 × × 

時事スペイン語 I／II 各 1 30 2～4 × × 

朝
鮮
語 

朝鮮語コミュニケーション I／II 各 1 30 2～4 × × 朝鮮語 3-I・II，朝鮮語 3-I・

II 重点，朝鮮語 4-I・II 重点，

朝鮮語 5-I・II 重点に代替可朝鮮語視聴覚 I／II 各 1 30 2～4 × × 

朝鮮語講読 I／II 各 1 30 3～4 × × 代替不可 

朝鮮語表現法 I／II 各 1 30 3～4 × × 

＜用語説明＞ 
【連続】：前年度までに履修して、単位を修得した科目をもう一度履修すること。 
【重複】：同じ年度内に、同じ名前の科目を複数履修すること。 
【代替】：特定の科目の代わりとして履修すること。 
必修科目の代替として履修した場合、各種証明書・通知書では、「○○語４－Ⅰ」のように必修科

目の科目名で表示されます。 

例）・スペイン語講読Ⅰを履修し、スペイン語４－Ⅰに代替した場合 
   →各種証明書・通知書では、「スペイン語４－Ⅰ」と記載され４群必修の単位となります。 

・スペイン語講読Ⅰを履修し、スペイン語４－Ⅰに代替しない場合 
   →各種証明書・通知書では、「スペイン語講読Ⅰ」と記載され４群選択の単位となります。 

２
０
１
６
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度
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前
入
学
者
用
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（３）必修外国語科目の再履修について 

2012 年度以降入学者の必修外国語の再履修方法は以下のとおりです。前年度までに、春学期科目（○○語 1-I）

を修得できなかった場合は春学期科目を、秋学期科目（○○語 1- II）を修得できなかった場合は秋学期科目を再履

修してください。 

 
１年次科目 再履修する科目名 再履修方法

英語 English1-I・II 
English2-I・II 

１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ ４群「選択英語」（P.80参照）を英語必修科目の代替として履修。 

・ 「アクティブ語学」または「テーマ別英語」を履修し、市ヶ谷基礎科目４

群必修の英語の単位に充当（詳細は P.86参照）。 

諸外国語 ドイツ語 1-I・II 
ドイツ語 2-I・II 
フランス語 1-I・II 
フランス語 2-I・II 
ロシア語 1-I・II 
ロシア語 2-I・II 
スペイン語 1-I・II 
スペイン語 2-I・II 

１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・1 年次のクラス授業を履修。 
・○○語補講１-I・II、○○語補講 2-I・II を履修。 
・外国語選択科目を代替（ただし、フランス語 2-I・II のみ） 
 

※いずれの場合も春学期科目（○○語 1-I または 2-I）を修得できなかった場

合は春学期科目を、秋学期科目（○○語 1- II または 2-II）を修得できなか

った場合は秋学期科目を履修すること。 

 

中国語 1-I・II 
中国語 2-I・II P.84「中国語１－Ⅰ・Ⅱ、中国語２－Ⅰ・Ⅱの再履修の方法について」を参照。

朝鮮語 1-I・II 
朝鮮語 2-I・II 
日本語 1-I・II 
日本語 2-I・II 

1 年次のクラス授業を履修。 
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4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

２年次科目 再履修する科目名 再履修方法

英語 必修科目はありません。 
諸外国語 ＜パターン①＞の 

○○語 3-I・II 
１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ 2年次のクラス授業を履修（自分のクラスでなくても可）。 

・ 4群外国語選択科目を必修科目の代替として履修（ロシア語を除く、P.81参照） 

・＜フランス語・中国語・スペイン語のみ＞ 
2018年度「フランス語３－Ⅰ/Ⅱ（補講）」と「中国語３―Ⅰ/Ⅱ（補講）」クラ

スが新設されました。 

基礎科目時間割表より「フランス語補講３－Ⅰ/Ⅱ」「「中国語語補講３－Ⅰ/Ⅱ」

「スペイン語補講３－Ⅰ/Ⅱ」を探して履修してください。 

※補講クラスの2019年度の開講は、変更になる場合もあります。必ず2019年度

履修の手引きを確認してください。 

◇◆注意「中国語３Ⅰ/Ⅱ」について◆◇ 

2019年度より、「中国語３Ⅰ/Ⅱ」の再履修方法は、 

「補講クラス受講」のみ（「中国語３Ⅰ／Ⅱ（補講）」を受講）となります。 

2019年度より、「クラス授業で再履修する」方法と「『クラス授業以外で履修で

きる４群科目』で代替する」方法では再履修できません。十分注意してくださ

い。 

 

※いずれの場合も春学期科目（○○語 3-I）を修得できなかった場合は春学期科目を、

秋学期科目（○○語 3- II）を修得できなかった場合は秋学期科目を履修すること。

 
＜パターン②＞、 
＜パターン③＞の 
○○語 3-I・II 重点 

ドイツ語 １つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ 2年生のクラス授業を履修（自分のクラスでなくても可） 

・ 4群外国語選択科目を必修科目に代替。（ロシア語を除く、P.81参

照） 

・ （中国語・スペイン語のみ）「中国語３－Ⅰ/Ⅱ（補講）」、「スペイ

ン語３-Ⅰ/Ⅱ（補講）」を履修。 

 
※いずれの場合も春学期科目（○○語 3-I）を修得できなかった場合

は春学期科目を、秋学期科目（○○語 3- II）を修得できなかった場

合は秋学期科目を履修すること。 

 

ロシア語 
中国語 

スペイン語 

フランス語 
１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ 法・文・経営学部生と共通のクラスを履修（パターン２・３選択

者とも共通） 

・ 4群外国語選択科目を必修科目の代替として履修（P.81参照） 

・ （フランス語のみ）「フランス語補講３－Ⅰ/Ⅱ」を履修。 

 

※いずれの場合も春学期科目（○○語 3-I）を修得できなかった場合

は春学期科目を、秋学期科目（○○語 3- II）を修得できなかった場

合は秋学期科目を履修すること。 

 

朝鮮語 

 ○○語 4-I・II 重点 
○○語 5-I・II 重点 

１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ 法・文・経営学部生と共通のクラスを履修（パターン２・３選択者とも共通） 

・4 群外国語選択科目を必修科目の代替として履修（ロシア語を除く、P.81 参照） 
※「ドイツ語５－Ⅰ/Ⅱ重点」、「中国語５－Ⅰ/Ⅱ重点」、「スペイン語５－Ⅰ/ 

Ⅱ重点」、「朝鮮語５－Ⅰ/Ⅱ重点」は 4 群外国語選択科目を必修科目の代替 
として履修してください。 

※いずれの場合も春学期科目（○○語 4-I または 5-I）を修得できなかった場 

合は春学期科目を、秋学期科目（○○語 4- II または 5-II）を修得できなかった

場合は秋学期科目を履修すること。 

＜用語説明＞ 
【代替】：特定の科目の代わりとして履修すること。 

必修科目の代替として履修した場合、各種証明書・通知書では、「○○語４－Ⅰ」のように必修科目の科目名で表示
されます。 

（例）英検準備Ⅰを履修し、English1-I に代替した場合 

  →各種証明書・通知書では、「English1-I」と記載され４群必修の単位となります。 

 
   英検準備Ⅰを履修し、English1-I に代替しない場合 

  →各種証明書・通知書では、「英検準備Ⅰ」と記載され４群選択の単位となります。 
 
【充当】：科目を限定せずに必修として必要な単位数を充足すること。 
 充当科目は、各種証明書・通知書ではそのままの科目名で記載されます。 
（例）「英語Ⅰ（4群必修）」を履修し、４群必修の単位に充当した場合 

→各種証明書・通知書には、「英語Ⅰ（４群必修）」と記載され 4群必修の単位となります。 

学部‐(82)



 

（３）必修外国語科目の再履修について 

2012 年度以降入学者の必修外国語の再履修方法は以下のとおりです。前年度までに、春学期科目（○○語 1-I）

を修得できなかった場合は春学期科目を、秋学期科目（○○語 1- II）を修得できなかった場合は秋学期科目を再履

修してください。 

 
１年次科目 再履修する科目名 再履修方法

英語 English1-I・II 
English2-I・II 

１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ ４群「選択英語」（P.80参照）を英語必修科目の代替として履修。 

・ 「アクティブ語学」または「テーマ別英語」を履修し、市ヶ谷基礎科目４

群必修の英語の単位に充当（詳細は P.86参照）。 

諸外国語 ドイツ語 1-I・II 
ドイツ語 2-I・II 
フランス語 1-I・II 
フランス語 2-I・II 
ロシア語 1-I・II 
ロシア語 2-I・II 
スペイン語 1-I・II 
スペイン語 2-I・II 

１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・1 年次のクラス授業を履修。 
・○○語補講１-I・II、○○語補講 2-I・II を履修。 
・外国語選択科目を代替（ただし、フランス語 2-I・II のみ） 
 

※いずれの場合も春学期科目（○○語 1-I または 2-I）を修得できなかった場

合は春学期科目を、秋学期科目（○○語 1- II または 2-II）を修得できなか

った場合は秋学期科目を履修すること。 

 

中国語 1-I・II 
中国語 2-I・II P.84「中国語１－Ⅰ・Ⅱ、中国語２－Ⅰ・Ⅱの再履修の方法について」を参照。

朝鮮語 1-I・II 
朝鮮語 2-I・II 
日本語 1-I・II 
日本語 2-I・II 

1 年次のクラス授業を履修。 
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4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

２年次科目 再履修する科目名 再履修方法

英語 必修科目はありません。 
諸外国語 ＜パターン①＞の 

○○語 3-I・II 
１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ 2年次のクラス授業を履修（自分のクラスでなくても可）。 

・ 4群外国語選択科目を必修科目の代替として履修（ロシア語を除く、P.81参照） 

・＜フランス語・中国語・スペイン語のみ＞ 
2018年度「フランス語３－Ⅰ/Ⅱ（補講）」と「中国語３―Ⅰ/Ⅱ（補講）」クラ

スが新設されました。 

基礎科目時間割表より「フランス語補講３－Ⅰ/Ⅱ」「「中国語語補講３－Ⅰ/Ⅱ」

「スペイン語補講３－Ⅰ/Ⅱ」を探して履修してください。 

※補講クラスの2019年度の開講は、変更になる場合もあります。必ず2019年度

履修の手引きを確認してください。 

◇◆注意「中国語３Ⅰ/Ⅱ」について◆◇ 

2019年度より、「中国語３Ⅰ/Ⅱ」の再履修方法は、 

「補講クラス受講」のみ（「中国語３Ⅰ／Ⅱ（補講）」を受講）となります。 

2019年度より、「クラス授業で再履修する」方法と「『クラス授業以外で履修で

きる４群科目』で代替する」方法では再履修できません。十分注意してくださ

い。 

 

※いずれの場合も春学期科目（○○語 3-I）を修得できなかった場合は春学期科目を、

秋学期科目（○○語 3- II）を修得できなかった場合は秋学期科目を履修すること。

 
＜パターン②＞、 
＜パターン③＞の 
○○語 3-I・II 重点 

ドイツ語 １つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ 2年生のクラス授業を履修（自分のクラスでなくても可） 

・ 4群外国語選択科目を必修科目に代替。（ロシア語を除く、P.81参

照） 

・ （中国語・スペイン語のみ）「中国語３－Ⅰ/Ⅱ（補講）」、「スペイ

ン語３-Ⅰ/Ⅱ（補講）」を履修。 

 
※いずれの場合も春学期科目（○○語 3-I）を修得できなかった場合

は春学期科目を、秋学期科目（○○語 3- II）を修得できなかった場

合は秋学期科目を履修すること。 

 

ロシア語 
中国語 

スペイン語 

フランス語 
１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ 法・文・経営学部生と共通のクラスを履修（パターン２・３選択

者とも共通） 

・ 4群外国語選択科目を必修科目の代替として履修（P.81参照） 

・ （フランス語のみ）「フランス語補講３－Ⅰ/Ⅱ」を履修。 

 

※いずれの場合も春学期科目（○○語 3-I）を修得できなかった場合

は春学期科目を、秋学期科目（○○語 3- II）を修得できなかった場

合は秋学期科目を履修すること。 

 

朝鮮語 

 ○○語 4-I・II 重点 
○○語 5-I・II 重点 

１つの科目につき、下記いずれか１つを選択可。 
・ 法・文・経営学部生と共通のクラスを履修（パターン２・３選択者とも共通） 

・4 群外国語選択科目を必修科目の代替として履修（ロシア語を除く、P.81 参照） 
※「ドイツ語５－Ⅰ/Ⅱ重点」、「中国語５－Ⅰ/Ⅱ重点」、「スペイン語５－Ⅰ/ 

Ⅱ重点」、「朝鮮語５－Ⅰ/Ⅱ重点」は 4 群外国語選択科目を必修科目の代替 
として履修してください。 

※いずれの場合も春学期科目（○○語 4-I または 5-I）を修得できなかった場 

合は春学期科目を、秋学期科目（○○語 4- II または 5-II）を修得できなかった

場合は秋学期科目を履修すること。 

＜用語説明＞ 
【代替】：特定の科目の代わりとして履修すること。 

必修科目の代替として履修した場合、各種証明書・通知書では、「○○語４－Ⅰ」のように必修科目の科目名で表示
されます。 

（例）英検準備Ⅰを履修し、English1-I に代替した場合 

  →各種証明書・通知書では、「English1-I」と記載され４群必修の単位となります。 

 
   英検準備Ⅰを履修し、English1-I に代替しない場合 

  →各種証明書・通知書では、「英検準備Ⅰ」と記載され４群選択の単位となります。 
 
【充当】：科目を限定せずに必修として必要な単位数を充足すること。 
 充当科目は、各種証明書・通知書ではそのままの科目名で記載されます。 
（例）「英語Ⅰ（4群必修）」を履修し、４群必修の単位に充当した場合 

→各種証明書・通知書には、「英語Ⅰ（４群必修）」と記載され 4群必修の単位となります。 

２
０
１
６
年
度
以
前
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＜中国語１－Ⅰ・Ⅱ、中国語２－Ⅰ・Ⅱの再履修の方法について＞ 

「中国語１－Ⅰ」「中国語１－Ⅱ」「中国語２－Ⅰ」「中国語２－Ⅱ」のいずれかを再履修する場合は、以下のパターンにしたが

って受講してください。中国語１－と中国語２－はリレー方式で授業を行うため、このパターンに合わない方法で受講すると、試

験などで不利になることがあります。 

■中国語の単位修得状況と再履修パターンの対照表 

自分の単位修得状況が以下のどれに当てはまるかをよく確認して、Ａ～Ｈのうち該当するパターンで受講してください。 

↓たて方向に見て、自分がどのパターンなのか確認してください。↓ 

「－」は単位修得済み（合格）、「再履」は単位未修得（不合格＝再履修） 

中国語１-Ⅰ（春学

期） 
- - - 再履 - 再履 - 再履 - 再履 再履 再履 再履 - 再履

中国語１-Ⅱ（秋学

期） 
- - 再履 - - 再履 再履 - 再履 - 再履 再履 - 再履 再履

中国語２-Ⅰ（春学

期） 
- 再履 - - 再履 - 再履 - - 再履 再履 - 再履 再履 再履

中国語２-Ⅱ（秋学

期） 
再履 - - - 再履 - - 再履 再履 - - 再履 再履 再履 再履

 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

再履修のパターン

→ 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｆ Ｇ Ｈ
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4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

■再履修の方法（Ａ～Ｈパターン） 

Ａ 

秋学期に『中国語補講』を受講 
秋学期に『中国語補講』を受講する。履修登録は、春学期初回授業に出席し受講許可を得た授業につい

て、修得したい科目に該当する 

登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｂ 

春学期に『中国語補講』を受講 
春学期に「中国語補講」を受講する。履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で

登録すること。 

Ｃ 

春学期、秋学期ともに『中国語補講』を受講 
春学期、秋学期ともに「中国語補講」を受講する。履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲
示板参照）で登録すること。 

Ｄ 

秋学期にクラス授業で受講 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」の組み合わせを選び、
受講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～F 組の授業を受講する。 

Ｅ 

春学期にクラス授業で受講 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わせを選び、
受講する（自分の学部・クラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～F 組の授業を受講する。 

Ｆ 

春学期はクラス授業で受講、秋学期は『中国語補講』を受講 
＜春学期＞クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わ

せを選び、受講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可
を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～F 組の授業を受
講する。 

＜秋学期＞「中国語補講」を受講する。履修登録は、春学期初回授業に出席し受講許可を得た授業につ
いて、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｇ 

春学期は『中国語補講』を受講、秋学期はクラス授業で受講 
＜春学期＞「中国語補講」を受講する。履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）

で登録すること。 
＜秋学期＞クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」の組み合わ

せを選び、受講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可
を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～F 組の授業を受
講する。 

Ｈ 

春・秋学期ともにクラス授業で受講  

 
＜春学期＞クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わ

せを選び、受講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可
を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～F 組の授業を受
講する。 

＜秋学期＞クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」を選び、受
講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～F 組の授業を受
講する。 

  

学部‐(84)



 

＜中国語１－Ⅰ・Ⅱ、中国語２－Ⅰ・Ⅱの再履修の方法について＞ 

「中国語１－Ⅰ」「中国語１－Ⅱ」「中国語２－Ⅰ」「中国語２－Ⅱ」のいずれかを再履修する場合は、以下のパターンにしたが

って受講してください。中国語１－と中国語２－はリレー方式で授業を行うため、このパターンに合わない方法で受講すると、試

験などで不利になることがあります。 

■中国語の単位修得状況と再履修パターンの対照表 

自分の単位修得状況が以下のどれに当てはまるかをよく確認して、Ａ～Ｈのうち該当するパターンで受講してください。 

↓たて方向に見て、自分がどのパターンなのか確認してください。↓ 

「－」は単位修得済み（合格）、「再履」は単位未修得（不合格＝再履修） 

中国語１-Ⅰ（春学

期） 
- - - 再履 - 再履 - 再履 - 再履 再履 再履 再履 - 再履

中国語１-Ⅱ（秋学

期） 
- - 再履 - - 再履 再履 - 再履 - 再履 再履 - 再履 再履

中国語２-Ⅰ（春学

期） 
- 再履 - - 再履 - 再履 - - 再履 再履 - 再履 再履 再履

中国語２-Ⅱ（秋学

期） 
再履 - - - 再履 - - 再履 再履 - - 再履 再履 再履 再履

 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

再履修のパターン

→ 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｆ Ｇ Ｈ

 

  

 

学部‐(97) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

■再履修の方法（Ａ～Ｈパターン） 

Ａ 

秋学期に『中国語補講』を受講 
秋学期に『中国語補講』を受講する。履修登録は、春学期初回授業に出席し受講許可を得た授業につい

て、修得したい科目に該当する 

登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｂ 

春学期に『中国語補講』を受講 
春学期に「中国語補講」を受講する。履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で

登録すること。 

Ｃ 

春学期、秋学期ともに『中国語補講』を受講 
春学期、秋学期ともに「中国語補講」を受講する。履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲
示板参照）で登録すること。 

Ｄ 

秋学期にクラス授業で受講 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」の組み合わせを選び、
受講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～F 組の授業を受講する。 

Ｅ 

春学期にクラス授業で受講 
クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わせを選び、
受講する（自分の学部・クラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～F 組の授業を受講する。 

Ｆ 

春学期はクラス授業で受講、秋学期は『中国語補講』を受講 
＜春学期＞クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わ

せを選び、受講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可
を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～F 組の授業を受
講する。 

＜秋学期＞「中国語補講」を受講する。履修登録は、春学期初回授業に出席し受講許可を得た授業につ
いて、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）で登録すること。 

Ｇ 

春学期は『中国語補講』を受講、秋学期はクラス授業で受講 
＜春学期＞「中国語補講」を受講する。履修登録は、修得したい科目に該当する登録番号（掲示板参照）

で登録すること。 
＜秋学期＞クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」の組み合わ

せを選び、受講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可
を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～F 組の授業を受
講する。 

Ｈ 

春・秋学期ともにクラス授業で受講  

 
＜春学期＞クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅰ」と「中国語２-Ⅰ」の組み合わ

せを選び、受講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可
を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅰ」を受講する場合は「中国語２-Ⅰ」も１年 A～F 組の授業を受
講する。 

＜秋学期＞クラス授業のなかで、同じクラスが指定されている「中国語１-Ⅱ」と「中国語２-Ⅱ」を選び、受
講する（自分のクラスでなくても可）。教員に再履修の希望を申し出て受講許可を得ること。 
例）１年 A～F 組の「中国語１-Ⅱ」を受講する場合は「中国語２-Ⅱ」も１年 A～F 組の授業を受
講する。 
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学部‐(85)



 

（４）「アクティブ語学」と「テーマ別英語」について 

学部専門科目であるスキルアップ科目中の「アクティブ語学」（実践的な会話の授業）ならびに「テー

マ別英語」（英語で学部内の分野について学ぶ授業）は、履修登録時に指定すれば、市ヶ谷基礎科目 4
群（英語）の単位に充当することができます。 

 
 1)1～4 年次で「アクティブ語学」と「テーマ別英語」の両方を履修することもできます。  

2)「アクティブ語学」と「テーマ別英語」は、市ヶ谷基礎科目 4 群（英語）の単位に充当することがで

きます。 
  ・1～3年次までに履修登録時に指定した場合のみ、2単位まで 4群必修英語の単位に充当できます。 
  ・1～4年次までに履修登録時に指定した場合のみ、6単位まで 4群選択英語の単位に充当できます。 
3)履修希望者は、最初の授業に必ず出席し、担当教員より履修の許可を得てください。許可された場合

に登録できます（許可なく登録した場合は、登録無効となる場合があります）。 
4)テキストは、担当教員より履修の許可を得てから購入してください。 

 
 
4.6  市ヶ谷基礎科目 4 群（外国語）（2011 年度以前入学者） 

 

4 群には、必修外国語と選択外国語があります。必修外国語 8単位は卒業所要単位です。 

 再履修対象者は、学部窓口へ問い合わせてください。 

  

 

学部‐(99) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

 

 

学部‐(86)



 

（４）「アクティブ語学」と「テーマ別英語」について 

学部専門科目であるスキルアップ科目中の「アクティブ語学」（実践的な会話の授業）ならびに「テー

マ別英語」（英語で学部内の分野について学ぶ授業）は、履修登録時に指定すれば、市ヶ谷基礎科目 4
群（英語）の単位に充当することができます。 

 
 1)1～4 年次で「アクティブ語学」と「テーマ別英語」の両方を履修することもできます。  

2)「アクティブ語学」と「テーマ別英語」は、市ヶ谷基礎科目 4 群（英語）の単位に充当することがで

きます。 
  ・1～3年次までに履修登録時に指定した場合のみ、2単位まで 4群必修英語の単位に充当できます。 
  ・1～4年次までに履修登録時に指定した場合のみ、6単位まで 4群選択英語の単位に充当できます。 
3)履修希望者は、最初の授業に必ず出席し、担当教員より履修の許可を得てください。許可された場合

に登録できます（許可なく登録した場合は、登録無効となる場合があります）。 
4)テキストは、担当教員より履修の許可を得てから購入してください。 

 
 
4.6  市ヶ谷基礎科目 4 群（外国語）（2011 年度以前入学者） 
 

4 群には、必修外国語と選択外国語があります。必修外国語 8単位は卒業所要単位です。 

 再履修対象者は、学部窓口へ問い合わせてください。 

  

 

学部‐(99) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修
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4.7  市ヶ谷基礎科目 5 群（体育科目）の履修について 

a. 科目名・履修年次・単位 

科目名（系列） 履修年次 単位  

（必修科目） 

スポーツ総合演習 

原則として

1 年次に履修
２単位 ３年次修了までに必ず修得する必要があります。

（選択科目） 

＜2017 年度以降入学生＞ 

スポーツ総合演習Ｓ 

＜2016 年度以前入学生＞ 

スポーツ総合演習 

1～4 年次 ２単位

必修ではありません。２単位まで履修できます。 

修得した単位は ILAC 科目／基礎科目の単位とし

て卒業所要単位に計上されます。 

b. 内容 

体育についての演習（講義および実技） 

c. 授業形態・実施場所・期間 

通常授業か集中授業のいずれかで受講します。詳細を保健体育ガイダンスで説明します。 

授業形態 授業期間 種目 場所 

通常授業 春学期または秋学期 複数の種目の複合
①市ケ谷総合体育館 

②富士見坂体育館 

集中授業 夏季休業期間中の４日間 複数の種目の複合

①市ケ谷総合体育館 

②富士見坂体育館 

③多摩体育施設（法学部生以外の

再履修クラスのみ） 

 

d. 保健体育ガイダンス（保健体育時間割の説明・受講授業の決定・仮登録） 

対象 内容 日時 場所 

２０１８年度 

入学生 

体育についての全体ガイダンス 

★全員必ず参加する 

学部ガイダンスで説明 

（日時・場所は入学時配布の「新入生諸連絡事項」を参照） 

２００８～２０１７年度

入学生 

必修科目の再履修ガイダンス 

★必修単位未修得者は必ず参加する

★再履修で集中授業を希望する者もこ

こに参加する 

３月２８日（水）１０時～ 
富士見ゲート 

G４０３ 

全入学年度 

共通 

選択科目のガイダンス 

★希望者のみ参加する 
４月５日(木)１７時３０分～ 

富士見ゲート 

G４０３ 

集中授業のガイダンス 

★希望者のみ参加する（再履修で集中

授業を希望する者は対象としない） 

４月６日（金）９時３０分～ 
富士見ゲート 

G４０３ 

 

 

学部‐(101) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

e. 履修登録(日時等詳細は学部ガイダンスで説明) 

①新入生の必修科目 

Webの申請画面に事前登録されるので各自でWeb履修登録を完了してください。 

 

②選択科目希望者と再履修対象者 

ガイダンスに参加して受講希望票を提出し、受講許可を得てから各自でWeb履修登録を完了してください。 

再履修で集中授業を希望する場合は、３月２８日（水）のガイダンスに参加の上、この②の方法でWeb履修登録を完

了してください。 

 

③集中授業希望者 

ガイダンスに参加して受講希望票を提出してください。事務処理が済み次第、Webの申請画面に事前登録されるの

で、各自でWeb履修登録を完了してください。 

f. 健康診断等 

大学実施の健康診断を必ず受けてください。 

g. 体育会入部者 

授業の受講に代えて、体育会の活動により、５群科目の必修単位を修得することができます。 

体育会活動による単位の修得は体育会での１年間の活動で２単位です。 

在学中に体育会活動によって修得できる単位の上限は２単位です。 

この制度を実施していない学部もあるので注意してください。 

春学期履修登録期間内（部員本人の所属学部の指示する日）に申請手続きが必要となりますので、

所属学部窓口に用意してある所定用紙に記入の上、提出してください。 

h. 連絡 

体育科目に関わる連絡は、市ヶ谷リベラルアーツセンター（ILAC）掲示板、保健体育センター掲示

板で行います。 

 

i.  心身の状態についての相談 

   体育の授業を履修するにあたり、心身の状態について心配があり、相談したいという場合は、保健体

育センターに問い合わせてください。 

 

※問い合わせ先 保健体育センター市ケ谷体育課：電話０３－３２６４－９５００ 

 

学部‐(88)



 

4.7  市ヶ谷基礎科目 5 群（体育科目）の履修について 

a. 科目名・履修年次・単位 

科目名（系列） 履修年次 単位  

（必修科目） 

スポーツ総合演習 

原則として

1 年次に履修
２単位 ３年次修了までに必ず修得する必要があります。

（選択科目） 

＜2017 年度以降入学生＞ 

スポーツ総合演習Ｓ 

＜2016 年度以前入学生＞ 

スポーツ総合演習 

1～4 年次 ２単位

必修ではありません。２単位まで履修できます。 

修得した単位は ILAC 科目／基礎科目の単位とし

て卒業所要単位に計上されます。 

b. 内容 

体育についての演習（講義および実技） 

c. 授業形態・実施場所・期間 

通常授業か集中授業のいずれかで受講します。詳細を保健体育ガイダンスで説明します。 

授業形態 授業期間 種目 場所 

通常授業 春学期または秋学期 複数の種目の複合
①市ケ谷総合体育館 

②富士見坂体育館 

集中授業 夏季休業期間中の４日間 複数の種目の複合

①市ケ谷総合体育館 

②富士見坂体育館 

③多摩体育施設（法学部生以外の

再履修クラスのみ） 

 

d. 保健体育ガイダンス（保健体育時間割の説明・受講授業の決定・仮登録） 

対象 内容 日時 場所 

２０１８年度 

入学生 

体育についての全体ガイダンス 

★全員必ず参加する 

学部ガイダンスで説明 

（日時・場所は入学時配布の「新入生諸連絡事項」を参照） 

２００８～２０１７年度

入学生 

必修科目の再履修ガイダンス 

★必修単位未修得者は必ず参加する

★再履修で集中授業を希望する者もこ

こに参加する 

３月２８日（水）１０時～ 
富士見ゲート 

G４０３ 

全入学年度 

共通 

選択科目のガイダンス 

★希望者のみ参加する 
４月５日(木)１７時３０分～ 

富士見ゲート 

G４０３ 

集中授業のガイダンス 

★希望者のみ参加する（再履修で集中

授業を希望する者は対象としない） 

４月６日（金）９時３０分～ 
富士見ゲート 

G４０３ 

 

 

学部‐(101) 
 

4 ILAC（アイラック）科目 市ヶ谷基礎科目の履修

e. 履修登録(日時等詳細は学部ガイダンスで説明) 

①新入生の必修科目 

Webの申請画面に事前登録されるので各自でWeb履修登録を完了してください。 

 

②選択科目希望者と再履修対象者 

ガイダンスに参加して受講希望票を提出し、受講許可を得てから各自でWeb履修登録を完了してください。 

再履修で集中授業を希望する場合は、３月２８日（水）のガイダンスに参加の上、この②の方法でWeb履修登録を完

了してください。 

 

③集中授業希望者 

ガイダンスに参加して受講希望票を提出してください。事務処理が済み次第、Webの申請画面に事前登録されるの

で、各自でWeb履修登録を完了してください。 

f. 健康診断等 

大学実施の健康診断を必ず受けてください。 

g. 体育会入部者 

授業の受講に代えて、体育会の活動により、５群科目の必修単位を修得することができます。 

体育会活動による単位の修得は体育会での１年間の活動で２単位です。 

在学中に体育会活動によって修得できる単位の上限は２単位です。 

この制度を実施していない学部もあるので注意してください。 

春学期履修登録期間内（部員本人の所属学部の指示する日）に申請手続きが必要となりますので、

所属学部窓口に用意してある所定用紙に記入の上、提出してください。 

h. 連絡 

体育科目に関わる連絡は、市ヶ谷リベラルアーツセンター（ILAC）掲示板、保健体育センター掲示

板で行います。 

 

i.  心身の状態についての相談 

   体育の授業を履修するにあたり、心身の状態について心配があり、相談したいという場合は、保健体

育センターに問い合わせてください。 

 

※問い合わせ先 保健体育センター市ケ谷体育課：電話０３－３２６４－９５００ 

 

２
０
１
６
年
度
以
前
入
学
者
用
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5.1 新設・履修上の注意・休講・廃止科目等について 

以下、すべて 2単位です。履修年次は学部-(109～113)専門科目およびコース関連科目表を参照し

てください。 

 

5.1.1 2018 年度新設科目 

  「行政法Ⅰ（2017 年度以前に『行政法の基礎』を修得している場合、履修することはできません）」 

「行政法Ⅱ」 

 
5.1.2 履修上の注意 

表の右側の「旧科目名」の単位をすでに修得している場合は、左側の新名称の科目を履修するこ

とはできません。なお、「旧科目名」での開講はありません。 
2012 年度からの新科目名 2011 年度までの旧科目名 

国際環境法 国際環境法Ⅰ 

比較環境法 国際環境法Ⅱ 

地方自治論 地方自治論Ⅰ 

自治体環境政策論Ⅰ 地方自治論Ⅱ 

国際環境政策Ⅰ 国際環境政策 

都市環境論Ⅰ・Ⅱ 都市環境論 

ファシリテーション論 人間環境特論(ファシリテーションの基礎) 

比較演劇論Ⅰ・Ⅱ 比較演劇論 

ヨーロッパ環境史論Ⅰ 人間環境特論(ヨーロッパ都市環境史論Ⅰ) 

ヨーロッパ環境史論Ⅱ 人間環境特論(ヨーロッパ都市環境史論Ⅱ) 

日本美術史論 日本美術の系譜 

環境科学Ⅲ 人間環境特論(天然資源の科学) 

大気と社会Ⅰ 人間環境特論(気流と社会環境Ⅰ) 

大気と社会Ⅱ 人間環境特論(気流と社会環境Ⅱ) 

自然環境政策論Ⅰ 自然環境政策論 

環境社会論Ⅲ 人間環境特論(環境と地域の持続性を考える)

廃棄物・リサイクル論 リサイクル論 

食と農の環境学Ⅱ 人間環境特論(農と食から考える現代社会) 

統計とデータ分析 統計概論 

 
 

  

5 専門科目の履修 



 

 

学部‐(103) 

  
 
 
5.1 新設・履修上の注意・休講・廃止科目等について 

以下、すべて 2単位です。履修年次は学部-(109～113)専門科目およびコース関連科目表を参照し

てください。 

 

5.1.1 2018 年度新設科目 

  「行政法Ⅰ（2017 年度以前に『行政法の基礎』を修得している場合、履修することはできません）」 

「行政法Ⅱ」 

 
5.1.2 履修上の注意 

表の右側の「旧科目名」の単位をすでに修得している場合は、左側の新名称の科目を履修するこ

とはできません。なお、「旧科目名」での開講はありません。 
2012 年度からの新科目名 2011 年度までの旧科目名 

国際環境法 国際環境法Ⅰ 

比較環境法 国際環境法Ⅱ 

地方自治論 地方自治論Ⅰ 

自治体環境政策論Ⅰ 地方自治論Ⅱ 

国際環境政策Ⅰ 国際環境政策 

都市環境論Ⅰ・Ⅱ 都市環境論 

ファシリテーション論 人間環境特論(ファシリテーションの基礎) 

比較演劇論Ⅰ・Ⅱ 比較演劇論 

ヨーロッパ環境史論Ⅰ 人間環境特論(ヨーロッパ都市環境史論Ⅰ) 

ヨーロッパ環境史論Ⅱ 人間環境特論(ヨーロッパ都市環境史論Ⅱ) 

日本美術史論 日本美術の系譜 

環境科学Ⅲ 人間環境特論(天然資源の科学) 

大気と社会Ⅰ 人間環境特論(気流と社会環境Ⅰ) 

大気と社会Ⅱ 人間環境特論(気流と社会環境Ⅱ) 

自然環境政策論Ⅰ 自然環境政策論 

環境社会論Ⅲ 人間環境特論(環境と地域の持続性を考える)

廃棄物・リサイクル論 リサイクル論 

食と農の環境学Ⅱ 人間環境特論(農と食から考える現代社会) 

統計とデータ分析 統計概論 
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学部‐(104) 

 

2013 年度からの新科目名 2011 年度までの旧科目名 

環境表象論Ⅰ 環境表象論 

 

 

2015 年度からの新科目名 2014 年度までの旧科目名 

人間環境セミナー 人間環境セミナーⅠ 

人間環境セミナー 人間環境セミナーⅡ 

  

2016 年度からの新科目名 2015 年度までの旧科目名 

サイエンスカフェⅠ 自然環境科学の基礎（化学） 

サイエンスカフェⅡ 自然環境科学の基礎（生物学） 

サイエンスカフェⅢ 自然環境科学の基礎（生態学） 

サイエンスカフェⅣ 自然環境科学の基礎（物理学） 

ローカルスタディーズⅠ 地域環境ケーススタディⅠ 

ローカルスタディーズⅡ 地域環境ケーススタディⅡ 

アーティストと社会貢献 人間環境特論（アーティストと社会貢献）

 

2017 年度からの新科目名 2016 年度までの旧科目名 

現代思想と人間Ⅰ 人間環境特論（西洋社会思想史Ⅰ） 

現代思想と人間Ⅱ 人間環境特論（西洋社会思想史Ⅱ） 

 

「人間環境セミナー」「人間環境セミナーⅠ」「人間環境セミナーⅡ」は重複履修できる科目のた

め、これらを修得済みでも「人間環境セミナー」を履修することは可能です。 

 

5.1.3 2018 年度休講科目 

  「テーマ別英語 2」「地域経済論」「環境哲学基礎論」「環境倫理学」「生命の現在と倫理」 

「自然環境論Ⅰ」「自然環境論Ⅱ」「自然環境論Ⅲ」「自然災害論」「気候変動論Ⅰ」「気候変動論Ⅱ」

「ネットワークとマルチメディア」「サイエンスカフェⅡ」「衛生・公衆衛生学Ⅰ」 

「衛生・公衆衛生学Ⅱ」「衛生・公衆衛生学Ⅲ」「途上国経済論Ⅰ」「途上国経済論Ⅱ」 

「人間環境特論」「インターンシップ」 

 

5.1.4 廃止科目 

  「行政法の基礎」「日本公害史と法」「比較環境法」「環境経営実践論Ⅰ」「環境経営実践論Ⅱ」 

「労働環境論Ⅲ」 

 

  

5 専門科目の履修 

学部‐(105) 

5.2 専門科目の種類と履修上の注意 

  人間環境学部の専門科目はリテラシー科目と展開科目から構成されています。 

 

5.2.1 リテラシー科目 

学部の専門カリキュラムへの導入科目にあたり、1 年次全員必修の「フレッシュマン科目」と、

語学や情報処理の技能を高めるための「スキルアップ科目」から成ります。 

 

 (1)フレッシュマン科目（2012 年度以降入学者） 

    以下の、2科目 4単位を 2年次までに修得していないと、3年生に進級できません。 

1) 「人間環境学への招待」 

1 年次春学期必修科目(2 単位)です。水曜日 1限と水曜日 2限の 2クラスに分かれます。指定

されたクラスに出席してください。 

皆さんが 4年間学ぶ「人間環境学」という 21 世紀の新しい学びの内容と魅力について、オム

ニバス形式(多くの先生の講義を結びつないで構成する形)により紹介してゆきます。各回の担

当者は、展開科目の 5つの科目群(法律・政治、経済・経営、社会・地域、人文科学、自然科学)

の各分野からバランスよく選ばれ、文理融合の学際的な例題によって、この学部のカリキュラ

ムの特色「コース制」の意味も分かるよう構成されます。 

2) 「基礎演習」 

1 年次秋学期必修科目(2 単位)です。約 20 クラス開設されます。希望調査期間前に、受講の

詳細について掲示等によりお知らせします。大学でアカデミックに学び、研究するための基礎

的な心得やスキルを、演習を通じて身につける少人数クラスの授業です。 

    

 (2)スキルアップ科目 

    以下の中から、2単位以上を、3年次までに修得していないと 4年生に進級できません。 

英語科目として、ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目とは別に、「アクティブ語学」(「英語Ⅰ～Ⅳ」)、

「テーマ別英語」(「テーマ別英語 1～4」)、情報処理科目として、「情報処理基礎」「ネットワ

ークとマルチメディア」「統計とデータ分析」が設けられています。 

5.2.2 展開科目 

  上記「リテラシー科目」以外の専門科目を「展開科目」と呼んでいます。2013 年度以前入学者に

は、それぞれの種類ごとに必要な単位数を設けていませんが、2014 年度以降入学者は、卒業までに

「フィールドスタディ」「人間環境セミナー」「キャリアチャレンジ」から 6 単位以上修得する必要

があります。さらに、2016 年度以降入学者は、自身で選択したコースごとに、コース共通科目から

10 単位以上かつ、コースコア科目から 20 単位以上の修得が必要です（SSI 生はコース共通科目 8単

位以上、コースコア科目 12 単位以上）。詳しくは、「7 コース制」を参照してください。 
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学部‐(104) 

 

2013 年度からの新科目名 2011 年度までの旧科目名 

環境表象論Ⅰ 環境表象論 

 

 

2015 年度からの新科目名 2014 年度までの旧科目名 

人間環境セミナー 人間環境セミナーⅠ 

人間環境セミナー 人間環境セミナーⅡ 

  

2016 年度からの新科目名 2015 年度までの旧科目名 

サイエンスカフェⅠ 自然環境科学の基礎（化学） 

サイエンスカフェⅡ 自然環境科学の基礎（生物学） 

サイエンスカフェⅢ 自然環境科学の基礎（生態学） 

サイエンスカフェⅣ 自然環境科学の基礎（物理学） 

ローカルスタディーズⅠ 地域環境ケーススタディⅠ 

ローカルスタディーズⅡ 地域環境ケーススタディⅡ 

アーティストと社会貢献 人間環境特論（アーティストと社会貢献）

 

2017 年度からの新科目名 2016 年度までの旧科目名 

現代思想と人間Ⅰ 人間環境特論（西洋社会思想史Ⅰ） 

現代思想と人間Ⅱ 人間環境特論（西洋社会思想史Ⅱ） 

 

「人間環境セミナー」「人間環境セミナーⅠ」「人間環境セミナーⅡ」は重複履修できる科目のた

め、これらを修得済みでも「人間環境セミナー」を履修することは可能です。 

 

5.1.3 2018 年度休講科目 

  「テーマ別英語 2」「地域経済論」「環境哲学基礎論」「環境倫理学」「生命の現在と倫理」 

「自然環境論Ⅰ」「自然環境論Ⅱ」「自然環境論Ⅲ」「自然災害論」「気候変動論Ⅰ」「気候変動論Ⅱ」

「ネットワークとマルチメディア」「サイエンスカフェⅡ」「衛生・公衆衛生学Ⅰ」 

「衛生・公衆衛生学Ⅱ」「衛生・公衆衛生学Ⅲ」「途上国経済論Ⅰ」「途上国経済論Ⅱ」 

「人間環境特論」「インターンシップ」 

 

5.1.4 廃止科目 

  「行政法の基礎」「日本公害史と法」「比較環境法」「環境経営実践論Ⅰ」「環境経営実践論Ⅱ」 

「労働環境論Ⅲ」 

 

  

5 専門科目の履修 

学部‐(105) 

5.2 専門科目の種類と履修上の注意 

  人間環境学部の専門科目はリテラシー科目と展開科目から構成されています。 

 

5.2.1 リテラシー科目 

学部の専門カリキュラムへの導入科目にあたり、1 年次全員必修の「フレッシュマン科目」と、

語学や情報処理の技能を高めるための「スキルアップ科目」から成ります。 

 

 (1)フレッシュマン科目（2012 年度以降入学者） 

    以下の、2科目 4単位を 2年次までに修得していないと、3年生に進級できません。 

1) 「人間環境学への招待」 

1 年次春学期必修科目(2 単位)です。水曜日 1限と水曜日 2限の 2クラスに分かれます。指定

されたクラスに出席してください。 

皆さんが 4年間学ぶ「人間環境学」という 21 世紀の新しい学びの内容と魅力について、オム

ニバス形式(多くの先生の講義を結びつないで構成する形)により紹介してゆきます。各回の担

当者は、展開科目の 5つの科目群(法律・政治、経済・経営、社会・地域、人文科学、自然科学)

の各分野からバランスよく選ばれ、文理融合の学際的な例題によって、この学部のカリキュラ

ムの特色「コース制」の意味も分かるよう構成されます。 

2) 「基礎演習」 

1 年次秋学期必修科目(2 単位)です。約 20 クラス開設されます。希望調査期間前に、受講の

詳細について掲示等によりお知らせします。大学でアカデミックに学び、研究するための基礎

的な心得やスキルを、演習を通じて身につける少人数クラスの授業です。 

    

 (2)スキルアップ科目 

    以下の中から、2単位以上を、3年次までに修得していないと 4年生に進級できません。 

英語科目として、ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目とは別に、「アクティブ語学」(「英語Ⅰ～Ⅳ」)、

「テーマ別英語」(「テーマ別英語 1～4」)、情報処理科目として、「情報処理基礎」「ネットワ

ークとマルチメディア」「統計とデータ分析」が設けられています。 

5.2.2 展開科目 

  上記「リテラシー科目」以外の専門科目を「展開科目」と呼んでいます。2013 年度以前入学者に

は、それぞれの種類ごとに必要な単位数を設けていませんが、2014 年度以降入学者は、卒業までに

「フィールドスタディ」「人間環境セミナー」「キャリアチャレンジ」から 6 単位以上修得する必要

があります。さらに、2016 年度以降入学者は、自身で選択したコースごとに、コース共通科目から

10 単位以上かつ、コースコア科目から 20 単位以上の修得が必要です（SSI 生はコース共通科目 8単

位以上、コースコア科目 12 単位以上）。詳しくは、「7 コース制」を参照してください。 

 

  

学部‐(93)
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 (1)5 つの分野に関連する科目群 

    5 つの分野とは、法律・政治、経済・経営、社会・地域、人文科学、自然科学です。これら

は 20 世紀までの学問の分野です。従来の学問領域による分類をしているのは、環境問題にとり

くむためには、既存のさまざまな学問・専門分野の成果を結集し、枠を超えて融合させた知見

や発想、協働が必要なことがよく分かるためです。言い換えれば、上記の 5 分野の特定の分野

だけを偏って学習しても、本学部での学びとしては有効ではありません。皆さんは 5 分野の枠

をこえてさまざまな授業をとっていくことになります。 

    5 分野の科目群は、各入学年度のカリキュラム構成図ページの表の通り「基幹科目」「政策科

目」に区分されます。「政策科目」は文字通り、持続可能な社会構築のための「環境政策」につ

いて考察する科目です。「政策」には、政府や自治体に限らず、企業・ＮＰＯ・ＮＧＯ・市民活

動団体などの取り組みも含まれます。その「政策科目」を学ぶうえで、基礎的な知識や視点な

どを学べるように設けているのが「基幹科目」です。したがって、政策科目によっては、「この

基幹科目をまず履修したうえで学ぶことが望ましい」という場合があります。履修の順序に制

約はありませんが、シラバスや担当の先生の助言を参考に、履修計画を立てると有効です。 

 

 (2)環境総合科目 

    前述の 5分野のどこかに分類することが適さない、領域融合的な科目などです。 

 

  

5 専門科目の履修 

学部‐(107) 

 (3)人間環境セミナー 

   「人間環境セミナー」は、セメスターごとにテーマを設定して人間環境学の総合化を図り、ま

た、企業、業界関係者、中央政府・地方政府(自治体)・その他、NPO／NGO、学識経験者、文化関

係者など社会の第一線で活躍するさまざまな専門家を講師に招いて講義をしていただくものです。

経験にもとづく知見をうかがうことで視野を広げることができます。 

この科目は複数回の履修ができます。 

2014 年度以降入学者は、卒業までに「フィールドスタディ」「人間環境セミナー」「キャリアチ

ャレンジ」から 6単位以上修得する必要があります。 

 

過去に開催された人間環境セミナーのテーマは学部 HP から確認することができます。 

 

 

http://www.hosei.ac.jp/ningenkankyo/gakka/ 

jinkanseminar/index.html 

   

 

 

 

 

  今後の予定については決定次第掲示します。開講曜日時限は通常、土曜日 3限（春学期・秋学 

 期ともに）と、平日いずれかの 6限（秋学期のみ）となっています。計画的に履修してください。 

 

  

学部‐(94)



学部‐(106) 

 (1)5 つの分野に関連する科目群 

    5 つの分野とは、法律・政治、経済・経営、社会・地域、人文科学、自然科学です。これら

は 20 世紀までの学問の分野です。従来の学問領域による分類をしているのは、環境問題にとり

くむためには、既存のさまざまな学問・専門分野の成果を結集し、枠を超えて融合させた知見

や発想、協働が必要なことがよく分かるためです。言い換えれば、上記の 5 分野の特定の分野

だけを偏って学習しても、本学部での学びとしては有効ではありません。皆さんは 5 分野の枠

をこえてさまざまな授業をとっていくことになります。 

    5 分野の科目群は、各入学年度のカリキュラム構成図ページの表の通り「基幹科目」「政策科

目」に区分されます。「政策科目」は文字通り、持続可能な社会構築のための「環境政策」につ

いて考察する科目です。「政策」には、政府や自治体に限らず、企業・ＮＰＯ・ＮＧＯ・市民活

動団体などの取り組みも含まれます。その「政策科目」を学ぶうえで、基礎的な知識や視点な

どを学べるように設けているのが「基幹科目」です。したがって、政策科目によっては、「この

基幹科目をまず履修したうえで学ぶことが望ましい」という場合があります。履修の順序に制

約はありませんが、シラバスや担当の先生の助言を参考に、履修計画を立てると有効です。 

 

 (2)環境総合科目 

    前述の 5分野のどこかに分類することが適さない、領域融合的な科目などです。 

 

  

5 専門科目の履修 

学部‐(107) 

 (3)人間環境セミナー 

   「人間環境セミナー」は、セメスターごとにテーマを設定して人間環境学の総合化を図り、ま

た、企業、業界関係者、中央政府・地方政府(自治体)・その他、NPO／NGO、学識経験者、文化関

係者など社会の第一線で活躍するさまざまな専門家を講師に招いて講義をしていただくものです。

経験にもとづく知見をうかがうことで視野を広げることができます。 

この科目は複数回の履修ができます。 

2014 年度以降入学者は、卒業までに「フィールドスタディ」「人間環境セミナー」「キャリアチ

ャレンジ」から 6単位以上修得する必要があります。 

 

過去に開催された人間環境セミナーのテーマは学部 HP から確認することができます。 

 

 

http://www.hosei.ac.jp/ningenkankyo/gakka/ 

jinkanseminar/index.html 

   

 

 

 

 

  今後の予定については決定次第掲示します。開講曜日時限は通常、土曜日 3限（春学期・秋学 

 期ともに）と、平日いずれかの 6限（秋学期のみ）となっています。計画的に履修してください。 

 

  

学部‐(95)



学部‐(108) 

(4)フィールドスタディ 

    「フィールドスタディ」(現地実習)は、講義や文献から学んだ事柄を直接現地に赴いて検証

するために設けられています。私たちがおかれている社会環境や自然環境を肌で感じ、さまざ

まな体験を通じて自らの問題意識を高めていくことを目的としています。自然保護、まちづく

り、農業、地域福祉、国際協力、エネルギーなど多様なコースを実施しています。各コースと

も事前・事後学習、報告会などを行い、現地での学習をより実りあるものにしています。 

在学中に 8 単位まで修得できます。1 セメスターに 2 つ以上のコースを履修すること、さら

に、同一コースを 2回履修することは、原則として出来ません。その年度の実施コースと募集

内容は 4月に掲示板でお知らせします。 

2014 年度以降入学者は、卒業までに「フィールドスタディ」「人間環境セミナー」「キャリア

チャレンジ」から 6単位以上修得する必要があります。 

 

 

1) フィールドスタディの概要 

   履修年次  1～4 年次 

   単  位  1 コース 2 単位で卒業までに 4 コース(8 単位)まで修得可能 

   開講時期  主にⅠ期 8 ～ 9 月 Ⅱ期 2 ～ 3 月 

   履修登録  Ⅰ期→当年度の秋学期 Ⅱ期→翌年度の春学期 

 

2） フィールドスタディの流れ 

 (1)  (2)  (3)  (4)  (5)  (6) 
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5 専門科目の履修 

学部‐(109) 

 (5)キャリアチャレンジ 

   人間環境学部が独自に連携する自治体、NPO 等の団体に研修派遣するインターンシップ型の科

目です。自分で研修先を見つける科目である「インターンシップ」とは異なります。 

「フィールドスタディ」は、原則として現地実習は 4日（国内）ですが、「キャリアチャレンジ」の

研修期間は、7 日～14 日（土日を含む）です。また「フィールドスタディ」は、原則として教員

が引率しますが、本科目は学生自身が現地に行き、受け入れ団体の研修プログラムに参加します。

現地実習は夏季休暇中と春季休暇中に行い、授業実施期間に学内で事前研修と事後研修を行いま

す。対象学年は 2 年生以上ですが、受け入れ団体により対象学年が異なります（1 年次の春季休

暇中に現地実習が可能な場合もあります）。 

   また、自治体が受け入れ団体の場合は、自治体職員をはじめ公的機関への進路を考えている学

生に推奨し選考過程で優先するなど、想定する対象者を特定する場合があります。 

「キャリアチャレンジ」は、「フィールドスタディ」、「人間環境セミナー」とともに社会と連携した

科目であり、2017 年度から、「選択必修科目」（6 単位）の対象科目になります（選択必修科目対

象者は 2014 年度以降入学生になります）。 

 

キャリアチャレンジの流れ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

募集と派遣時期は受け入れ先によって異なります。掲示をよく確認してぜひ積極的に参加してください。 
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学部‐(108) 

(4)フィールドスタディ 

    「フィールドスタディ」(現地実習)は、講義や文献から学んだ事柄を直接現地に赴いて検証

するために設けられています。私たちがおかれている社会環境や自然環境を肌で感じ、さまざ

まな体験を通じて自らの問題意識を高めていくことを目的としています。自然保護、まちづく

り、農業、地域福祉、国際協力、エネルギーなど多様なコースを実施しています。各コースと

も事前・事後学習、報告会などを行い、現地での学習をより実りあるものにしています。 

在学中に 8 単位まで修得できます。1 セメスターに 2 つ以上のコースを履修すること、さら

に、同一コースを 2回履修することは、原則として出来ません。その年度の実施コースと募集

内容は 4月に掲示板でお知らせします。 

2014 年度以降入学者は、卒業までに「フィールドスタディ」「人間環境セミナー」「キャリア

チャレンジ」から 6単位以上修得する必要があります。 

 

 

1) フィールドスタディの概要 

   履修年次  1～4 年次 

   単  位  1 コース 2 単位で卒業までに 4 コース(8 単位)まで修得可能 

   開講時期  主にⅠ期 8 ～ 9 月 Ⅱ期 2 ～ 3 月 

   履修登録  Ⅰ期→当年度の秋学期 Ⅱ期→翌年度の春学期 

 

2） フィールドスタディの流れ 

 (1)  (2)  (3)  (4)  (5)  (6) 
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5 専門科目の履修 

学部‐(109) 

 (5)キャリアチャレンジ 

   人間環境学部が独自に連携する自治体、NPO 等の団体に研修派遣するインターンシップ型の科

目です。自分で研修先を見つける科目である「インターンシップ」とは異なります。 

「フィールドスタディ」は、原則として現地実習は 4日（国内）ですが、「キャリアチャレンジ」の

研修期間は、7 日～14 日（土日を含む）です。また「フィールドスタディ」は、原則として教員

が引率しますが、本科目は学生自身が現地に行き、受け入れ団体の研修プログラムに参加します。

現地実習は夏季休暇中と春季休暇中に行い、授業実施期間に学内で事前研修と事後研修を行いま

す。対象学年は 2 年生以上ですが、受け入れ団体により対象学年が異なります（1 年次の春季休

暇中に現地実習が可能な場合もあります）。 

   また、自治体が受け入れ団体の場合は、自治体職員をはじめ公的機関への進路を考えている学

生に推奨し選考過程で優先するなど、想定する対象者を特定する場合があります。 

「キャリアチャレンジ」は、「フィールドスタディ」、「人間環境セミナー」とともに社会と連携した

科目であり、2017 年度から、「選択必修科目」（6 単位）の対象科目になります（選択必修科目対

象者は 2014 年度以降入学生になります）。 

 

キャリアチャレンジの流れ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

募集と派遣時期は受け入れ先によって異なります。掲示をよく確認してぜひ積極的に参加してください。 
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学部‐(110) 

(6)研究会 

    いわゆるゼミナールで、担当教員の掲げるテーマや専門分野に応じて、少人数クラスで開講

されます。参加は 2年生から可能です。研究会 A(通称 Aゼミ)と研究会 B(通称 Bゼミ)の 2種類

があります。 

    募集・選考は前年度の秋学期に行われます。研究会は必修ではありませんが、「コース制」に

もとづく学習・研究の要であり、自分の勉強の「居場所」になるといえる、教員や学友との交

流の場です。募集に先立って行われるゼミ生主体の相談会や、募集期間のオープンゼミ(ゼミ見

学者受け入れ)なども参考に、ぜひ積極的に参加してください。 

 

タイプ 開講期間 備考 

研究会 A 

(A ゼミ) 
通年(4 単位) 

・原則として同じゼミで 4 年次まで継続履修する。 

・研究会によっては、4 年次に研究会修了論文の作成を課す。

(研究会修了論文は秋学期科目として 2 単位修得できる) 

・2 つ以上の研究会 A の重複履修は不可。 

・研究会 B との重複受講については、担当教員の指示による。

研究会 B 

(B ゼミ) 

ゼミにより異なる。 

通年(4 単位) 

春学期のみ(2 単位) 

秋学期のみ(2 単位) 

・原則として年度毎に受講者を募集。連続受講は義務付けられ

ていない。 

・半期の研究会 B の中には、資格試験対策や、語学のレベルア

ップを目的としたゼミもある。 

 

 

 (7)研究会修了論文 

    「研究会修了論文」は、研究会 A を原則として 2 年間または 3 年間継続して履修した成果を

まとめた卒業論文に該当します。履修の手順は以下のとおりです。 

 
 a)履修対象者 

     「研究会 A」の受講者のみ 

 

 b)履修登録と指導教員 

     履修登録は 4年次の秋学期に 2 単位の選択科目として履修登録することができます。 

指導教員は、学生が所属する研究会 Aの担当教員です。 

     ※履修登録をしないと、単位として認定することはできないので注意してください。 

 

 c)研究会修了論文の要件 

     研究会修了論文の分量要件は 400 字×40 枚以上(1 万 6000 字以上で図表等を含む)です。様

式は研究会 A の担当教員が指示しますが、必ず指定の表紙(学部窓口にて配付)をつけ、論文

のタイトル、氏名、学生証番号、学年・クラス、指導教員名を明示してください。 

 

 d)提出先と時期 

     研究会修了論文は指導教員に提出します。提出する時期については、研究会 A の授業にお

いて教員が指示します。おおよそ 12 月から 1月の間で、研究会により提出する時期が異なり

ます。 

 

5 専門科目の履修 

学部‐(111) 

(8)コース修了論文 

    研究会 A に所属していない 4 年生が、（7）の「研究会修了論文」に相当する論文を執筆する

ことができる科目です。コース修了論文の要件は、400 字×40 枚以上（1万 6000 字以上で図表

等を含む）です。様式は、担当教員が指示します。詳細は、別途配布される手続書類を確認し

てください。 

 

コース修了論文の流れ 
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～秋学期 
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最終日まで

 

 

 9 月中旬  12 月上旬 

※教員によっては、指導期間を長くとる場合があります。 

※5月末日までに指導希望教員へのアポイントメントを取ることを強く推奨します。 

 

 

(9)人間環境特論 

    「人間環境学」に関連する世界の潮流をふまえて、アンテナショップ的に、1～2 年間臨時開

設する科目です。環境問題は国内外で刻々と新しい動きがあり、新鮮なテーマにつねに敏感で

あることが、時代の要請に応えることになるのです。この科目は、サブタイトルが異なるもの

であれば複数回の履修ができます。ただし、一度単位を修得した同一サブタイトルの科目は、

次年度以降に重複して履修登録はできません。 
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学部‐(110) 

(6)研究会 

    いわゆるゼミナールで、担当教員の掲げるテーマや専門分野に応じて、少人数クラスで開講

されます。参加は 2年生から可能です。研究会 A(通称 Aゼミ)と研究会 B(通称 Bゼミ)の 2種類

があります。 

    募集・選考は前年度の秋学期に行われます。研究会は必修ではありませんが、「コース制」に

もとづく学習・研究の要であり、自分の勉強の「居場所」になるといえる、教員や学友との交

流の場です。募集に先立って行われるゼミ生主体の相談会や、募集期間のオープンゼミ(ゼミ見

学者受け入れ)なども参考に、ぜひ積極的に参加してください。 

 

タイプ 開講期間 備考 

研究会 A 

(A ゼミ) 
通年(4 単位) 

・原則として同じゼミで 4 年次まで継続履修する。 

・研究会によっては、4 年次に研究会修了論文の作成を課す。

(研究会修了論文は秋学期科目として 2 単位修得できる) 

・2 つ以上の研究会 A の重複履修は不可。 

・研究会 B との重複受講については、担当教員の指示による。

研究会 B 

(B ゼミ) 

ゼミにより異なる。 

通年(4 単位) 

春学期のみ(2 単位) 

秋学期のみ(2 単位) 

・原則として年度毎に受講者を募集。連続受講は義務付けられ

ていない。 

・半期の研究会 B の中には、資格試験対策や、語学のレベルア

ップを目的としたゼミもある。 

 

 

 (7)研究会修了論文 

    「研究会修了論文」は、研究会 A を原則として 2 年間または 3 年間継続して履修した成果を

まとめた卒業論文に該当します。履修の手順は以下のとおりです。 

 
 a)履修対象者 

     「研究会 A」の受講者のみ 

 

 b)履修登録と指導教員 

     履修登録は 4年次の秋学期に 2 単位の選択科目として履修登録することができます。 

指導教員は、学生が所属する研究会 Aの担当教員です。 

     ※履修登録をしないと、単位として認定することはできないので注意してください。 

 

 c)研究会修了論文の要件 

     研究会修了論文の分量要件は 400 字×40 枚以上(1 万 6000 字以上で図表等を含む)です。様

式は研究会 A の担当教員が指示しますが、必ず指定の表紙(学部窓口にて配付)をつけ、論文

のタイトル、氏名、学生証番号、学年・クラス、指導教員名を明示してください。 

 

 d)提出先と時期 

     研究会修了論文は指導教員に提出します。提出する時期については、研究会 A の授業にお

いて教員が指示します。おおよそ 12 月から 1月の間で、研究会により提出する時期が異なり

ます。 

 

5 専門科目の履修 

学部‐(111) 

(8)コース修了論文 

    研究会 A に所属していない 4 年生が、（7）の「研究会修了論文」に相当する論文を執筆する

ことができる科目です。コース修了論文の要件は、400 字×40 枚以上（1万 6000 字以上で図表

等を含む）です。様式は、担当教員が指示します。詳細は、別途配布される手続書類を確認し

てください。 

 

コース修了論文の流れ 

(1)  (2)  (3)  (4) 

手
続
書
類
・
受
付
許
可
書
配
布 

 

指
導
希
望
教
員
へ
指
導
依
頼
連
絡 

受
付
許
可
書
を
学
部
窓
口
へ
提
出 

 

秋
学
期
履
修
登
録 

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
履
修
登
録
） 

 

表
紙
・
受
領
確
認
書
配
布 

3 月下旬  4 月上旬 

～秋学期 

履修登録 

最終日まで

 

 

 9 月中旬  12 月上旬 

※教員によっては、指導期間を長くとる場合があります。 

※5月末日までに指導希望教員へのアポイントメントを取ることを強く推奨します。 

 

 

(9)人間環境特論 

    「人間環境学」に関連する世界の潮流をふまえて、アンテナショップ的に、1～2 年間臨時開

設する科目です。環境問題は国内外で刻々と新しい動きがあり、新鮮なテーマにつねに敏感で

あることが、時代の要請に応えることになるのです。この科目は、サブタイトルが異なるもの

であれば複数回の履修ができます。ただし、一度単位を修得した同一サブタイトルの科目は、

次年度以降に重複して履修登録はできません。 
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  (10)インターンシップ 

    「インターンシップ」は、在学中に短期の就業体験をすることで卒業後の進路選択およびキ

ャリア形成に役立てることを目的としています。政府や自治体、企業、NPO など各種の機関で

の実習を対象とします。人間環境学部では、みなさんが在学中に自分の将来のキャリアを考え

ながらインターンシップを行ない、教室での学習と社会での体験を結びつけることができるよ

うに、正規科目として単位認定を行っています。ただし、通常の大学での学習を阻害しないこ

とが条件です。 

    この科目は、実習終了後のセメスターに履修登録するしくみを取っています。従って 1 年次

秋学期(春季休暇期間に実習実施)以降実習できることになります(登録は翌セメスターに行い

ます)。 

卒業までの登録上限は 4単位ですが、同一セメスターでの履修は 2単位のみです。 

 

1) 履修の手順 

    大学外での就業体験であるため通常の授業と異なり、実習先での学習と就業が主たる内容と

なります。そのため、学部では準備のための指導および実習後の指導を行います。実習先の業

態によって内容が異なりますので担当教員による個別指導が中心となります。毎年春頃発行さ

れる「インターンシップガイドブック」を確認してください。 

   

2) 履修登録と成績評価 

a)この科目は「実習」を終えた後に履修登録をします。例えば、夏季休暇期間に行った場合は

「秋学期履修登録期間」に、春季休暇期間に行った場合は「翌年度の春学期履修登録期間」

に、履修登録します。 

b)この科目は、通常の段階別の成績評価ではなく、「合格(Ｐ評価)」もしくは「不合格(Ｆ評価)」

という評価で「単位認定」をおこないます。従って、GPA の対象科目とはなりません。 

 

3) 注意事項 

   a)インターンシップは、授業や試験の妨げとならない範囲で行うことが前提です。このため、

実習期間は原則として 1～3年次の春季休暇、2～4年次の夏季休暇の期間に限定します。 

   b)インターンシップ受け入れ機関は希望者が自ら探し選択します。インターネットやキャリア

センターの募集掲示等を活用してください。 

    学部へ直接案内が来た場合や、大学・学部の推薦が必要なものは随時掲示します。 

   c)「インターンシップ申込書」「実習計画書」「報告書」の用紙は学部窓口で交付します。 

    提出も学部窓口です。 

   d)就職内定先の企業や団体での実習や、実態がアルバイトと同じであるなど、科目の趣旨に合

致しない場合は許可しません。後に、こうした事実が判明した場合は単位認定を取り消しま

す。 

   e)不明な点は必ず「学部窓口」で確認してください。 
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(11)SCOPE 科目 

2016 年 9 月から人間環境学部に英語学位プログラム「SCOPE」（Sustainability Co-creation 

Programme）が開設されました。法政大学ではグローバルオープン科目や ERP（英語強化プログラム）

など、英語で学ぶ科目がありますが、人間環境学部の学生のみ参加できる英語で学ぶ科目が SCOPE 科

目です。 

現在、SCOPE 科目には、Co-creative Workshop AⅠ/ AⅡ/ BⅠ/ BⅡ、SCOPE Seminar、Field Workshop

があります。修得上限は 12 単位までとなります。なお、これらの科目には一定程度の英語能力を前

提としますので、履修の可否については事前に担当教員に相談をしてください。 

 

(12)自由科目 

  「他学部公開科目」「ERP 科目」「ESOP 科目」「グローバルオープン科目」「短期語学研修」「国際イ

ンターンシップ」「国際ボランティア」が該当します。卒業までに 20 単位を上限として修得可能

です。なお、セメスター・年間の履修登録上限単位数の対象外となる科目もあります。 

 1）他学部公開科目 

   受講資格は 3・4 年次生に限られます。詳細は、別冊「2018 年度 公開科目講義概要（シラバ

ス）」を参照してください（市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目は、２年次より受講できます）。 

2）ESOP 科目 

   1 年次～4年次まで受講できます。海外から受け入れた交換留学生用の、日本という国に関わる

テーマをとりあげた英語の講義・ゼミですが、留学生以外の学部学生も、このカリキュラムを受

講することにより、年間 4 単位まで「自由科目」単位として認定されます。開講科目等、詳しく

はグローバル教育センター事務部国際交流課（窓口：58 年館 2階、E-mail：ic@hosei.ac.jp、電

話番号：03-3264-9402）に問い合わせてください。 

 3）ERP 科目 

   1 年次～4年次まで受講できます。英語による少人数（10 名～20 名）・双方向授業を授業形態と

して実施されている、英語 4技能（listening、speaking、reading、writing）の養成とその統合

を目的とした授業です。卒業所要単位として単位修得することを希望する場合、履修登録時に窓

口にて申請すると自由科目として履修できます。開講科目等、詳しくはグローバル教育センター

事務部グローバルラーニング課（窓口：58 年館 2階、E-mail：global@hosei.ac.jp、電話番号：

03-3264-4088）に問い合わせてください。 
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    「インターンシップ」は、在学中に短期の就業体験をすることで卒業後の進路選択およびキ
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実習期間は原則として 1～3年次の春季休暇、2～4年次の夏季休暇の期間に限定します。 

   b)インターンシップ受け入れ機関は希望者が自ら探し選択します。インターネットやキャリア

センターの募集掲示等を活用してください。 

    学部へ直接案内が来た場合や、大学・学部の推薦が必要なものは随時掲示します。 

   c)「インターンシップ申込書」「実習計画書」「報告書」の用紙は学部窓口で交付します。 

    提出も学部窓口です。 

   d)就職内定先の企業や団体での実習や、実態がアルバイトと同じであるなど、科目の趣旨に合

致しない場合は許可しません。後に、こうした事実が判明した場合は単位認定を取り消しま
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   e)不明な点は必ず「学部窓口」で確認してください。 
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(11)SCOPE 科目 
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ンターンシップ」「国際ボランティア」が該当します。卒業までに 20 単位を上限として修得可能

です。なお、セメスター・年間の履修登録上限単位数の対象外となる科目もあります。 

 1）他学部公開科目 

   受講資格は 3・4 年次生に限られます。詳細は、別冊「2018 年度 公開科目講義概要（シラバ

ス）」を参照してください（市ヶ谷リベラルアーツセンター主催科目は、２年次より受講できます）。 

2）ESOP 科目 

   1 年次～4年次まで受講できます。海外から受け入れた交換留学生用の、日本という国に関わる

テーマをとりあげた英語の講義・ゼミですが、留学生以外の学部学生も、このカリキュラムを受

講することにより、年間 4 単位まで「自由科目」単位として認定されます。開講科目等、詳しく

はグローバル教育センター事務部国際交流課（窓口：58 年館 2階、E-mail：ic@hosei.ac.jp、電
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事務部グローバルラーニング課（窓口：58 年館 2階、E-mail：global@hosei.ac.jp、電話番号：

03-3264-4088）に問い合わせてください。 
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6.1 目的 

 人間環境学部スタディ・アブロードプログラム（以下，SA プログラム）は、海外で約 15 週間の英語

の集中的な学習を実施することによって英語によるコミュニケーション能力の向上を目指すとともに、

さまざまな国からの留学生との交流やホームステイなどの日常生活体験を通じて異文化理解を深めるこ

とを目的とします。 

 

6.2 対象年次 

 対象は派遣時 2〜4年次学生です。選考は派遣の前年度に行います。 

 

6.3 派遣先大学および期間 

 派遣先は、オーストラリア（クイーンズランド州ゴールド・コースト）にあるボンド大学の付属英語

研修機関（Bond University English Language Institute: BUELI）です。派遣期間は、9月〜12 月の約

15 週間を予定しています。 

 

6.4 選考方法 

 SA プログラムでは、外部英語試験（TOEFL®-iBT、TOEFL®-ITP Level 1、IELTS®、TOEIC®のいずれかの試

験）の受検結果、小論文（志望動機など）、成績（GPA）および面接による選考を派遣時の前年度秋学期

に行います。（1年次が全員受験する TOEFL®-ITP Level 2 の結果は利用不可）。 

 

6.5 単位認定 

 派遣先で修得した科目は、派遣後に実施される人間環境学部教授会がその内容・授業時間を勘案のう

え、「スタディ・アブロードⅠ～Ⅷ（各 2単位）」として単位認定を行います。 

 単位認定数の上限は 16単位です。認定された場合は、S評価となります。ただし、派遣先でのカリキ

ュラムや履修指導などの状況や本人の成績修得状況などによって認定が行われるので、認定単位数が上

限に達しない場合もあります。 

 

6.6 派遣事前・事後授業 

 派遣予定者は、SA 実施年度春学期までに履修していなければならない授業科目が設定されています。

また、帰国後は、事後授業を実施する予定です。 

 

6.7 留学費用 

 SA プログラムの留学にかかわる費用はすべて個人負担です。派遣先大学へ支払う授業料、宿泊費、生

活費、渡航費用、保険料などが必要となります。これらの留学費用は為替レートの変動の影響を受けま

す。また、法政大学への授業料は通常通り必要です。 
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6.8 奨学金 

 本プログラムの派遣者を対象に、SA費用総額の 30％程度が奨学金として支給される予定です。 

 

6.9 履修登録上の注意 

 SA プログラムに参加した場合、2年次秋学期の諸外国語、3-Ⅱ（4-Ⅱ、5-Ⅱ）については、SA 派遣期

間と重なるため、履修できません。SAガイダンス時に別途お知らせします。 
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え、「スタディ・アブロードⅠ～Ⅷ（各 2単位）」として単位認定を行います。 

 単位認定数の上限は 16単位です。認定された場合は、S評価となります。ただし、派遣先でのカリキ

ュラムや履修指導などの状況や本人の成績修得状況などによって認定が行われるので、認定単位数が上

限に達しない場合もあります。 

 

6.6 派遣事前・事後授業 

 派遣予定者は、SA 実施年度春学期までに履修していなければならない授業科目が設定されています。

また、帰国後は、事後授業を実施する予定です。 

 

6.7 留学費用 

 SA プログラムの留学にかかわる費用はすべて個人負担です。派遣先大学へ支払う授業料、宿泊費、生

活費、渡航費用、保険料などが必要となります。これらの留学費用は為替レートの変動の影響を受けま

す。また、法政大学への授業料は通常通り必要です。 
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6.8 奨学金 

 本プログラムの派遣者を対象に、SA費用総額の 30％程度が奨学金として支給される予定です。 

 

6.9 履修登録上の注意 

 SA プログラムに参加した場合、2年次秋学期の諸外国語、3-Ⅱ（4-Ⅱ、5-Ⅱ）については、SA 派遣期

間と重なるため、履修できません。SAガイダンス時に別途お知らせします。 
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 人間環境学部では履修を進めていく上でのガイドとなるよう「コース制」を設けています。2016 年度

以降の入学者は、2 年次から 5 つのコースのうち一つを選択し、コース共通科目（10 単位以上）とコー

スコア科目（20 単位以上）を履修することが求められます（SSI 生はコース共通科目から 8単位以上、

コースコア科目から 12 単位以上）。なお、2015 年度以前に入学した学生は該当しませんが、コース共通

科目とコースコア科目の配置をみて、自分自身の学習の方向性を明確にしてください。コース選択はあ

くまでも皆さんの自発的で自由な意思によって行うものとなっており、各コースの定員などは無く、登

録に当たっての選抜試験などは行いません。 

 

7.1 コース概要 
 

(1)5 つのコース 

   各コースとも定員はありません。各人は希望に従い以下のいずれかのコースに属します。 

    「サステイナブル経済・経営コース（旧エコ経済経営コース）」 

    「ローカル・サステイナビリティコース（旧地域環境共生コース）」 

    「グローバル・サステイナビリティコース（旧国際環境協力コース）」 

    「人間文化コース（旧環境文化創造コース）」 

    「環境サイエンスコース」 

 

(2)5 つのコースの内容 

   各コースの内容と学習の方向性は以下のとおりです。 

 

  ＜サステイナブル経済・経営コース（旧エコ経済経営コース）＞ 

    経済活動と環境保全が調和するグリーンエコノミーの担い手がもとめられる時代です。そこで

このコースでは、持続可能な市場経済に貢献する人材を育成します。経済理論、企業経営の理論

と歴史、現代社会における企業の役割について基礎知識を身につけ、その上で、環境配慮型の市

場経済と経済政策、先進的な企業の環境経営とＣＳＲ（企業の社会的責任）に関する動向に触れ

ながら、企業やその他の事業主体が社会的責任を果たしていくためのマネジメントやビジネスモ

デル、さらにグリーンエコノミーを支える生活者の消費行動やライフスタイルなどについて探究

します。 

 

  ＜ローカル・サステイナビリティコース（旧地域環境共生コース）＞ 

    ローカルなフィールド体験をベースに、持続可能な地域社会に貢献する実践的な知と構想力を

有する人材を育成するコースです。現代のローカル・サステイナビリティに関するテーマは、廃

棄物や公害、自然保護などの環境問題だけではなく、エネルギー、交通、都市計画、農林水産業、

福祉など、都市と農山村の地域づくり全般に及び、またローカルな問題とグローバルな問題の関

わりも重要です。そこでこのコースでは、これらのテーマについて最新のケースとともに学際的

に探究し、さらに市民・自治体・NPO・企業など多様な主体の役割と協働について学び、将来の「グ

ローカル人材」としての自分を展望します。 
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 人間環境学部では履修を進めていく上でのガイドとなるよう「コース制」を設けています。2016 年度

以降の入学者は、2 年次から 5 つのコースのうち一つを選択し、コース共通科目（10 単位以上）とコー

スコア科目（20 単位以上）を履修することが求められます（SSI 生はコース共通科目から 8単位以上、

コースコア科目から 12 単位以上）。なお、2015 年度以前に入学した学生は該当しませんが、コース共通

科目とコースコア科目の配置をみて、自分自身の学習の方向性を明確にしてください。コース選択はあ

くまでも皆さんの自発的で自由な意思によって行うものとなっており、各コースの定員などは無く、登

録に当たっての選抜試験などは行いません。 

 

7.1 コース概要 
 

(1)5 つのコース 

   各コースとも定員はありません。各人は希望に従い以下のいずれかのコースに属します。 

    「サステイナブル経済・経営コース（旧エコ経済経営コース）」 

    「ローカル・サステイナビリティコース（旧地域環境共生コース）」 

    「グローバル・サステイナビリティコース（旧国際環境協力コース）」 

    「人間文化コース（旧環境文化創造コース）」 

    「環境サイエンスコース」 

 

(2)5 つのコースの内容 

   各コースの内容と学習の方向性は以下のとおりです。 

 

  ＜サステイナブル経済・経営コース（旧エコ経済経営コース）＞ 

    経済活動と環境保全が調和するグリーンエコノミーの担い手がもとめられる時代です。そこで

このコースでは、持続可能な市場経済に貢献する人材を育成します。経済理論、企業経営の理論

と歴史、現代社会における企業の役割について基礎知識を身につけ、その上で、環境配慮型の市

場経済と経済政策、先進的な企業の環境経営とＣＳＲ（企業の社会的責任）に関する動向に触れ

ながら、企業やその他の事業主体が社会的責任を果たしていくためのマネジメントやビジネスモ

デル、さらにグリーンエコノミーを支える生活者の消費行動やライフスタイルなどについて探究

します。 

 

  ＜ローカル・サステイナビリティコース（旧地域環境共生コース）＞ 

    ローカルなフィールド体験をベースに、持続可能な地域社会に貢献する実践的な知と構想力を

有する人材を育成するコースです。現代のローカル・サステイナビリティに関するテーマは、廃

棄物や公害、自然保護などの環境問題だけではなく、エネルギー、交通、都市計画、農林水産業、

福祉など、都市と農山村の地域づくり全般に及び、またローカルな問題とグローバルな問題の関

わりも重要です。そこでこのコースでは、これらのテーマについて最新のケースとともに学際的

に探究し、さらに市民・自治体・NPO・企業など多様な主体の役割と協働について学び、将来の「グ

ローカル人材」としての自分を展望します。 
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  ＜グローバル・サステイナビリティコース（旧国際環境協力コース）＞ 

    幅広い教養と広い視野を備え、国境を越えた思考で地球規模の持続可能な発展に貢献する「グ

ローバル人材」を育成するコースです。国際社会の動向について基本的な知識を身につけながら、

学際的な学びとグローバル体験を通して、気候変動（地球温暖化）や生物多様性、平和、貧困と

開発など、グローバル・サステイナビリティに関わる多様なテーマについて探究します。また、

地球社会の行方を左右する新興国や途上国の発展と国際協力、先進国日本の役割、さらに政府・

NGO などの市民社会・企業のパートナーシップのありかたについて学び、将来、自らが「グロー

バル人材」として活躍する場について考えます。 

 

  ＜人間文化コース（旧環境文化創造コース）＞ 

    人類が持続可能な社会に向かうためには、様々な針路と実践を模索し選択していかなければなりま

せんが、その根幹は、数字では表すことができない価値観、幸福感や死生観といった「人間の意思」

です。そこでこのコースでは、「持続可能でグローカルな共創社会」に貢献する「市民」にふさわしい

知性と感性を備えた人材を育成します。思想・哲学、歴史学、文学・芸術、民俗学、人類学など人文

科学をベースにして人間の軌跡と生きる意味を見つめ直し、さらに学際的な学びを通して、将来の人

間や文化（衣食住、技術、学問、芸術、道徳、宗教、政治などの生活形成の様式と内容の総体）の行

方について探究します。 

 

  ＜環境サイエンスコース＞ 

    サイエンス・マインドを持って持続可能な社会に貢献できる文系の人材を育成するコースです。環

境問題の解決のためには、自然環境、災害などの解明や人類に影響を与える科学技術を開発する役割

を担う自然科学の専門家、さらに市民をはじめとする利害関係者と対話しながら、多様な利害を調整

し、対策について総合的な判断やコンサルティングができる人材が必要です。そこでこのコースでは、

社会科学や人文科学とともに、自然－人間―社会のつながりに関する生態学的な思考など、自然科学

の基礎教養を通してサイエンス・マインドを身につけ、科学・科学技術と経済・社会・政策の関係性

についても探究します。 

 

(3)コースの登録 

   新 2年生は、毎年1年次の12月からコースの登録を行います。詳細は掲示版で確認してください。 

 

 1)研究会 Aに参加することが確定している場合 

   所属する研究会Aの担当教員が示すコースを登録してください(複数示されている場合は、自分で1つ

選んで登録)。 

 

 2)研究会 Bに参加することが確定している場合 

   自分の選びたいコースが、研究会 B が示すコースと一致していなくとも構いません。関心の深いコー

スを自分で1つ選んで登録してください。 

 

 3)研究会に参加しない場合 

   2)の場合同様、関心の深いコースを自分で1つ選んで登録してください。 

 

 4)コースの変更 

   3 年次進級時に限り、コース変更が可能です（登録変更申請は、2年次の 12 月になります）。ただし、
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コース変更により卒業要件にかかるコースコア科目が変更となりますので、注意してください。なお、4

年次進級時のコース変更はいかなる場合も出来ません。 

 

(4)「研究会」や講義との関係 

   上記の通り、とくに研究会 A は特定の関連コースを明示し、コース制指導の要となる場ですから、自

分が特に関心が深いコースを示している研究会を参加候補とする、あるいは逆に、自分が最も入りたい

研究会と関連するコースを自分の選択コースとする、といった発想が有効です。 

   なお、人数制限のある授業やフィールドスタディなどは、所属コースを受講者選抜の参考にする場合

があります。 

 

(5)5 つのコースの関連科目 

   学部-(109)に示す「専門科目およびコース関連科目表」を皆さんの履修計画に活用してください。ま

た専門的領域を持ち、勉学を深めるために、積極的に教員のアドバイスを求めてください。 

 

(6)コースをこえた学習上の創意工夫 

   コースに関連した科目区分は３つに大別されます。コース共通科目（☆印）は、コースに関係なく履

修してほしい科目で１０単位以上（SSI生は８単位以上）、修得する必要があります。また、コースコア

科目（◎印）は各自が選択し所属したコースの中で重要な科目であり、２０単位以上（SSI は１２単位

以上）の修得が必要です。コース共通科目とコースコア科目だけを履修することで卒業所要単位を揃え

ることも不可能ではありませんが、自分が所属するコースをこえた学習をするために、コース連環科目

（＊印）も履修することが望ましいといえます。例えば、自分のメインの専門領域として１つのコ

ースに登録してコースコア科目を集中的に学習しながら、サブの専門領域として別のコースのコア

科目であるコース連環科目を履修すると、２つの専門領域を学ぶことができます。一方で、コース

共通科目やコースコア科目を履修しながらも、幅広くコース連環科目を履修することで、学際的な

学習をすることも可能です。 
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  ＜グローバル・サステイナビリティコース（旧国際環境協力コース）＞ 

    幅広い教養と広い視野を備え、国境を越えた思考で地球規模の持続可能な発展に貢献する「グ

ローバル人材」を育成するコースです。国際社会の動向について基本的な知識を身につけながら、

学際的な学びとグローバル体験を通して、気候変動（地球温暖化）や生物多様性、平和、貧困と

開発など、グローバル・サステイナビリティに関わる多様なテーマについて探究します。また、

地球社会の行方を左右する新興国や途上国の発展と国際協力、先進国日本の役割、さらに政府・

NGO などの市民社会・企業のパートナーシップのありかたについて学び、将来、自らが「グロー

バル人材」として活躍する場について考えます。 

 

  ＜人間文化コース（旧環境文化創造コース）＞ 

    人類が持続可能な社会に向かうためには、様々な針路と実践を模索し選択していかなければなりま

せんが、その根幹は、数字では表すことができない価値観、幸福感や死生観といった「人間の意思」

です。そこでこのコースでは、「持続可能でグローカルな共創社会」に貢献する「市民」にふさわしい

知性と感性を備えた人材を育成します。思想・哲学、歴史学、文学・芸術、民俗学、人類学など人文

科学をベースにして人間の軌跡と生きる意味を見つめ直し、さらに学際的な学びを通して、将来の人

間や文化（衣食住、技術、学問、芸術、道徳、宗教、政治などの生活形成の様式と内容の総体）の行

方について探究します。 

 

  ＜環境サイエンスコース＞ 

    サイエンス・マインドを持って持続可能な社会に貢献できる文系の人材を育成するコースです。環

境問題の解決のためには、自然環境、災害などの解明や人類に影響を与える科学技術を開発する役割

を担う自然科学の専門家、さらに市民をはじめとする利害関係者と対話しながら、多様な利害を調整

し、対策について総合的な判断やコンサルティングができる人材が必要です。そこでこのコースでは、

社会科学や人文科学とともに、自然－人間―社会のつながりに関する生態学的な思考など、自然科学

の基礎教養を通してサイエンス・マインドを身につけ、科学・科学技術と経済・社会・政策の関係性

についても探究します。 

 

(3)コースの登録 

   新 2年生は、毎年1年次の12月からコースの登録を行います。詳細は掲示版で確認してください。 

 

 1)研究会 Aに参加することが確定している場合 

   所属する研究会Aの担当教員が示すコースを登録してください(複数示されている場合は、自分で1つ

選んで登録)。 

 

 2)研究会 Bに参加することが確定している場合 

   自分の選びたいコースが、研究会 B が示すコースと一致していなくとも構いません。関心の深いコー

スを自分で1つ選んで登録してください。 

 

 3)研究会に参加しない場合 

   2)の場合同様、関心の深いコースを自分で1つ選んで登録してください。 

 

 4)コースの変更 

   3 年次進級時に限り、コース変更が可能です（登録変更申請は、2年次の 12 月になります）。ただし、
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コース変更により卒業要件にかかるコースコア科目が変更となりますので、注意してください。なお、4

年次進級時のコース変更はいかなる場合も出来ません。 

 

(4)「研究会」や講義との関係 

   上記の通り、とくに研究会 A は特定の関連コースを明示し、コース制指導の要となる場ですから、自

分が特に関心が深いコースを示している研究会を参加候補とする、あるいは逆に、自分が最も入りたい

研究会と関連するコースを自分の選択コースとする、といった発想が有効です。 

   なお、人数制限のある授業やフィールドスタディなどは、所属コースを受講者選抜の参考にする場合

があります。 

 

(5)5 つのコースの関連科目 

   学部-(109)に示す「専門科目およびコース関連科目表」を皆さんの履修計画に活用してください。ま

た専門的領域を持ち、勉学を深めるために、積極的に教員のアドバイスを求めてください。 

 

(6)コースをこえた学習上の創意工夫 

   コースに関連した科目区分は３つに大別されます。コース共通科目（☆印）は、コースに関係なく履

修してほしい科目で１０単位以上（SSI生は８単位以上）、修得する必要があります。また、コースコア

科目（◎印）は各自が選択し所属したコースの中で重要な科目であり、２０単位以上（SSI は１２単位

以上）の修得が必要です。コース共通科目とコースコア科目だけを履修することで卒業所要単位を揃え

ることも不可能ではありませんが、自分が所属するコースをこえた学習をするために、コース連環科目

（＊印）も履修することが望ましいといえます。例えば、自分のメインの専門領域として１つのコ

ースに登録してコースコア科目を集中的に学習しながら、サブの専門領域として別のコースのコア

科目であるコース連環科目を履修すると、２つの専門領域を学ぶことができます。一方で、コース

共通科目やコースコア科目を履修しながらも、幅広くコース連環科目を履修することで、学際的な

学習をすることも可能です。 

 

  

学部‐(107)



学部‐(121) 

7.2 カリキュラムツリー・マップおよびナンバリング 
 
(1)履修のモデル 

   カリキュラムツリーは、学部で開設している科目の関連を視覚的に表したものです。また、カリ

キュラムマップは、それぞれの科目が、ディプロマポリシーとどのような関連があるかを示したも

のです。これらを履修の参考、モデルとして活用してください。皆さんが関心を持っている具体的

なテーマと、カリキュラムとの関係については、教員から直接アドバイスを受けてみてください。 
   

http://www.hosei.ac.jp/ningenkankyo/gakka/e-system/index.html 
 

 

 

 

(2)ナンバリングとは 
「ナンバリング」は、授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表

し、教育課程の体系性を明示するための仕組みです。 
本学では本学で開講するすべての科目に８（または９）ケタのナンバリング（共通フォーマ

ット）が振られています。なお、学部によってはさらに詳細な番号を枝番として振っている場

合もあります。 
 
(3)「共通フォーマット」ナンバリング付番ルールについて 
   本学のナンバリング（共通フォーマット部分）は以下のルールにより付番されています。 
 
・ナンバリング（共通フォーマット部分）の構造（９ケタ 小分類がない場合は８ケタ） 
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7 コース制 

学部‐(122) 

7.3 専門科目およびコース関連科目表 
  専門科目とコース制がどのように関連しているかを示した表です。 

  リテラシー科目はコース関連科目対象外です。 

   ◎：コースコア科目（コースに直接的に関連する科目） 

   ☆：コース共通科目（全コースのベースとなる科目、または各コースの共通科目のみを明示） 

   ＊：コース連環科目（コースに間接的に関連し、登録コースの学びをより発展させる科目） 

   

 コース関連科目表 

  科目名 単位
配当 

年次 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目 

フレッシュ

マン科目 

人間環境学への招待 2 1 

基礎演習 2 1 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科
目 

情
報
処
理

情報処理基礎 2 1～4

ネットワークとマルチメディア 2 1～4

統計とデータ分析 2 1～4

ア
ク
テ
ィ
ブ
語
学

英語Ⅰ(初級会話) 1 1～4

英語Ⅱ(中級会話) 1 1～4

英語Ⅲ(上級会話) 1 1～4

英語Ⅳ(ビジネス会話) 1 1～4

テ
ー
マ
別
英
語

テーマ別英語 1 1 1～4

テーマ別英語 2 1 1～4

テーマ別英語 3 1 1～4

テーマ別英語 4 1 1～4

 

 
 科目名 単位

配当 

年次 

コース種別 

ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ

経済･経営

ﾛ ｰ ｶ ﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ 

人間 

文化 

環境 

ｻｲｴﾝｽ

展
開
科
目 

法
律 

・ 

政
治
関
連 

基
幹
科
目 

憲法の基礎 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

刑法の基礎 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

行政法の基礎（2018 年度より廃止） 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

行政法Ⅰ 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

行政法Ⅱ 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

アメリカ法の基礎 2 2～4 ◎ ＊  ◎ ＊ ＊ 

民事法Ⅰ 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

民事法Ⅱ 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

国際法Ⅰ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

国際法Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

市民社会と政治 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

行政学 4 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 

地方自治論 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 

国際関係論 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 

平和学 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 

政
策
科
目 

環境法Ⅰ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

環境法Ⅱ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

環境法Ⅲ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

環境法Ⅳ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

日本公害史と法（2018 年度より廃止） 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

労働環境法 2 2～4 ◎ ＊ ＊  ＊ ＊ 

国際環境法 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

比較環境法（2018 年度より廃止） 2 2～4 ＊ ◎ ◎ ＊ ＊ 

アメリカ環境法 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 

自治体環境政策論Ⅰ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 

自治体環境政策論Ⅱ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 

地球環境政治論 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 

地域協力・統合 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

エネルギー政策論 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

人間の安全保障 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

学部‐(108)



学部‐(121) 

7.2 カリキュラムツリー・マップおよびナンバリング 
 
(1)履修のモデル 

   カリキュラムツリーは、学部で開設している科目の関連を視覚的に表したものです。また、カリ

キュラムマップは、それぞれの科目が、ディプロマポリシーとどのような関連があるかを示したも

のです。これらを履修の参考、モデルとして活用してください。皆さんが関心を持っている具体的

なテーマと、カリキュラムとの関係については、教員から直接アドバイスを受けてみてください。 
   

http://www.hosei.ac.jp/ningenkankyo/gakka/e-system/index.html 
 

 

 

 

(2)ナンバリングとは 
「ナンバリング」は、授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表

し、教育課程の体系性を明示するための仕組みです。 
本学では本学で開講するすべての科目に８（または９）ケタのナンバリング（共通フォーマ

ット）が振られています。なお、学部によってはさらに詳細な番号を枝番として振っている場

合もあります。 
 
(3)「共通フォーマット」ナンバリング付番ルールについて 
   本学のナンバリング（共通フォーマット部分）は以下のルールにより付番されています。 
 
・ナンバリング（共通フォーマット部分）の構造（９ケタ 小分類がない場合は８ケタ） 
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7 コース制 

学部‐(122) 

7.3 専門科目およびコース関連科目表 
  専門科目とコース制がどのように関連しているかを示した表です。 

  リテラシー科目はコース関連科目対象外です。 

   ◎：コースコア科目（コースに直接的に関連する科目） 

   ☆：コース共通科目（全コースのベースとなる科目、または各コースの共通科目のみを明示） 

   ＊：コース連環科目（コースに間接的に関連し、登録コースの学びをより発展させる科目） 

   

 コース関連科目表 

  科目名 単位
配当 

年次 

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目 

フレッシュ

マン科目 

人間環境学への招待 2 1 

基礎演習 2 1 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科
目 

情
報
処
理

情報処理基礎 2 1～4

ネットワークとマルチメディア 2 1～4

統計とデータ分析 2 1～4

ア
ク
テ
ィ
ブ
語
学

英語Ⅰ(初級会話) 1 1～4

英語Ⅱ(中級会話) 1 1～4

英語Ⅲ(上級会話) 1 1～4

英語Ⅳ(ビジネス会話) 1 1～4

テ
ー
マ
別
英
語

テーマ別英語 1 1 1～4

テーマ別英語 2 1 1～4

テーマ別英語 3 1 1～4

テーマ別英語 4 1 1～4

 

 
 科目名 単位

配当 

年次 

コース種別 

ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ

経済･経営

ﾛ ｰ ｶ ﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ 

人間 

文化 

環境 

ｻｲｴﾝｽ

展
開
科
目 

法
律 

・ 

政
治
関
連 

基
幹
科
目 

憲法の基礎 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

刑法の基礎 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

行政法の基礎（2018 年度より廃止） 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

行政法Ⅰ 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

行政法Ⅱ 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

アメリカ法の基礎 2 2～4 ◎ ＊  ◎ ＊ ＊ 

民事法Ⅰ 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

民事法Ⅱ 2 1～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

国際法Ⅰ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

国際法Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

市民社会と政治 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

行政学 4 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 

地方自治論 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 

国際関係論 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 

平和学 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 

政
策
科
目 

環境法Ⅰ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

環境法Ⅱ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

環境法Ⅲ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

環境法Ⅳ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 

日本公害史と法（2018 年度より廃止） 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

労働環境法 2 2～4 ◎ ＊ ＊  ＊ ＊ 

国際環境法 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

比較環境法（2018 年度より廃止） 2 2～4 ＊ ◎ ◎ ＊ ＊ 

アメリカ環境法 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 

自治体環境政策論Ⅰ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 

自治体環境政策論Ⅱ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 

地球環境政治論 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 

地域協力・統合 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

エネルギー政策論 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

人間の安全保障 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 

学部‐(109)



 

 

学部‐(123) 

 
 科目名 単位

配当 

年次 

コース種別 

ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ

経済･経営

ﾛ ｰ ｶ ﾙ･

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨ 

人間 

文化 

環境 

ｻｲｴﾝｽ

展
開
科
目 

経
済 

・ 

経
営
関
連 

基
幹
科
目 

ミクロ経済学Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

ミクロ経済学Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

マクロ経済学Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

マクロ経済学Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

公共経済学 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

現代企業論 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

ビジネスヒストリー 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

経営学入門 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営と会計 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

簿記入門 I・II 4 
2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

簿記入門Ⅰ、簿記入門Ⅱ 各 2

政
策
科
目 

環境経済論Ⅰ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経済論Ⅱ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営論Ⅰ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営論Ⅱ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営実践論Ⅰ（2018 年度より廃止） 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営実践論Ⅱ（2018 年度より廃止） 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

CSR 論Ⅰ 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ 

CSR 論Ⅱ 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ 

環境ビジネス論 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

国際環境政策Ⅰ 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ 

国際環境政策Ⅱ 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ 

途上国経済論Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 

途上国経済論Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 

国際経済協力論Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 

国際経済協力論Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 
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学部‐(124) 

 
 科目名 単位

配当 

年次 

コース種別 

ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ

経済･経営

ﾛ ｰ ｶ ﾙ･

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨ 

人間 

文化 

環境 

ｻｲｴﾝｽ

展
開
科
目 

社
会 

・ 

地
域
関
連 

基
幹
科
目 

現代社会論Ⅰ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
現代社会論Ⅱ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
現代社会論Ⅲ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
NPO・ボランティア論 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
社会統計論 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
フィールド調査論 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
ファシリテーション論 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
グローカル・コミュニケーション 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

政
策
科
目 

地域形成論 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
地域経済論 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 
地域福祉論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
地域コモンズ論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
都市環境論Ⅰ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
都市環境論Ⅱ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
都市デザイン論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
環境社会論Ⅰ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
環境社会論Ⅱ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
環境社会論Ⅲ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
労働環境論Ⅰ 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
労働環境論Ⅱ 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
労働環境論Ⅲ（2018 年度より廃止） 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
NGO 活動論 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 
文化経営論 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
災害政策論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
科学技術社会論 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
社会開発論 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 
グローバルコミュニティ 
（2017 年度より廃止） 

2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

開発教育 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
アーティストと社会貢献 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
国際社会学 2 2～4 ＊ ◎ ◎ ＊ ＊ 

人
文
科
学
関
連 

基
幹
科
目 

環境倫理学 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
生命の現在と倫理 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
西欧近代批判の思想 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
仏教思想 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
日本美術史論 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
西洋美術史論 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
日本詩歌の伝統 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
日本環境史論Ⅰ 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
ヨーロッパ環境史論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
比較演劇論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
環境表象論Ⅰ 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
環境人類学Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
現代思想と人間Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 

政
策
科
目 

環境哲学基礎論 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
日本環境史論Ⅱ 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
ヨーロッパ環境史論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
比較演劇論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
環境表象論Ⅱ 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
環境人類学Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
環境人類学Ⅲ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
現代思想と人間Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 

  

学部‐(110)



 

 

学部‐(123) 

 
 科目名 単位

配当 

年次 

コース種別 

ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ

経済･経営

ﾛ ｰ ｶ ﾙ･

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨ 

人間 

文化 

環境 

ｻｲｴﾝｽ

展
開
科
目 

経
済 

・ 

経
営
関
連 

基
幹
科
目 

ミクロ経済学Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

ミクロ経済学Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

マクロ経済学Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

マクロ経済学Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

公共経済学 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

現代企業論 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

ビジネスヒストリー 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

経営学入門 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営と会計 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

簿記入門 I・II 4 
2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

簿記入門Ⅰ、簿記入門Ⅱ 各 2

政
策
科
目 

環境経済論Ⅰ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経済論Ⅱ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営論Ⅰ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営論Ⅱ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営実践論Ⅰ（2018 年度より廃止） 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

環境経営実践論Ⅱ（2018 年度より廃止） 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

CSR 論Ⅰ 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ 

CSR 論Ⅱ 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ 

環境ビジネス論 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 

国際環境政策Ⅰ 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ 

国際環境政策Ⅱ 2 2～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ 

途上国経済論Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 

途上国経済論Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 

国際経済協力論Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 

国際経済協力論Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ◎ ＊ ＊ 

  

7 コース制 

 

学部‐(124) 

 
 科目名 単位

配当 

年次 

コース種別 

ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ

経済･経営

ﾛ ｰ ｶ ﾙ･

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨ 

人間 

文化 

環境 

ｻｲｴﾝｽ

展
開
科
目 

社
会 

・ 

地
域
関
連 

基
幹
科
目 

現代社会論Ⅰ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
現代社会論Ⅱ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
現代社会論Ⅲ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
NPO・ボランティア論 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
社会統計論 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
フィールド調査論 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
ファシリテーション論 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
グローカル・コミュニケーション 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

政
策
科
目 

地域形成論 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
地域経済論 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 
地域福祉論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
地域コモンズ論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
都市環境論Ⅰ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
都市環境論Ⅱ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
都市デザイン論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
環境社会論Ⅰ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
環境社会論Ⅱ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
環境社会論Ⅲ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
労働環境論Ⅰ 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
労働環境論Ⅱ 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
労働環境論Ⅲ（2018 年度より廃止） 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
NGO 活動論 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 
文化経営論 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
災害政策論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
科学技術社会論 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
社会開発論 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 
グローバルコミュニティ 
（2017 年度より廃止） 

2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

開発教育 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
アーティストと社会貢献 2 2～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
国際社会学 2 2～4 ＊ ◎ ◎ ＊ ＊ 

人
文
科
学
関
連 

基
幹
科
目 

環境倫理学 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
生命の現在と倫理 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
西欧近代批判の思想 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
仏教思想 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
日本美術史論 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
西洋美術史論 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
日本詩歌の伝統 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
日本環境史論Ⅰ 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
ヨーロッパ環境史論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
比較演劇論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
環境表象論Ⅰ 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
環境人類学Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
現代思想と人間Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 

政
策
科
目 

環境哲学基礎論 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
日本環境史論Ⅱ 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
ヨーロッパ環境史論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
比較演劇論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 
環境表象論Ⅱ 2 1～4 ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 
環境人類学Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
環境人類学Ⅲ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ◎ ＊ 
現代思想と人間Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ＊ 

  

学部‐(111)



学部‐(125) 

 
 科目名 単位

配当 

年次 

コース種別 

ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ

経済･経営

ﾛ ｰ ｶ ﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨ 

人間

文化

環境 

ｻｲｴﾝｽ

展
開
科
目 

自
然
科
学
関
連 

基
幹
科
目 

サイエンスカフェⅠ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
サイエンスカフェⅡ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
サイエンスカフェⅢ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
サイエンスカフェⅣ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
自然環境論Ⅰ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
自然環境論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
自然環境論Ⅲ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
自然災害論 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
地球科学史Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
地球科学史Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
気候変動論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 
気候変動論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 
環境健康論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
環境健康論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
エネルギー論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
環境モデル論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
環境モデル論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 

政
策
科
目 

環境科学Ⅰ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
環境科学Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
環境科学Ⅲ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
自然環境論Ⅳ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 
自然環境政策論Ⅰ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ◎ 
自然環境政策論Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 
エネルギー論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
衛生・公衆衛生学Ⅰ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
衛生・公衆衛生学Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
衛生・公衆衛生学Ⅲ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
大気と社会Ⅰ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
大気と社会Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 

環
境
総
合
科
目 

政
策
科
目 

食と農の環境学Ⅰ 2 2～4 ◎ ◎ ◎ ＊ ＊ 
食と農の環境学Ⅱ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 
食と農の環境学Ⅲ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
公害防止管理論Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ◎ 
公害防止管理論Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ◎ 
廃棄物・リサイクル論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ◎ 
環境教育論 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
キャリア入門 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
グローバルスタディーズⅠ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 
グローバルスタディーズⅡ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 
ローカルスタディーズⅠ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
ローカルスタディーズⅡ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
環境マネジメントスタディーズⅠ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 
環境マネジメントスタディーズⅡ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 
スポーツビジネス論Ⅰ 2 3・4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
スポーツビジネス論Ⅱ 2 3・4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

 

  

7 コース制 

 

学部‐(126) 

 

科目名 単位 
配当

年次

展
開
科
目 

政
策
科
目 

人間環境特論 2 2～4

研究会 2・4 2～4

研究会修了論文 2 4 

コース修了論文 2 4 

キャリアチャレンジ 2 2～4

フィールドスタディ 2 1～4

人間環境セミナー 2 1～4

インターンシップ 2 2～4

スタディ・アブロードⅠ 2 2～4

スタディ・アブロードⅡ 2 2～4

スタディ・アブロードⅢ 2 2～4

スタディ・アブロードⅣ 2 2～4

スタディ・アブロードⅤ 2 2～4

スタディ・アブロードⅥ 2 2～4

スタディ・アブロードⅦ 2 2～4

スタディ・アブロードⅧ 2 2～4

SCOPE  Seminar 2 2～4

Field Workshop 2 2～4

Co-creative Workshop AⅠ 2 2～4

Co-creative Workshop AⅡ 2 2～4

Co-creative Workshop BⅠ 2 2～4

Co-creative Workshop BⅡ 2 2～4

 

学部‐(112)



学部‐(125) 

 
 科目名 単位

配当 

年次 

コース種別 

ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ

経済･経営

ﾛ ｰ ｶ ﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋ゙ ﾘﾃｨ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ 

ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨ 

人間

文化

環境 

ｻｲｴﾝｽ

展
開
科
目 

自
然
科
学
関
連 

基
幹
科
目 

サイエンスカフェⅠ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
サイエンスカフェⅡ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
サイエンスカフェⅢ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
サイエンスカフェⅣ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
自然環境論Ⅰ 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
自然環境論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
自然環境論Ⅲ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
自然災害論 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
地球科学史Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
地球科学史Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
気候変動論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 
気候変動論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 
環境健康論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
環境健康論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
エネルギー論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
環境モデル論Ⅰ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
環境モデル論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 

政
策
科
目 

環境科学Ⅰ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
環境科学Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
環境科学Ⅲ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
自然環境論Ⅳ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 
自然環境政策論Ⅰ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ◎ 
自然環境政策論Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ◎ 
エネルギー論Ⅱ 2 1～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
衛生・公衆衛生学Ⅰ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
衛生・公衆衛生学Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
衛生・公衆衛生学Ⅲ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ◎ ◎ 
大気と社会Ⅰ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
大気と社会Ⅱ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 

環
境
総
合
科
目 

政
策
科
目 

食と農の環境学Ⅰ 2 2～4 ◎ ◎ ◎ ＊ ＊ 
食と農の環境学Ⅱ 2 2～4 ◎ ◎ ＊ ＊ ＊ 
食と農の環境学Ⅲ 2 2～4 ＊ ＊ ＊ ＊ ◎ 
公害防止管理論Ⅰ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ◎ 
公害防止管理論Ⅱ 2 1～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ◎ 
廃棄物・リサイクル論 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ◎ 
環境教育論 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
キャリア入門 2 1～4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
グローバルスタディーズⅠ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 
グローバルスタディーズⅡ 2 2～4 ＊ ＊ ◎ ＊ ＊ 
ローカルスタディーズⅠ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
ローカルスタディーズⅡ 2 2～4 ＊ ◎ ＊ ＊ ＊ 
環境マネジメントスタディーズⅠ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 
環境マネジメントスタディーズⅡ 2 2～4 ◎ ＊ ＊ ＊ ＊ 
スポーツビジネス論Ⅰ 2 3・4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
スポーツビジネス論Ⅱ 2 3・4 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

 

  

7 コース制 

 

学部‐(126) 

 

科目名 単位 
配当

年次

展
開
科
目 

政
策
科
目 

人間環境特論 2 2～4

研究会 2・4 2～4

研究会修了論文 2 4 

コース修了論文 2 4 

キャリアチャレンジ 2 2～4

フィールドスタディ 2 1～4

人間環境セミナー 2 1～4

インターンシップ 2 2～4

スタディ・アブロードⅠ 2 2～4

スタディ・アブロードⅡ 2 2～4

スタディ・アブロードⅢ 2 2～4

スタディ・アブロードⅣ 2 2～4

スタディ・アブロードⅤ 2 2～4

スタディ・アブロードⅥ 2 2～4

スタディ・アブロードⅦ 2 2～4

スタディ・アブロードⅧ 2 2～4

SCOPE  Seminar 2 2～4

Field Workshop 2 2～4

Co-creative Workshop AⅠ 2 2～4

Co-creative Workshop AⅡ 2 2～4

Co-creative Workshop BⅠ 2 2～4

Co-creative Workshop BⅡ 2 2～4
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8.1 定期試験 

定期試験については以下の他、共通-(16)を確認するとともに、詳細は掲示板や学部ホームページで

確認してください。 

 

(1)試験期間 

  春学期は 7 月下旬、秋学期は 1 月下旬より定期試験を実施します。日程は掲示板および学部ホー

ムページで発表します。科目によっては定期試験に代え、授業期間中の試験・レポート提出・平素

の学習状況などで評価することがあります。 

 

(2)試験時間割と試験教室 

  試験時間割と試験教室は通常の授業時間・教室とは異なるので注意してください。掲示板や学部

HP にて発表します。 

 

(3)受験上の注意 

 1)履修登録した科目のみ受験できます。 

 2)必ず指定された教室で受験してください。 

 3)試験開始から 20 分経過後は入室を認めず、欠席扱いとします。 

 4)試験開始後 20 分経過し、かつ監督者の許可がなければ途中退室はできません。 

 5)受験中は学生証を机の上に提示してください。 

 6)試験において不正行為を行った者または行おうとした者は、規定により処罰されます。 

 7)答案を提出しないで退室した場合は不正行為と見なします。 

 8)ノート、参考書などの参照が許されている場合は、必ず指定されたものを使用してください。指

定された物以外を参照した場合は不正行為と見なします。 
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学部‐(135) 

 

 
8.1 定期試験 

定期試験については以下の他、共通-(16)を確認するとともに、詳細は掲示板や学部ホームページで

確認してください。 

 

(1)試験期間 

  春学期は 7 月下旬、秋学期は 1 月下旬より定期試験を実施します。日程は掲示板および学部ホー

ムページで発表します。科目によっては定期試験に代え、授業期間中の試験・レポート提出・平素

の学習状況などで評価することがあります。 

 

(2)試験時間割と試験教室 

  試験時間割と試験教室は通常の授業時間・教室とは異なるので注意してください。掲示板や学部

HP にて発表します。 

 

(3)受験上の注意 

 1)履修登録した科目のみ受験できます。 

 2)必ず指定された教室で受験してください。 

 3)試験開始から 20 分経過後は入室を認めず、欠席扱いとします。 

 4)試験開始後 20 分経過し、かつ監督者の許可がなければ途中退室はできません。 

 5)受験中は学生証を机の上に提示してください。 

 6)試験において不正行為を行った者または行おうとした者は、規定により処罰されます。 

 7)答案を提出しないで退室した場合は不正行為と見なします。 

 8)ノート、参考書などの参照が許されている場合は、必ず指定されたものを使用してください。指

定された物以外を参照した場合は不正行為と見なします。 
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 成績発表・その他 

8 定期試験・補講・
　成績発表・その他
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(4)不正行為に対する措置 

  試験中に不正行為を行った学生に対しては、下記のとおり厳正な措置がとられます。 

  (定期試験のみならず、定期試験に代替する授業内試験での不正行為にも適用されます) 

この基準は、2018 年度春学期に全面改正され、新しい基準に変わります。新しい基準は学部掲示

版等でお知らせします。 

 

◆定期試験等における不正行為の処分基準◆ 

不正行為態様 処分内容 

① 計画性の弱い、または偶発的な不正行為 

例:ａ．他人の答案の覗き見 

  ｂ．問題・答案用紙配布後の話し合い 

  ｃ．参照可の資料等の貸借 

  ｄ．不審な挙動を注意した監督者の指示に従わない

  ｅ．答案の持ち帰り 

○譴責または 1 カ月未満の停学 

○当該科目は無効(Ｅ評価) 

② 計画性が強い、または意図的な不正行為 

例:ａ．参照不可の試験でカンニングペーパー使用 

  ｂ．   〃    机上への書き込み 

  ｃ．   〃    テキスト・ノート等の閲覧 

  ｄ．参照可の試験で許可されたもの以外の参照・使用

  ｅ．答案用紙の交換(行為の態様により③の受験依

頼に該当) 

○停学 1 カ月以上 3 カ月未満 

○当該科目は無効(Ｅ評価) 

○不正行為以後に行われる当該期の試験科目の受験を

無効(Ｅ評価) 

③ 受験依頼(いわゆる替え玉受験) 

例:ａ．依頼された他人が本人になりすまして受験 

 (本人の学生証使用) 

  ｂ．答案提出直前に依頼した学生の氏名に書き換え

て提出 

○停学 3 カ月以上 6 カ月未満または無期停学 

○当該期全履修科目の受験を無効(Ｅ評価) 

④ 再犯(不正行為を 2 回以上行った者) ○処分を加重する 

上記①の不正行為を行った場合は②と同じ処分 

上記②の不正行為を行った場合は③と同じ処分 

上記③の不正行為を行った場合は退学および 

当該年度全履修科目を無効 

⑤ 定期試験外(授業内試験等)で不正行為を行った場

合 

例：ａ．定期試験に代替する授業内試験での不正行為 

  ｂ．定期試験に代替する論文試験(レポート含む)で

の剽窃(※)行為 

○行為の態様または計画性の強弱等により上記①～④

の処分を準用 

停学処分の発効日 

 

不正行為を行った日の翌日 

※剽窃(ひょうせつ)…他人の作品・論文・文章などの字句または説を盗みとって、自分のものとして

発表すること。 
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学部‐(137) 

8.2 未受験申請 

 試験－未受験科目の代替措置について(追試験等) 

本人の病気等、以下のやむを得ない事態により、定期試験およびそれに準ずる試験を受験できな

かった場合は、必要書類を持参の上、未受験申請をすることができます（レポート回収日に欠席し

た場合、申請時に提出予定であったレポートを持参してください）。 
申請理由によっては未受験資格を得られない場合もありますので、自己判断せず、定期試験及び

それに準ずる試験を受験できないと判明した時点で、人間環境学部窓口へ相談してください。 
 

 

理由 必要書類 備考 受付期間 

電車遅延 遅延証明書 以下の場合は認めない。 

・通学区間外の経路を利用して遅刻

した場合 

・遅れた時間以上の遅延証明書がな

い場合(例：試験開始から 40 分遅

れたが，15 分の遅延証明しかない

場合等) 

・試験開始時刻以降の入室を想定し

た場合 

試験実施日当日のみ 

病気・怪我 診断書または 

治癒証明書(大学指

定書式) 

(コピー不可・試験

当日に登校が不可

能である旨がわか

る記載が必要) 

本人の病気・怪我のみ 試験実施日を含め，7 日以内

 

※ただし，定期試験最終日を

受付期限とする(定期試験

最終日までに手続きがで

きない場合は，学部窓口へ

連絡・相談すること)。 
忌引き 会葬礼状 親族二親等(両親・兄弟姉妹・祖父母)

の通夜・告別式のみ 

就職活動 氏名・日程等が記載

された通知等 

採用選考日のみ 

説明会は不可 

公務員・教員・資格

試験 

受験票等のコピー 試験日・訪問日のみ 

指定試験合格者奨励金，L・U キャリ

アアップ奨励金の該当資格のみ 

体育会 保健体育部発行の

「競技参加による

欠席願」 

 

国体・国家代表等 対象学生の名前が

記載されている大

会の競技日程等 

 

教育実習，介護実習，

資格課程科目の実習

参加日程と重複 

実習参加証明書 機関名・実習期間・学生所属・氏名

が記載されたもの 
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(4)不正行為に対する措置 

  試験中に不正行為を行った学生に対しては、下記のとおり厳正な措置がとられます。 

  (定期試験のみならず、定期試験に代替する授業内試験での不正行為にも適用されます) 

この基準は、2018 年度春学期に全面改正され、新しい基準に変わります。新しい基準は学部掲示

版等でお知らせします。 

 

◆定期試験等における不正行為の処分基準◆ 

不正行為態様 処分内容 

① 計画性の弱い、または偶発的な不正行為 

例:ａ．他人の答案の覗き見 

  ｂ．問題・答案用紙配布後の話し合い 

  ｃ．参照可の資料等の貸借 

  ｄ．不審な挙動を注意した監督者の指示に従わない

  ｅ．答案の持ち帰り 

○譴責または 1 カ月未満の停学 

○当該科目は無効(Ｅ評価) 

② 計画性が強い、または意図的な不正行為 

例:ａ．参照不可の試験でカンニングペーパー使用 

  ｂ．   〃    机上への書き込み 

  ｃ．   〃    テキスト・ノート等の閲覧 

  ｄ．参照可の試験で許可されたもの以外の参照・使用

  ｅ．答案用紙の交換(行為の態様により③の受験依

頼に該当) 

○停学 1 カ月以上 3 カ月未満 

○当該科目は無効(Ｅ評価) 

○不正行為以後に行われる当該期の試験科目の受験を

無効(Ｅ評価) 

③ 受験依頼(いわゆる替え玉受験) 

例:ａ．依頼された他人が本人になりすまして受験 

 (本人の学生証使用) 

  ｂ．答案提出直前に依頼した学生の氏名に書き換え

て提出 

○停学 3 カ月以上 6 カ月未満または無期停学 

○当該期全履修科目の受験を無効(Ｅ評価) 

④ 再犯(不正行為を 2 回以上行った者) ○処分を加重する 

上記①の不正行為を行った場合は②と同じ処分 

上記②の不正行為を行った場合は③と同じ処分 

上記③の不正行為を行った場合は退学および 

当該年度全履修科目を無効 

⑤ 定期試験外(授業内試験等)で不正行為を行った場

合 

例：ａ．定期試験に代替する授業内試験での不正行為 

  ｂ．定期試験に代替する論文試験(レポート含む)で

の剽窃(※)行為 

○行為の態様または計画性の強弱等により上記①～④

の処分を準用 

停学処分の発効日 

 

不正行為を行った日の翌日 

※剽窃(ひょうせつ)…他人の作品・論文・文章などの字句または説を盗みとって、自分のものとして

発表すること。 
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8.2 未受験申請 

 試験－未受験科目の代替措置について(追試験等) 

本人の病気等、以下のやむを得ない事態により、定期試験およびそれに準ずる試験を受験できな

かった場合は、必要書類を持参の上、未受験申請をすることができます（レポート回収日に欠席し

た場合、申請時に提出予定であったレポートを持参してください）。 
申請理由によっては未受験資格を得られない場合もありますので、自己判断せず、定期試験及び

それに準ずる試験を受験できないと判明した時点で、人間環境学部窓口へ相談してください。 
 

 

理由 必要書類 備考 受付期間 

電車遅延 遅延証明書 以下の場合は認めない。 

・通学区間外の経路を利用して遅刻

した場合 

・遅れた時間以上の遅延証明書がな

い場合(例：試験開始から 40 分遅

れたが，15 分の遅延証明しかない

場合等) 

・試験開始時刻以降の入室を想定し

た場合 

試験実施日当日のみ 

病気・怪我 診断書または 

治癒証明書(大学指

定書式) 

(コピー不可・試験

当日に登校が不可

能である旨がわか

る記載が必要) 

本人の病気・怪我のみ 試験実施日を含め，7 日以内

 

※ただし，定期試験最終日を

受付期限とする(定期試験

最終日までに手続きがで

きない場合は，学部窓口へ

連絡・相談すること)。 
忌引き 会葬礼状 親族二親等(両親・兄弟姉妹・祖父母)

の通夜・告別式のみ 

就職活動 氏名・日程等が記載

された通知等 

採用選考日のみ 

説明会は不可 

公務員・教員・資格

試験 

受験票等のコピー 試験日・訪問日のみ 

指定試験合格者奨励金，L・U キャリ

アアップ奨励金の該当資格のみ 

体育会 保健体育部発行の

「競技参加による

欠席願」 

 

国体・国家代表等 対象学生の名前が

記載されている大

会の競技日程等 

 

教育実習，介護実習，

資格課程科目の実習

参加日程と重複 

実習参加証明書 機関名・実習期間・学生所属・氏名

が記載されたもの 
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8.3 補講 

  補講は、授業の進度や休講を補うために、原則として学事日程に定められた所定の期間に行われ

ます。補講が行われる科目や日時・教室等は掲示板で連絡しますので、よく確認をして受講してく

ださい。 

 

8.4 成績および進級・卒業発表 

成績および進級・卒業発表については以下となります。併せて、共通-(3)を確認するとともに、詳

細は掲示板や学部ホームページで確認してください。 

 

(1)成績評価 

1)成績評価方法は、各科目ごとに定められています。一般的には、セメスターごとの定期試験また

は授業内試験、レポート、平素の学習状況等によって行われます。 

2)評価は「GPA 制度」に基づいて行われています。GPA 制度については、共通-(17)ページを参照し

てください。 

 

(2)成績発表、卒業発表・進級発表 

 1)成績発表および卒業発表・進級発表は、下記のとおり行います。詳しい日程は、掲示板および学

部ホームページにて確認してください。 

   春学期：9月中旬（Web によるダウンロード） 

   秋学期：3月上旬（Web によるダウンロード） 

2)成績通知書は、次セメスターの履修科目選択の際、大切な資料となります。紛失しないよう、し

っかり保管してください。  

 

（3）成績調査について 

評価が D（不可）および E（未受験・他）の科目で、その評価に疑問を感じた場合は、所定の期間

内に理由を添えて手続きをすれば、成績調査を行うことができます（D、E評価以外の成績に関する

問い合わせには応じられません。履修登録せずに受講および受験した科目は調査できません。評価

をもらうための嘆願や、点数を知りたいという理由では調査を受け付けません）。 
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8.5 再試験 

(1)進級再試験 

 進級再試験日、受付日、申請場所・方法については別途掲示にてお知らせします。 

 

1)対象者：3年次生で、進級要件に 2科目以内（ただし、ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目のうち 4群 

必修科目に限る、春学期開講科目を含む）の不足を生じた者。 

 

  2)受験対象科目：ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目 4群必修（外国語）科目のうち、当該年度において 

履修登録しており、D評価を受けた科目のみが対象（E評価は除く） 

 

3)受験可能科目数：最大 2科目 

 

 

(2)卒業再試験 

  人間環境学部では、卒業再試験は行いません。 
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8.3 補講 

  補講は、授業の進度や休講を補うために、原則として学事日程に定められた所定の期間に行われ

ます。補講が行われる科目や日時・教室等は掲示板で連絡しますので、よく確認をして受講してく

ださい。 

 

8.4 成績および進級・卒業発表 

成績および進級・卒業発表については以下となります。併せて、共通-(3)を確認するとともに、詳

細は掲示板や学部ホームページで確認してください。 

 

(1)成績評価 

1)成績評価方法は、各科目ごとに定められています。一般的には、セメスターごとの定期試験また

は授業内試験、レポート、平素の学習状況等によって行われます。 

2)評価は「GPA 制度」に基づいて行われています。GPA 制度については、共通-(17)ページを参照し

てください。 

 

(2)成績発表、卒業発表・進級発表 

 1)成績発表および卒業発表・進級発表は、下記のとおり行います。詳しい日程は、掲示板および学

部ホームページにて確認してください。 

   春学期：9月中旬（Web によるダウンロード） 

   秋学期：3月上旬（Web によるダウンロード） 

2)成績通知書は、次セメスターの履修科目選択の際、大切な資料となります。紛失しないよう、し

っかり保管してください。  

 

（3）成績調査について 

評価が D（不可）および E（未受験・他）の科目で、その評価に疑問を感じた場合は、所定の期間

内に理由を添えて手続きをすれば、成績調査を行うことができます（D、E評価以外の成績に関する

問い合わせには応じられません。履修登録せずに受講および受験した科目は調査できません。評価

をもらうための嘆願や、点数を知りたいという理由では調査を受け付けません）。 
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8.5 再試験 

(1)進級再試験 

 進級再試験日、受付日、申請場所・方法については別途掲示にてお知らせします。 

 

1)対象者：3年次生で、進級要件に 2科目以内（ただし、ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目のうち 4群 

必修科目に限る、春学期開講科目を含む）の不足を生じた者。 

 

  2)受験対象科目：ILAC 科目／市ヶ谷基礎科目 4群必修（外国語）科目のうち、当該年度において 

履修登録しており、D評価を受けた科目のみが対象（E評価は除く） 

 

3)受験可能科目数：最大 2科目 

 

 

(2)卒業再試験 

  人間環境学部では、卒業再試験は行いません。 
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